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そし て その 一 般 的 な 誤解 に 対し て の 反語 


ウド ウッ ラン マー シッ アッ シー パ 滑 圭 着 


アブ ドッ ラー 坂田 訳 
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本 書 で 用 いら れ て いる 専門 用 語 


・ [ 反 ] サ ッ ラ ッ ラ ー フ ・ ア ライ ヒ ・ ワ サッ ラム : 一 般 に 、 預 言 者 
EN 及 さ れる 時 に 用 いら れる 、 彼 に 対す る 祈願 の 
言葉 で す 。 時 に 「 彼 に 平安 あれ 」 と 訳 さ れ ま す が 、 こ れ は 正確 な 
も の で は あり ませ ん 。 よ り 忠 実に 訳す と すれ ば 、「 ア ッ ラ ー が 彼 
の 蒼 れ を 称揚 され 、 彼 と 彼 の 系 譜 を あら ゆる 中 傷 や 汚名 か ら お 守 
DK SL、 た MY の 有 の ck の 。 













































































・ [wl』 ラ ディ ヤッ ラー フ ・ ア ン フ : 「 ア ッ ラ ー が 彼 を お 悦び に な 
られ ます よう 。」 一 般 に 、 預 言 者 ムハンマド の 教 友 へ の 祈願 の 言 
葉 と し て 用 いら れ ま す 。 
































・ [gm] ア ライ ヒッ サラ ー ム : 「 彼 に 平安 あれ 。」 一 般 に 、 聞 言 者 
や 使徒 な ど に 対す る 祈願 の 言葉 と し て 用 いら れ ま す 。 








II 仙 スグ パー ナ ワ ッッ ツ クア ーー. の な る 不 完 信任 普 
も 無縁 で 崇高 で あり 、 至 高 で や られ る お 方 。」 ア ッ ラ ー を 讃え る 
言葉 の 一 つ で す 。 





の Q\W の ※W み ンク 
こさ 
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寺 


この 本 で は 、 以 下 に 示さ れる 句 問 と 問題 点 が 議論 され ます : 





歴史 的 に 見 た 女性 の 地位 : イス ラー ム 以 前 の アラ ブ 社 会 に お け 
る 女性 : イン ド 社 会 : 中 国 社会 : ギリ シャ 社会 : ロー マ 社 会 : 伝 
統 的 ユダ ヤ 社 会 : 伝統 的 キリ スト 教 社 会 : そし て 現代 世俗 社会 。 










































































イス ラー ム に お ける 男女 同 権 : 基本 的 人 権 : 義務 の 適用 に お い 
て : 現世 と 来世 に お ける 報奨 と 懲 罰 に お いて : 財産 の 所 有 と その 
更 用 の 自由 に お いて : 名 誉 の 保持 に お いて : 義務 教育 に お いて : 
そし て 社会 改革 へ の 責任 に お いて 。 
















































































ムスリム 社会 に お ける 女性 の 地位 と 権利 : 乳児 と し て : 子供 ・ 
少女 と し て : 姉妹 と し て : 妻 と し て : 母 と し て : 親類 、 隣 人 、 そ 
し て 一 般 女 性 と し て 。 











イス ラー ム に お ける 女性 の 権利 と 義務 へ の 誤解 、 及 びそ れ に 対 
2 夫 多妻 に 関し て : 指導 力 と 責任 に 関し て : 婚 契 約 
と 後見 人 に 関し て : 妻 と し て の し つけ に 関し て : 名 蒼 殺 人 に 関し 
て : 離婚 に 関し て : 証言 に 関し て : 相続 に 関し て : 血 の 代 償 金 に 
関し て : 就職 に 関し て : そし て ヒジ ャ ー ブ ( 頭 部 の 覆い ) に 関し 
SS 
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イス ラー ム に お ける 女性 


まえ が き 








fT 


至高 者 アッ ラー に こそ 全て の 賞 材 あれ 。 そ し て か れ が その 使 及 
ムハンマド と 彼 の 御家 族 を 称揚 され 、 彼 ら を あら ゆる 悪 か ら お 護 
が (KS まず よう 98 



























































私 は 、 イ スラ ー ム に お ける 女性 の 地位 、 及 び 女 性 の 権利 に 関す 
る 新しい 情報 の 提示 に つい て の 困難 さ を 鑑 み 、 こ の 問題 に 関す る 
既出 の 情報 を 収集 ・ 整 理 し 、 要 約 し た も の を 読者 の 皆様 の た め に 
提示 し よう と 試み まし た 。 至高 な る アッ ラー が 私 を 導き 、 こ の 目 
標 に 到達 する こと が 出来 る こと を 望ん で いま す 。 

女性 に 対す る 犯罪 と 抑圧 を イス ラー ム と 結び つけ る こと は 大 い 
が る の 直政 で あり 、 アッ ラー に よる 啓 革 の 者 で ある クル アゲ ダーン 、 そそ 
し て 預言 者 ムハンマド ( 租 ) の 教え を に よっ て そう いっ た 虚偽 の 主張 
は 否定 され て いま す 。 至高 な る アッ ラー は こう 仰せ られ て いま 
す : 


《 人 類 よ 、 わ れ ら は 一 人 の 男 と 一 人 の 女 か ら 液 ら を 創造 し 、 種 
族 と 部 族 と に 分 けた 。 こ れ は 液 ら を 、 互 い に 知 り 合う よう に さ 
せる た めで ある 。 アッラー の 御 許 で 最も 高貴 な る 者 は 、 液 ら の 
中 最も 主 を 四 れ る 者 で ある 。 ア ッ ラ テー こそ は 全 知 者 で あり 、 す 
べ て を 見 透 す 御方 で ある 。 名 49:13] 
















































































また 至高 な る アッ ラー は こう も 仰せ られ て いま す : 





《 ま た か れ が 液 ら の 中 か ら 、 液 ら の た め に 配偶 を 設け られ た の 
は 、 か れ の 微 の 一 つ で ある 。 液 ら は 彼女 ら に よっ て 安らぎ を 得 
る よう に され 、 液 ら の 間 に 愛 情 と 慈悲 の 念 を 植え 付け られ る 。 
その 中 に こそ は 、 思 慮 深い 者 た ち へ の 徴 が ある 。》 [30:21] 





また 預言 者 ヘム ハン マ ド は 述べ られ て いま す : 





"実に 女性 は 、 男 性 の 片割れ な の で ある 。"[ ア プー・ ダ ー ク 
ー バ が 234 区 、 デ ィ ル ミズ アー 773 散 、 そ の 他 に よる 伝承 ] 
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今日 、 女 性 の 自由 化 や 解放 運動 、 同 権 運動 な ど 多 く の ス ロー が ガ 
ン が 世界 中 で 耳 に され る よう に な っ て いま す 。 現実 に 一 部 社会 に 



































お いて 女性 た ち は 抑 圧 や 虐待 、 








不正 の 下 に 

















暮らし て お り 、 そ の 基 





本 的 人 権 さ えも 奪わ れ て いま す 。 こ の よう な 中 、 イ スラ ー ム 法 は 
女性 の 権利 に 関し 、 人 権 と 義務 の 双方 に お いて 包括 的 か つ バ ラン 











ス の 取れ た シス テム を 提唱 し て いま す が 、 

















一 部 の ムスリム (イス 


ラー ム 教 徒 ) が 、 基 本 的 な イス ラー ム 教 義 と 信条 か ら 人 逸脱 し て い 
る こと も 事実 で す 。 そ し て 国際 的 な 女性 解放 運動 な ど に よっ て 喧 


























侯 き れ で いあ スズ スロー ガン に 























⑳ 師 。 





三 つ の 要素 を 中 心 に 回 転 





























し て いる こと が 分 か り ま す 。 そ れ ら は 女性 の 解放 、 そ し て 男性 の 

















権利 と 女性 の 権利 の 平等 で す 。 
スリ ム の 誤っ た 実践 と は 別に 




















ベー 0 グン デ の 二 に こ に 照ら し 合わ せ た 観点 \ か ら 分 析 し て いこ うと 思 





いま す 。 
まず "解放 "と いう 言葉 は 、 女 性 








私 た ち は 
"なら の を 


に 対す 




















一 部 の 無知 で 逸 有 諾 し た ム 
イス ラー ム の 教え に 基 づ 























る 手 か せ 足 か せ 、 ま た は 





束縛 と いっ た よう な 何ら か の 拘束 の 存在 と 、 女 性 た ち が 隷 属 的 地 


位 に ある た め 、 本 生還 に 0 うこ と を 払 め か し て いま 





す 。 実 際 に は 男女 に 関わ りな く 、 








ト 





来 そ の 能力 に 制限 が ある た め 、 











米 
9 男女 は 共に 、 様々 な 日 常 生 活 の 諸事 を 管 し 体系 付 ! ナ る 一 定 
の 法 と 規則 に 基づい た 社会 的 環境 に 住 3 


























それ は 、 人 間 が 自分 自身 の 行 











和光 生ま の の SCO の 身 の 
行い に 対し て いか な る 責任 も 持た な いと いう こと で し ょ うか ? 肖 









































E で あり 、 そ れ は 抽象 的 か つ 誤 解 の 生じ る 表現 で す 。 人 類 と は 本 


社会 的 な 











に 関し 


る 自由 と いう も の は 不可 








団 生活 が 必要 に な り ま 

















まな けれ ば な ら な い の で す 。 
て 自由 か つ 独 立 し た 存在 


















































【 き 


力 的 限界 と 法 的 規制 に 縛ら れ な い 人 間 と いう も の は 存在 する で し 


ょ うか ? 役 ら が 奴隷 で あれ ば 、 





その 質問 




















う も の に 変わ る で し ょ う 。 い わ ゆ る 自由 





で あれ 先天 的 な も の 、 そ し て 法 的 な も の 
を 超え て し まえ ば 、 誰 も が 性 悪 か つ 











は 「 一 体 誰か ら ?」 と い 
と 解放 に は いか な る も の 











め る よう な 破滅 的 行為 に つなが り ま す 。 
像 昧 拝 、 圧 政 、 擁 取 、 不 正 か ら の 自由 と 
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の に よる 限界 が あり 、 そ れ 


野 倫 で 、 犯 罪 行 為 で も る と 誰 





イス ラー ム 法 に お いて 偶 
解放 の 探求 は 、 男 女 共 に 


























イス ラー ム に お ける 女性 


認め られ て い 
神 教 、 正義 、 そ 
の 中 で 、 男 作 


























協 性 


スラ ー ム 法 は 女 : 
Pe の に に の お 
スラ ー ム で は 女性 が 公 的 な 責 介 


また それ 以外 の 分 
諸々 の 仁 
親 、 兄 弟 、 叔 父 
の 名 人 誉 を 守り 、 

応じ て 提供 する こ 








も の で し ょ うか 、 
男女 同様 に 公 の 場 で 狼 ら な 行為 を 禁じ て い 
よっ て 、 そ れ ぞ れ の 性 別に 
八 し も 徳 を 守ら な けれ は 
E せ ん 。 イ スラ ー ム 法 は 女 f 
対し て 性 的 挑発 や 誘惑 的 
由 に 























由 に 
す 。 私 的 な 場 で 





漢 な どか ら 守 り 、 
行為 を 行わ な い 
ー ム 法 は 女 情 








イス ラー ム は 、 個 人 が その 行為 に よっ て 1 
社会 へ の 破壊 的 結果 を も た ら す こと の な いよ 2 う 
E す 。 これ は 次 の アッ ラー の 使徒 


の 概念 を 説き 3 





伝承 に よる 言葉 を も っ て 鮮 


E す 。 神 に よっ て 啓示 され た 原 


し て 高 沸 


E と 女性 は 相互 依存 0 補足 的 な 役 


性 に 対 





分 野 





了 に 





夫 な 





と が 
それ 





は 











自ら を 守ら な けれ ば な り 
いか な る 男女 も 他 者 に 


よう 命 





E の 保護 の 為 に 、 外 出 の 際 ( 
こと を 求め 、 異 司 





E と の EE 


お いて も 、 他 の 多く の 社 
E 務 を 遂行 する こと が 可 邊 


経済 的 支援 を し 、 適 切な 生 : 


義務 


























主張 








系 な 倫理 を 説き 、 





張 し ョ 























し 、、 全会 


E を 有 し 、 











E で ある と し て い 
よ 、 彼 女 の 4 




















どの 男性 近親 者 ( 





古 








と な り 3 
と も 上 げ る も の で し 





E す が 、 





異な っ た 角 
よ ド な ら ず 、 











2eW 二 お う した 





と 法 
E す 。 こ の 枠組 み 
割 を 果たし 
お ける 多く の 状況 の 中 で 、 


経済 的 ・ 社 会 的 分 』 
会 の 女性 


は 、 茂 格 な 一 
導 5 4 
後見 
6 
野 や 、 
と 同様 ( 
ます 。 彼女 の 父 
E 涯 に 渡っ て そ 























ンー 
( 三 








環境 を 彼ら の 能 
ます 。 これ は 彼女 の 品位 を 落す 
上 の 0364 し 2A 妥 ーー 全島 








それ は 自然 な 














笑 釈 が 与え られ て いま 


公 的 な 場 で は 
生 を 轟 迫 や や 痴 











< ベジ 











こ 謙虚 な 衣 有 
な 交流 や スキ ンシップ 




































































合 
や か に 表現 され て い 








負 「 者 へ の 害悪 、 
、 そ の 自 
人) か ら の 真性 の 
まま 











を 見 に 付け る 
を 本 じ る の で す 。 


また は 


ご ヴ 























由 と 解放 























“アッ ラー の 法 を 守る 者 と そう で な い 者 と を 比べ る と 、 そ れ ら 
は 一 和 隻 の 船 に 乗り 込み 、 お 互い の 場所 を 分 割 し た 二 つ の 集団 の 
一 方 の 集団 は 船 の 上 部 に ある 甲板 を 彼ら の 場 と し 


よう で ある 。 
た が 、 


他方 の 集団 は 船 の 下部 を 彼ら の 場 と し た 。 下 部 に いる 


人 々 が 水 を 欲す る 時 に は 、 上 部 の 甲板 に いる 人 々 の 場所 を 通ら 
な けれ ば な ら な い 。 下部 に いる 人 々 は こう 考え た :“ も し 我々 が 
この 部 分 に 穴 を 開け れ ば 、 上 部 に いる 人 々 を 邪魔 する こと な く 
水 を 手 に 入れ る こと が 出来 る の で は な いか 。" そ し て 、 も し 上 部 
の 人 々 が 彼ら の 計画 の 実行 を 許せ ば 、 船 に 乗っ て いる 人 々 は 全 


滅 に 追い や ら 


か る の で ある 。 


れる が 、 


央 


彼ら の 計画 を 禁じ る の で あれ ば 、 皆 が 助 
> [ プ ハ ーー 2367 区 その 婦 ] 


イス ラー ム に お ける 女性 

















また 有名 な ドイ ツ 人 思想 家 ・ 哲 学者 の ショ ー ペ ベン ハウ アー は こう 
語っ て いま す : 
































“女性 に 対し 、 完 全 か つ 絶 対 的 な 自由 と 解放 を 一 委 大 の ろ 与 
えて みる と し よう 。 そ し て その 後 、 そ の 自由 が どう いっ た 結果 
を も た らし た か を 私 と 共に 確認 し よう で は な いか 。 あ な た は 
( 皆 ) 私 と 共に 、 徳 と 貞 節 、 そ し て 善き 倫理 を 受け 継ぐ こと を 
忘れ て は な ら な い 。 も し 私 が (その 前 に ) 死ね ば 、 あ な た は 
* 彼 は 間違っ て いた "、 あ る い は " 彼 は 真実 を 語っ た の だ "と 言う 
こと が 出来 る 。 


米国 人 女性 リポ ー タ ー の へ レス ィ ア ン ・ ス タン ベリ ー は 250 以 
上 の 通信 社 と 関わ り 、 報 道 ・ 放 送 の 分 野 で 20 年 以上 に 渡り 活躍 し 
続け まし た 。 彼女 は 数 々 の イス ラー ム 国 家 を 訪れ 、 あ る イス ラー 
ム 国 家 の 訪 問 後 、 この よう に 語っ て いま す : 


* ア ラブ ・ イ スラ ー ム 社会 は 健全 ・ 健 康 な 環境 に あり ます 。 
男女 に 対し 、 合 理 的 な 範囲 内 で 規制 する ある 種 の 伝統 を 、 こ の 
社会 は これ か ら も 保護 し て いか な けれ ば な ら な り ま せん 。 こ の 
社会 は ヨー ロッ パ ・ ア メリ カ 社 会 と は 明らか に 異な っ て いま す 。 
アラ ブ ・ イ スラ ー ム 社会 は 女性 に 対し 一 定 の 規則 と 制限 を 課 し 、 
上 と 地位 を 与え る 独自 の 伝統 を 持っ て いる の で 
す ・・・ ま ず 第 一 に 、 最 も 上 厳し い 規則 と 制限 は 、 欧 米 社会 の 家 
内 を 本 物 の 危機 に に 陥れ て いる 、 性 的 自由 に 対し て 課せ られ て い 
ます 。 そ れ ゆ え ア ラブ ・ イ スラ ー ム ょ 社会 に よっ て 課せ られ て い 
る 制限 は 合理 的 か つ 有 益 な も の で す 。 私 は あな た 方 が 自ら の 倫 
規定 に 従う こと を 強く 勧め ます 。 男女 共学 を 禁じ 、 女 性 の E 
由 を 制限 、 い え 、 完 全 な ' プ ル ダ ' (覆い ) の 実践 に 回 帰す べき 
で す 。 本 当 に これ は あな た 方 に と っ て 欧米 の 性 的 自由 に 優る も 
の な の で す 。 男女 共学 を 禁じ る の は 、 私 た ち が ア メリ カ で それ 
に よる 害悪 を 蒙っ て いる か ら で す 。 ア メリ カ 社 会 は 性 的 自由 に 
お いて 、 あ ら ゆ る 形 や 表現 を 受け 入れ た 複雑 な も の に な っ て し 
まい まし た 。 性 的 自由 と 男女 共学 の 犠牲 者 は 年 獄 、 道 端 、 バ ー、 
天 酒 屋 や 売春 宿 を 満た し て いま す 。 私 た ち が 少 女 や 娘 た ち に 与 
えた (偽り の ) 自 0 の MRNNEK 
そし て 彼女 ら は 白人 奴隷 と な っ て し まっ て いる の で す 。 欧米 社 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































【 
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イス ラー ム に お ける 女性 


























こ お け る 男女 共学 や 性 的 目 
“自由 "は 、 家 族 の 基盤 を 視 か し 、 
の 8 お 

















女性 解放 の 提唱 者 


ー 






































う : 何 が 女性 の 名 誉 

















に 代表 され る 、 あ ら ゆ る 種類 の 





道徳 と 倫理 観 を 播 る が す も の 




















向け られ る 質問 は 、 自 ず と こう な る で し ょ 
2 尊厳 ・ 保護 ( 


こ 関 し て 最善 か つ 最 も 有益 で 、 




















最も 保護 を も た ら す シス テム な の で し ょ うか ? 


2 だ 
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イス ラー ム に お ける 女性 








世界 中 の 女 † 





生 た ち 


女性 の 権利 の 要求 


は * 


























E 相 を 求め て いま す 。 そ し て 
見 渡し て も 、 イ スラ ー ム 法 ほ ど 女 † 











生 の 権利 を 保護 し 、 


過去 と 現在 を 
維持 する シ 








ステ ム は 存在 し ませ ん 。 この こと は 本 書 で その 確認 と 実証 が され 





2 の 。 














著名 な 英国 人 】 








思想 家 ・ 哲 学者 で ある ハミ ルト ン 卿 は 、 そ の 著 


「 イ スラ ー ム と アラ ブ の 文明 (sz 247 の C7y777zg7 が o7) 」 で こ 


り 述 て いま すず 2 
『* イ スラ ー ム 





に よる 女性 





に 対す る 決ま り ・ 








規制 ・ 





法規 定 は 明 





本 2 


性 が 個人 的 に 


の 誹謗 中 傷 な | 


の で す 。 " 





可能 性 の ある あら ゆる 害悪 
間 に 付与 され る べき 保護 を 











2 


一 に 優先 する 


また 著名 な フラ ンス 人 心理 学者 で ある ギュ スタ ー ヴ ・ ル ・ ボ ン 


は 、 そ の 著 「 ア ラブ 文明 (77e 47p Ozyz7zg7 が oz7) 」 で こう 述べ て い 


9 
“イス ラー ム に 





お ける 徳行 は 女性 
明 に の 





尊厳 を 与え た 最 














する こと が 出 ヨ 
叶 活 。 


来る の で ある 。 




















女性 








へ の 名 誉 の 授与 、 敬 意 の 表 
イス ラー ム こ そ が 、 
区 切 の 宗教 で ある と 付 
イス ラー ム 以 前 の あら ゆる 宗教 補 国 家 が 、 
な 害悪 と 悔 辱 を も た らし た 


女性 に 名 誉 と 





け 加 える こと も 出来 る の だ 。 
に 対し て の 大 き 
実 か ら 、 我 々 は これ を 容易 に 証明 

















"[p.488] 








彼 は こう も 指摘 し て いま す : 


『 聖 クル アー ン 、 そ し て その 泊 
て いる 夫婦 間 の 権利 は 、 ヨ ー 
卓越 し て いる の で ある 。 


イス ラー ム は 1400 年 以上 も 前 
ジマ で ドゥ グ ジ ッ デ ググ ドッ ラ 
カ ) ど マ ディ ー ナ (メデ ィ チ ) ぞ を 申 世 まし で 




















ロッ パ に 


"[p.497] 
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お ける ヨコ 


E 釈 書 の 翻訳 に よっ て 叙述 され 
た 婦 の 権利 より も 





こ 、 ア ッ ラ ー の 預言 者 で ある ム ハ 
( 薄 ) の 宣教 に より 、 マ ッ カ (メッ 
世界 中 に 広がり まし 























イス ラー ム に お ける 女性 


た 。 イ スラ ー ム は 、 ア ッ ラ ー に よっ て 世 示 され た 栄光 の 書 で ある 
クル アー ン と 、 イ スラ ー ム 法 に お いて 確証 され た も う 一 つの 法 源 
で ある 預言 者 ( 組 ) の スン ナ ( 玉 言 者 の 言行 集 ) の 教え に よっ て そ 
の 光 を 輝 か せ まし た 。 イ スラ ー ム に よる 教え と その 法 体系 は 、 イ 
スラ ー ム 信徒 に と っ て 非常 に 大 きい イン パク ト を も た らし 、 そ の 
結果 ムスリム た ち が 移 住 し た 土地 の 社会 に も 影響 を 与え ま し た 。 
イス ラー ム は 世界 に 向け て 驚く べき 程 の 急速 な 広まり を 見 せ 、 人 
生 の 全て の 需要 を 満た す 包 括 的 シス テム を 残し た の で す 。 イ スラ 
ー ム は 、 人 間 の 存在 と 生存 に と っ て 必要 と され る あら ゆる 合法 か 
つ 健 全 で 意義 の ある 要素 と 矛盾 する こと も な く 、 ま た そこ に 吉 較 
も 生じ ず 、 か つ そ れ を 否定 も し ませ ん 。 

































































































































































さて イス ラー ム が 女性 に も た らし た 変化 を 理解 する た め に ! 
イス ラー ム 以 前 の アラ ブ 人 社会 、 そ し て 世界 の 他 の 地域 の 文明 に 
お ける 女性 の 地位 を 簡潔 に 考察 し て いか な けれ ば な り ま せん 。 











VANAN 少 
77N ら 7 
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イス ラー ム に お ける 


女性 


歴史 に 見 る 女性 の 地位 
イス ラー ム に お ける 以前 の 社会 と 文明 に お ける 女性 




















女性 は 多神教 アラ ブ 社会 に 











ー の 使徒 ( 組 ) に よる 使 人 





お いて 多大 な る 損害 を 彼 り 、 ア ッ ラ 


命 以前 に は 、 様 々 な 類 の 屈辱 に 晒さ れ て い 















































まし た 。 彼女 ら は 男性 後見 人 の 気 3 
あたかも その 所 有 物 で ある か の よう で し た 。 彼女 ら に 
夫 か ら 相 続 する 権利 も な か っ た の で す 。 ア ラブ 人 た ち 
る 権利 の ある 者 と は 戦闘 や 馬術 に 長け た 者 、 戦 利 




















所 





E ぐれ と 独断 に SM 





両親 や 


相続 す 
品 の 獲得 や 部 族 


34 
いた の で す 。 多神教 アラ ブ 社 会 の 女性 た ち に は 一 般 的 に その よう 
































な 資質 が 無かっ た た め 、 
産ま た は 資産 の よう ! 












































負債 の あ 2 と 、 役 女 た ち 














邊 身 が 











に 相続 され まし た 。 も し 死亡 し た 夫 に 











こ 、 他 


妻 に よる 成人 し た 息子 が いた の で あれ ば 、 そ の 長男 は あたかも 


他 の 家財 を 父親 か ら 受 け 継 ぐ よ うに 、 死 亡 し た 父 の 未亡人 を 自分 





の 一 家 に 加え る こと が 出来 まし た 。 女 性 は 自分 の 解放 金 を 支払 わ 


な い 限 り 、 彼 の 一 家 か ら 出 る こと は 許さ れ ま せん で し た 。 





一 般 的 な 慣行 と し て 、 



































男性 は 数 の 制限 な く 、 欲 する まま 





























に 何人 


も の 妻 を 所 有する こと の 出来 る 自由 を 持っ て いま し た 。 そ こ に は 、 

















男性 が 妻 た ち に 対し て 不正 を 働く こと を 禁じ させ る 法律 と 司法 抽 
度 が な か っ た の で す 。 女 性 は 結婚 相手 を 選ぶ どこ ろか 、 相 手 を 配 
























































に 過ぎ ませ ん で し た 。 そ し て 夫 が 妻 と 離縁 する と 、 彼 女 は 時 


に だ だら 林 じ 人 れん 

















偶 者 と し て 合意 する 権利 も 有 さ ず 、 単 に 男性 側 に 提供 され た だ け 

















* た の で す 。 





婚 す 





また イス ラー ム 以 前 の アラ ビア 半島 で は 、 家 庭 に 女児 が 生ま れ 





る と 、 通 常 その 父親 は その こと に 激怒 し 、 巻 恥 心 を 感じ た も の で 
EK で ある と する 考え 方 も も ちっ た ほど な の で 
す 。 至 高 な る アッ ラー は 、 女 児 が 生ま れ た こと を 知っ た 父親 に 関 


し た 。 そ れ を 不吉 な 予 】 

















し て こう 述べ られ て いま 
% 役 が 知ら され た も の 


人 目 を 避け る 。 不 面目 を 入 ん で それ を か か えて いる か 、 


に 5 


(女児 の 誕生 ) が 悪い た め に 、 (恥じ て ) 
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それ と 


イス ラー ム に お ける 女性 


も 土 の 中 に それ を 埋め る か (を 思い 惑う ) 。 あ あ 、 彼 ら の 判断 
こそ 災い で ある 。』 [16:39] 





その 当時 の 女性 は 、 最 も 正当 な 権利 さえ 行使 出来 ませ ん で し た 。 





























た と えば ある 特定 の 食べ 物 は 男性 に し か 認め られ て いま せん で し 
た 。 至 高 な る アッ ラー は 、 聖 クル アー ン に お いて こう 仰せ られ て 


し 
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《 ま た 彼ら は 言う 。 「 こ の 家畜 の 胎内 に ある も の は 、 私 た ち 男 の 
専用 で あり 、 私 た ちの 女 に は 禁じ られ る 。 だ が 死産 の 場合 は 、 
0 


彼ら の 女児 に 向け られ た 憎悪 は 、 彼 女 ら を 生き 埋め に する こと 






































人 20643 な る アッ ラー は 聖 ク ルアー ン に お い 
て 、 審 判 の 日 に 関し こう 仰せ られ て いま す : 





























《 生 き 埋 め ら れ て いた (女児 が ) どん な 罪 で 殺さ れ た か と 問わ れ 
る 時 。* [8S1:8-9] 


また 一 部 の 父親 た ち は 、 女 児 に 病気 が あっ た り 体 が 不 自由 だ っ 











た りす る と 、 そ の 子 を 生き 埋め に し まし た 。 ア デッラ ー () は 聖 ク 
ルレ アー ン に お いて こう 仰せ せら れ て いま す : 





《 貧 困 を 恐れ て 液 ら の 子女 を 殺し て は な ら な い 。 わ れ ら は 彼ら と 
液 ら の た め に 給 養 す る 。 そ れ ら を 殺す の は 、 実 に 大 罪 で ある 。》 
[17:31] 





沿 イ スラ ー ム 以前 に 女性 に 与え られ て いた 名 誉 と し て は 、 彼 女 











自身 と 家族 、 そ し て 部 族 の 保護 と 、 誰 で あれ 彼女 の 名 誉 を 傷つけ 














コ 


た 者 、 あ る い は 恥辱 し た 者 に 対す る 復讐 で し た が 、 そ れ で すら 女 


統 


当店 

















に 与え られ た も の と いう より は 、 男 性 の 自尊 心 、 尊 厳 、 そ し て 
* 族 の 名 誉 に 関わ る も の で し た 。 
この よう な アラ ブ 社 会 に お ける 女性 の 地位 に 関し て 、 第 二 代 正 
カリ フ の ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ルー テハ ッ タ ー プ (W) は こう 述べ た と ム 





























スリ ム (ヒジ ュ ラ 暦 3 世紀 頃 活躍 し た ハデ ィ ー ス 学者 ) に よる 伝 
承 が あり ます : 

















イス ラー ム に お ける 女性 


“アッ ラー に 故 っ て 。 ア ッ ラ ー が クル アー ン に よっ て 彼女 ら に 
関す る 啓示 を 下 し 、 か れ が 女性 た ち に 相応 し いも の を 分 配 さ れ 
る まで 、 我 々 は 女性 に 何ら か の 権利 お が ある な ど 考 えも し な か っ 
た の だ 。” [ハー クー 2629 月 スス クス 37 届 


イン ド 社 会 に お ける 女性 











イン ド 社 会 で は 、 女 性 た ち は 意 志 や 欲求 の な い 存 在 で ある か の 
よう に 、 一 般 的 に 女 中 また は 奴隷 の よう に 扱わ れ て いま し た 。 そ 
し て 彼女 ら 全て の 事柄 に お いて 、 夫 に 従わ な けれ ば な ら な か っ 
た の で す 。 女 性 た ち は ギ ャ ン ブ ル に お ける 損失 に 対す る 支払 いと 
し て 手渡 され た り 、 ま た 夫 ( の し 
夫 の 火葬 の 際 に 、 積 み 閑 の 中 に 身 を 投げ て 焼身 自殺 を し な けれ ば 
な ら な い 場 合 も あり まし た 。 こ の “サテ ィ ー” と 呼ば れる 行為 は 17 
世紀 末 に 違法 化 さ れる まで 続き まし た が 、 そ の 後に 及 ん で さえ も 
ある 種 の ヒン ドッ ゥ ー 教 指導 者 た ちの 間 に は 反感 が 広まり まし た 。 
そし て 公式 に 禁止 され た の も 関わ ら ず 、 サ ティ ー は 19 世紀 末 ま で 
広く 行なわ れ 、 イ ンド の 遠隔 地 の 一 部 で は 現在 な お 続け られ て い 
る 所 も ある そう で す 。 ま た イン ド の 一 部 地域 で は 、 女 性 が 司祭 へ 
の 懲 安 婦 と し て 、 ま た は 搾取 され る 如 婦 と し て 捧げ られ ま し た 。 
そし て 他方 で は ヒン ドッ ー 教 の 神々 を 満悦 させ る た め 、 あ る い は 
雨 を 降ら せる た め の 生 け 牙 と も され た り し まし た 。 ヒ ンド ッ ゥ ー 教 
の 法 で は 、 こ の よう に さえ 宣言 され て いま す : 












































































































































“運命 の 忍耐 、 強 風 や 竜巻 、 死 、 地 獄 、 毒 、 へ ヘビ 、 そ し て 炎 は 、 
女性 の 悪性 に 優る と も 劣ら な い 。* 





























また だ ヒン ドッ ーー 教 の 聖典 人 で は こう 述べ られ て いま ずっ 

















“マヌ (ヒン ドゥー 教 の 創造 神 ) は 人 類 創 造 に 際 し て 、 女 性 に 
寝床 、 座 席 及 び 装 飾 (化粧 ) へ の 愛着 を 持た せ 、 (あら ゆる 種 
類 の ) 和 れ た 性 欲 、 不 正 、 悪 意 、 悪 行 を 由 与 し た 。” 





















































つ さ ヽ 





ご づ 


0 ヘル マ ・ ス イス トラ の 教え は 、 次 の よう に 述べ て い 


1] 4M 





Qr( 
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イス ラー ム に お ける 女性 


“少女 、 熟 女 、 老 女 に 問わ ず 、 女 性 の 人 生 に 選択 肢 が 与え られ 
て は な ら な い 。 少女 は 父親 の 命令 と 選択 の も と 生活 せ ね ば な ら 
な い 。 妻 は 夫 の 命令 と 選択 の も と 生活 せ ね ば な ら な い 。 豪 婦 は 
息子 の 命令 と 選択 の も と 生活 せ ね ば な ら ず 、 決 し て ( 夫 の 死 
後 ) 自立 し て は な ら な い 。 喜 婦 は 夫 の 死後 に 決し て 再 嬉し て も 
な ら な いし 、 彼 女 の 余生 を 通し て 衣食 や 化粧 な ど 彼 女 の 好 む よ 
うな あら ゆる も の か ら 禁 欲し た 生活 を 送ら な けれ ば な ら な い 。 
女性 は 何 も 所 有 し て は な ら ず 、 女 性 が 取得 ・ 収 益 す る 物 は 何で 
あれ 、 上 直ちに 夫 の 所 有 物 と し て 譲渡 され な けれ ば な ら な い 。” 





























ーー 





























また 一 部 の 稀 な 事例 と し て 、 一 人 の 女性 が 複数 の 夫 を 持つ 場合 
も あり まし た 。 ' こ うす る こと で その 女性 は 、 そ の 社会 に お ける 女 
婦 の よう な 存在 と な っ た の で す 。 


























中 国 社会 に お ける 女性 


女性 は 中 国 社会 に お いて 、 惨 めで 低い 地位 を 占め て いま し た 。 
彼女 た ち は 伝 統 的 に 最も 軽 ん し られ る よう な 、 忌 避 さ れる 立場 と 
仕事 を 与え られ て いま し た 。 ま た 男児 は 神々 に よる “贈り も の ” と 
見 な され 重宝 され まし た が 、 女 児 に 関し て は 走る こと も 出来 な く 
な る 纏 足 と いう 慣習 の 存在 な ど 、 幾 多 も の 難儀 を 耐え 忍 ば な けれ 
ば な り ま せん で し た 。 中 国 の 詩 に は この よう な も の も あり ます : 





































































































" 妻 の 話 は 開け 。 し か し 彼女 の 言葉 は 決し て 信じ る の で は な い 。 
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中 国 社 会 に お ける 女性 の 地位 は 、 イ スラ ー ム 以前 の 多神教 アラ 
ブ 社 会 、 そ し て イン ド 社 会 の も の に も 決し て 劣ら な い 類 の も の で 
し 7。 











ギリ シャ に お ける 女性 





"Hari pada Chakraborti 著 、 万 ju /77er-cgSfe gy77gge 77 ng 三 章 第 二 部 
「 Polyandry (一 妻 多 夫 ) 」 を 参照 。 
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イス ラー ム に お ける 女性 


ギリ シャ で は 、 男 性 に よっ て “女性 は 悪 の 根源 で ある "と 言わ れ 
る 程 に 卑下 され て いま し た 。 和 社会 に お いて 女性 保護 の シス テム は 
存在 し て いま せん で し た し 、 彼 女 ら は 教育 の 権利 を 礁 われ て お り 、 
動産 ・ 商 品 の よう に 売買 され 、 相 続 権利 を 剥 稚 さ れ 、 所 有 物 ・ 資 
産 の 取り 扱う 権利 の な い 未 成年 と 同じ よう に 見 な され て いま し た 。 
女性 は その 生涯 に 渡っ て 男性 の 意志 に 従属 させ られ 、 離 婚 は 男性 
の 一 方 的 な 権利 で し た 。 こ の 社会 に お ける 女性 の 一 般 的 な 状況 に 
関し て 、 ギ リ シ ャ 人 思想 家 た ち は こ う 述 べ て いま す : 


“女性 の 名 前 は 、 そ の 体 同様 に 、 家 の 中 に 閉じ 込め られ て い 
な けれ ば な ら な い 。 


フラ ンス 人 思想 家 の ギ ュ ス ター ヴ ・ ル ・ ボ ン は 、 そ の 著 7,g 「 ア 
ラブ 文明 (47g ヵ Cy 太 zg7oz ヵ ) 」 の 中 で 、 ギ リ シ ャ 社 会 に お ける 女 
性 の 地位 に 関し て この よう に 述べ て いま す : 


“ギリ シャ 人 は 一 般 的 に 、 女 性 を 最も 低俗 な 生物 で ある と 考 
えて いた 。 彼女 ら は 生殖 と 家事 以外 に は 何 の 役 に も 立た な いと 
見 な され て いた の で ある 。 も し も 女性 が 醒 い 子 、 ま た は 先天 的 
に 障害 の ある 子 を 生む と 、 男 性 に は その 子 を 殺す 自由 が あっ た 
の だ 。 " 


古代 ギリ シャ の 政治 家 ・ 思 想 家 で あっ た デモ ステ ネス は こう 述 
べ て いま す : 
“我々 ギリ シャ 人 は 、 性 的 欲求 を 満た し て くれ る 如 婦 の 同伴 
を 好む 。 結婚 を する の は 、 我 々 の 日 常 的 要求 に 応え て くれ る 恋 
人 ・ 愛 人 に 合法 な 子供 を 持た せる た めで ある 。” 
高位 か つ 著 名 な 思想 家 に よる 、 こ の よう な 人 春 放 な ダブ ルス タン 
ダー ド と 道徳 観 に < 乏しい 表明 を も っ て 、 私 た ち は そ の 社会 に 属し 
て いた 女性 が いか な る 対応 を 受け て 来 た か を 伺い 知る こと が 出来 
の おる 。 





























































































































































































































































































































ロー マ 社 会 に お ける 女性 の 地位 


























ロー マ に お ける 女性 も また 、 独 立 し た 行動 を と る こと も 出来 な 
い 劣 等 し た 存在 で ある と 見 な され て いま し た 。 全て の 権威 は 男性 



































き 





支配 し て いま 





中 に あり 、 役 ら は 公私 に 渡っ て あら ゆる 


江 


ざ 
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イス ラー ム に お ける 女性 


し た 。 更 に 、 も し 特定 の 犯罪 に つい て 告発 され た 場合 、 男 性 は そ 
妻 に 死刑 の 判決 を 下す こと の 出来 る 権威 さえ あっ た の で す 。 ロ 
ー マ 社 会 に お いて 男性 が 女性 に 対し て 持っ て いた 権威 の 中 に は 、 
女性 の 売却 の 権利 、 拭 間 に よ る 処罰 、 国 外 追 放 、 そ し て 殺害 な ど 
まで も ゃ 含ま れ て いま し た 。 ロ ー マ 社 会 の 女性 に は 、 男 性 に よる あ 
ら ゆ る 命令 に 対し て 従順 で な けれ ば な ら な い 義 務 が 課せ むら れ て い 
た の で す 。 彼女 ら に は 相続 の 権利 すり あり ませ ん で し た 。 


























































































































ユダ ヤ 社 会 に お ける 女性 


伝統 的 ユダ ヤ 社 会 に お ける 女性 は 、 前 述 さ れ た も の に SN 
決し て まし で ある と は 言 Ne 旧約 聖書 の 記述 に よれ 
ば 、 女 性 は 次 の よう に 述べ られ て いま す : 


“私 は 心 を 転じ て 、 知 恵 と 道理 を 学び 、 探 り 出 し 、 捜 し 求め 
た 。 愚 か な 者 の 悪行 と 狂っ た 者 の 愚 か さ を 学 びと ろう と し た 。 
そし て 私 は 女 が 死 よ り も 苦 々 し いこ と に 気がつい た 。 その 心 は 
網 を 仕掛 ける 罠 で あり 、 そ の 手 は か せ で ある ・・・" [伝道 者 
の 書 (7:23-26)] 


また セプト ッ ゥ ア ギ ン タ ( 七 十 人 訳 聖 書 ) で は 、 こ う 述 べら れ て 
いま す : 


“人 が 自分 の 娘 を 女 奴 隷 と し て 売る よう な 場合 、 彼 女 は 男 奴 
隷 が 去る 場合 の よう に 去る こと は で き な い 、。 彼女 が も し 、 彼 女 
を 自分 の も の に し よう と 定め た 主人 に 気に入ら れ な い 時 は 、 彼 
は 彼女 が 財 い 出さ れる よう に し な けれ ば な ら な い 。 彼 は 彼女 を 
裏切っ た の で ある か ら 、 外 国 の 民 に 売る 権利 は な い 。 も し 、 彼 
RS 
に 従っ て 取り 扱わ れ な けれ ば な ら な い 。 も し 彼 が 他 の 女 を 概 
の な ら 、 先 の 女 へ の 食べ 物 、 着 物 、 の 9 
ら な い 。 も し 彼 が これ ら 三 つの こと を 彼女 に 行なわ な いな ら 、 
友 女 は 金 を 払わ な いで 無償 で 去る こと が で きる 。"[ 出 エジプト 
本 要 お 人 人 
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イス ラー ム に お ける 女性 


つ 3 


























女 中 また は 財産 と 同じ よう ( 


"お 。 
ユダ ヤ 教 の 教え と 律 法 








親 か ら の 相続 権 を 剥 稚 す る こ と を 明 め て い 3 
よ 、 こ 2 述べ られ て い 


民 に 告げ 知ら せな けれ ば な ら な い 。 
その 人 に 男子 が な いと き は 、 液 ら は その 相続 を 娘 に 渡し 





タ 訳 旧約 聖書 で ! 

* 流 は イス ラ エ ル の 
死に 、 
な さい 。 








” [ 民 数 記 (27:8)] 














シン 
\ーN 





更 ( 0 
まお 、 ま 二 飲食 を 間 
性 は 、 女 性 の 月 
で すず : 


キリ スト 教 社会 ( 
キリ スト 教官 教師 た ち 




















が 被害 を 破る あら ゆる 大 惨事 の 


解 を 示し て いま す 。 こ うし た 








まり 、 も し ユダ ヤ 人 女性 が 結婚 
見 責任 は 彼女 の 父親 か ら 彼 女 の 夫 








経 が 完全 に 終了 する 


こ お け る 女性 
は 、 女 性 を " 原 


還 計 
/253 











央 
































関係 ( 





え そ れ が 合法 的 な 婚 
伝統 的 に " 析 れ "て お り 、 




















聖 ト ロト リア ン は 述べ て いま 

『 女 性 と は 男 属 
木 " へ と 男性 
実像 を 損なう 。”" 





























地位 を こう 措 写し まし た : 
“女性 を 二 級 市 
は 僅か な 




















を 誘い 込む 。 女 性 


E す : 


し た の で あれ ば 、 
に 移さ 


彼女 へ の 後 


れ 、 彼 女 は 彼 の 家 、 奴 隷 、 

















こそ の 所 有 物 の 








は 、 そ の 女性 に 兄弟 が いた 場合 、 





は 決し て 月 経 中 の 女 
に する こと が あり 









































E の 心 に と っ て 悪魔 へ の 道 だ 。 女 † 














は + 








ALE ダグ 
E で 彼女 ら を 隔離 し て いた の 


大 " の 根源 で あり 、 
で ある と いう よう な 極端 な 見 


部 と 見 な され た の で 


彼女 の 父 
まあ 形 デ トウ み デ ギン 








ます : 


人 が 


性 と 同じ ベッ ド で 眠る 
協 








プ ト 


世界 





























に より 男女 の 肉体 関係 は 、 た と 
こ 基 づい て 行なわ れ た も の で あっ て も 、 
“ 狼 ら "で ある と され 続け て 来 た の で す 。 














生 は " 呪 わ れ た 























の 旭 


: を 破り 、 彼 (男性 ) の 





また デン マー ク 人 作家 の ウイ ー ト ・ ク ヌー ト ゼ ン は 中 





女性 の 


民 と みな す カ トリ ッ ク 信 条 に よっ て 、 女 性 に 
配慮 と 気配 り し か 与え られ な か っ た の で す 。 " 


イス ラー ム に お ける 女性 











まだ ウラ ン 角 で は 566 年 。 


討論 する 評議 会 が 開か れ ま し た 。 そ し て この 評議 会 で は 、 次 
うな 結論 が 導き 出さ れ た の で す : 









































女性 は 人 間 で ある が 、 男 性 へ の 奉 介 


ある 。 











[の た め 





女性 を 人 間 で ある か どう か に つい て 


の よ 


に 創造 され た の で 


つま り 、 そ れ ま で 人 間 で ある か どう か と いう こと さえ 疑わ れ て 
いた 女性 が 、 こ の 評議 会 に よっ て 人 間 で ある と いう 権利 を 誰 








れ た と いう わけ で す 。 更に 、 




















邊 











ら の 経済 活 





評議 会 の 参加 者 た ち は 女 性 の 完全 





権利 を 誰 訟 め ず 、 女性 は 男性 の 追従 者 で あ り 、 奉仕 役 で あっ て 、 
人 的 な 権利 は な いと 0 し た 。 女性 が 自 
り 、 自 己 名 義 で 銀行 口座 を 開設 し た りす る こと を 禁じ た 全て の 法 











を 行 





が 廃棄 され る 1938 年 まで この 決定 は 有効 だ っ た の で す 。 














ヨー ロッ パ 人 は 中 世 の 時 代 を 通し て 女性 を 茂 視 
剥 礁 し て きま し た 。 英国 の 法 和 
た と いう 和 驚 慢 の 事実 も 存在 し 3 


























計る 























め ら 
な 
個 


っ た 











し 、 そ の 権利 を 
は 、 妻 の 売却 に 関し て 黙認 し て い 
異性 間 の 溝 は 深まる ば か り だ 


っ た こと か ら 、 つ い に は 女性 が 男性 の 完全 0 に 置か れる 状 








況 と な り ま し た 。 女 性 の あら ゆる 権利 や 所 有 は 完全 














に 和 剥奪 され ま 


し た 。 女 性 の 所 有 物 は 全て 男性 の も の と な っ た の で す 。 例 えば つ 
い 近 年 まで 、 フ ラン ス 法 で は 女性 が 個人 資産 に お いて 独自 の 財政 
的 判断 を 下す こと は 出来 な いと 


























“既婚 女性 に は 、 売 買取 引 








し に 承諾 、 振 込 、 保 証 、 











と 









































見 な され て いま し た 。 フ ラン 
第 217 条 で は 、 こ の よう に 記さ れ て いま す : 








ス 法 


に お いて 夫 の 同伴 また は 同意 書 な 





























支払 い の 有 無 に 関わ ら ず ) 所 有する 











権利 は な く 、 そ れ は 尋 契 約 の 中 に 夫婦 の 所 有する 品目 の 








が それ ぞ れ の 当該 者 に 対し 完全 に 分 離 ・ 列 








いた と し て も 同様 で ある 。 





フラ ンス 法 が 後に 受け た 多く の 修 」 











権利 


























ま 立 する と 明記 さ 





ち は 依 然 と し て これ ら の 法 が フラ ンス 人 既婚 女性 に 影響 を 及 


て いる こと を 用 い 知る こと が 昌 
た 奴隷 制度 で ある と 言う こと も 出来 る で し ょ う 。 


更に 、 女 性 が 結婚 し て 尋問 契約 を 結べ ば 、 そ の 時 点 で 彼女 は 姓 


























(名 字 ) を 失い ます 。 女 必 











E は ヲ 

















た だ の 姓 を 名 乗 
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れ て 


E や 変更 に も 関わ ら ず 、 私 た 


ぼ し 


日 来 ま す 。 こ れ は 一 種 の 文明 化 さ れ 








ら な けれ ば な り 


E せ ん 。 


イス ラー ム に お ける 女性 


無論 、 こ れ は 女性 の 夫 に 対す る 従属 義務 を 示し て お り 、 こ の よう 
に し て 彼女 は 自ら の 出自 の 概念 を 失っ て し まう の で す 。 


有名 な 英国 人 作家 の ジョ ー ジ ・ バ ー ナ ー ド ・ シ ョ ー は この よう 
に 言っ て いま す : 


『 英 国法 に よれ ば 、 女 性 は 結婚 し た その 瞬間 、 全 て の 財産 が 
彼女 の 夫 の も の と な る の で ある 。 


西洋 社会 が 女性 に 及ぼ し た 不正 と し て も う 一 つ 挙 げ ら れる こと 
は 、 法 的 ・ 宗 教 的 教 説 に 従っ て 嬉 契約 が 永久 に 続く も の と され 
で いる こと で す 。 それは (少な く と も カト リッ ク 教 会 に お いで て 
は ) 離婚 の 権利 が な いと いう こと を 意味 し ます 。 夫 婦 が 離れ る の 
人 NN ev 0 
一 方 に よる 浮気 、 愛 人 関係 、 男 女 の 友人 関係 構築 、 ま た 売 
など 、 ちらり 2 の IFRIK は Wa こ 頁 献 する こ 
と に な る で し ょ う 。 更 に 未亡人 に は 再婚 の 可能 性 さえ 与え られ て 
因 和 NB に PO で 
の で ボ 。 



























































































































































疑い の 余地 な く 、 地 球 の 支配 を 試み る 近代 的 西洋 文化 と 呼ば れ 
る も の は 、 そ の 市 民 社 会 の 基礎 に お いて ギリ シャ や ロー マ の 伝統 
か ら 恩 顧 を 受け 、 そ の 宗教 的 ・ 思 想 的 基盤 に は ユダ ヤ ・ キ リス ト 
教 の 伝統 が 流れ て いる の で す 。 科学 的 ・ 社 会 的 近代 化 に よっ て 、 
上 記 で 述べ られ た よう な 虐待 は 、 思 想 家 、 教 育 者 、 ロ ビ イ スト 、 
人 権 行動 家 な ど に よる 集団 的 な 社会 的 女性 権利 の 向上 運動 と いっ 
SSR IGR の ま 履 25 の 

こし て 、 振 り 子 は 別 の 方 向 に 揺れ る 準備 が 整い 、 女 性 世論 は 男 
2 か ら の 完全 な 解放 、 な ら び に 男女 同 権 を 要求 し 始め た 
の で す 。 多 く の 近 代 的 世俗 主義 社会 に お いて は 、 実 際 に 女性 た ち 
に は 男性 と 同様 の 数 々 の 権利 が 与え られ て いま す 。 し か し その 一 
方 で 女性 た ち は そ の 平等 性 ゆえ の 嫌がら せ を 受け た り 、 性 的 欲望 、 
売却 、 契 約 ま た は 賃貸 の 対象 と し て 市 場 に 出さ れる と いう 、 不 道 
徳 な 物質 主義 文化 に よる ダブ ルス タン ダー ド の 犠牲 者 と な っ て し 
まっ て いる の で す 。 そ の 結果 も た ら さ れる 家族 の 崩壊 、 乱 れ た 性 
的 価値 観 、 性 病 、 妊 娠 中 絶 、 同 性 愛 、 そ し て 犯罪 的 な 洋 湯 は 、 特 
に 宗教 界 の 保守 層 に よる 社会 的 反発 を 生み まし た が 、 そ の 傾向 の 
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波 を 押し 戻す ほど に 
の 0 です 


私 た ち は こ うし た 現代 の 
的 な 教訓 か ら も 、 自 


St 


す た め イス ラー ム に 


、 現 在 で 























は こう いっ た 傾向 が 強く な っ て いる 











世界 的 な 価値 観 に 基づい て 、 ま た 歴史 
分 た ちの 欲望 や 都合 に よっ て 法 を 作り 出す 
「 ア ッ ラ ー^」 の 御 導 き に 従う こと の 優越 性 を 示 
お ける 女 1 

















生 の 権利 と し て の 顕著 な 内 容 を 








80 2NBNIE 了 あさ 良 解 に 関し て 光 を 当て て いこ 


うと 思い ます 。 








Sv ん < = の 
7 る 0 2 人 N 0 








“ 全 宇宙 の 創造 主 で 唯 


















































n の こと を 、 こ の よう ! 
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の 神 性 。 ち な み に ア ラブ 人 の キリ スト 教徒 も 
こ 呼 び ま す 。 


イス ラー ム に お ける 女性 


イス ラー ム に お ける 女性 の 権利 
一 般 的 女性 の 権利 子供 ・ 娘 と し て 姉妹 と し て 
ノ 妻 と し て / 母 と し て ノ 親 頼 ・ 隣 人 と し て 





イス ラー ム は 、 女 性 問題 を 包括 的 1 
彼女 の 主 で あり 創造 者 で も ある アッ ラー と の 関係 、 ま た 人 類 の 一 
員 と し て の 彼女 自身 と の 関係 、 そ し て 彼女 の 家族 で あり 















































も ある 男性 に 対す る 関係 な ど が 含ま れ ま す 。 





に 、 他 の 社会 が 女性 に 与え る 権利 、 



































受 する 権利 の 違い を 念頭 に 入れ て 読み 進め て みて 下さ い 。 




















こ 取 り 扱 い 3 

















E す 。 それは 彼女 と 


























偶 者 で 





後に 紹介 され る よう 
そし て イス ラー ム が 女性 に 享 


特筆 に 


値する の は 、 イ スラ ー ム の 教え は 玲 者 や 被 抑圧 者 の ニー ズ 補 権利 
に 答え る も の で ある と いう こと で あり 、 そ れ が 娘 、 姉 妹 、 妻 、 母 


と いっ た 立場 で あや れ 、 イ スラ ー ム 視 

















E 会 の 一 員 











圧 師 @ 王 年 に 


必ず その 権利 が 保護 され る と いう こと な の で す 。 











2 だ 


ジック 


渡っ て 、 


イス ラー ム に お ける 女性 


1. 女 性 へ の 一 般 的 配慮 と イス ラー ム に お ける 男女 同 権 、 
そし て 男女 の 相互 補助 的 な 性 質 

















ある 観点 か ら 見 れ ば 、 男 女 は 共に 人 間 で あり 、 似 通っ た 魂 、 脳 、 
心臓 、 肺 、 肢 体 等 を 備 そ て いる こと か ら 、 同 権 は 可能 で あり 、 そ 
し て それ は 道理 に か な う も の で す 。 し か し も う 一 つの 観点 か ら 見 
て みる と 、 物 理 的 、 精 神 的 、 感 情 的 そし て 性 質 や 能力 的 観点 か ら 
も 、 男 女 同 権 は 不可 能 か つ 不 条 理 な の で す 。 私 た ち は こ れ ら の 観 
点 の 間 に 足 を 踏み 入れ 、 い か に 男女 双方 が 対等 で あり 相互 補助 的 
で ある か を 周 ら し 出さ な けれ ば な り ま せん 。 


男女 の いずれ に 関わ ら ず 、 そ し て た と え 同 性 間 で あっ て も 、 仁 
人 の 体力 な どの 先天 的 な 資質 は 異な っ て いま す 。 そ し て 同性 間 に 
お いて 完全 に 対等 で や る こと が 不可 能 で ある な ら ば 、 異 性 間 に お 
いて 不可 能 で ある こと は 言う まで も あり ませ ん 。 至 高 か つ 全能 
で ある アッ ラー は 、 ク ルアー ン の 中 で こう 仰せ られ て いま す : 


《 ま た われ ら は 、 全 て の も の を 両性 に 創っ た 。 液 ら は 訓 戒 を ( ア 
ッ ラ ー の 慈悲 と し て ) 受け 入れ る で あろ う 。# [31:49] 










































































































































































この よう な 相互 関係 の 役割 を 持つ 二 元 的 な 要素 は 、 陽 と 負 の 性 
質 を 有する 分 子 や イオ ン と いっ た 原子 レベ ル の 世界 に も 存在 し 、 
\ わ ゆる 二 元 体 と し て 全体 の 組織 に お いて それ ぞ れ 重要 な 役割 を 
担っ て いま す 。 ほ と ん どの 生命 体 に は 生殖 の 目的 に より 、 雄 と 雌 
の 性 が 存在 し ます 。 生 物 学 が 私 た ち に 教え る よう に 、 全 て の 路 乳 
類 は 性 別 を 特定 する 分 子 と 外 分 泌 腺 の 構造 に 共通 性 が ある の で す 。 
こう いっ た 物理 的 、 心 理 的 、 性 的 な 基本 的 性 質 は 、 人 生 の 他 の 領 
域 に お いて も は っ きり と し た 影響 を 与え て いる の で す 。 


男性 が 女性 か ら 安 楽 を 求め 、 そ れ を 得 よ うと する こと は ご く 自 
然 で あ もり 、 そ の 逆 も 同様 で や る こと は 、 そ れ ぞ れ が お 互い の た め 
に 創造 され て いる こと に より ます 。 お 互い は 引き 離す こと の 出来 
な い 存 在 な の で す 。 お 互い に と っ て 、 友 で あり 配偶 者 で ある と い 
う 合 法 か つ 尊 敬 す べき 相手 を 持た ず し て 、 安 楽 を 得る こと は 出来 
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ませ ん 。 アッラー ( 弟 ) は その 聖なる 書 ク ルアー ン に お いて 、 二 つ 





の 節 で この よう に 仰せ られ て いま す : 





《 人 類 よ 、 わ れ ら は 一 人 の 男 と 一 人 の 女 か ら 液 ら を 創造 し 、 種 族 
と 部 族 と に 分 けた 。 こ れ は 液 ら を 、 互 い に 知り 合う よう に させ 
る た めで ある 。 アッラー の 御 許 で 最も 高 貫 な る 者 は 、 液 ら の 中 
最も 主 を 長 れ る 者 で ある 。 ア ッ ラ ー こ そ は 全 知 者 で あり 、 す べ 
て を 見 透 す 御方 で ある 。 多 49:13] 























イス ラー ム で は 多く の 場面 に お いて 、 女 性 と 男性 が 同等 に 扱わ 




















れ て いま す 。 そ の 一 部 を 以下 に 挙げ て み ま しょ う 。 ま た これ 以降 


の 章 で は 後述 され る よう な 様々 な 内 容 の テー マ に 関し 、 こ の 小 民 
































子 の 残り を 使っ て 拡大 し つつ 展開 させ て いき ます 。 


1 ) 男女 は 共に 人 類 と し て 同等 で や る と いう こと 。 イ スラ ー ム で 
は 、 例 えば アダ ム ( 生 ) が 楽園 か ら 追 放さ れ た 原因 と な る "原罪 "に 
よっ て 女性 を 悪 の 根源 で ある と し た り 、 パ ンド ラ の 箱 を 開け る こ 
と に より 世界 に 悪 を も た らし た いう 寅 話 や 、 一 部 宗教 の 教義 に あ 
る よう な 手法 で も っ て 女性 を 分 ) 類 し た り し ませ ん 。 
















































































至高 か つ 全 能 な る アッ ラー は 、 聖 クル アー ン に お いて 仰せ られ 


で WW まず : 





% 人 類 よ 、 液 ら の 主 を 長 れ な さい 。 か れ は 一 つの 魂 (アダ ム ) か 
ら 液 ら を 創り 、 ま た その 魂 か ら 配 偶 者 (イブ ) を 創り 、 両 人 か 
ら 、 無 数 の 男 と 女 を 増やし 広め られ た 御方 で あら れる 。』 [4:1] 


また アッ ラー は 、 聖 クルアーン で この よう に も 仰せ られ て いま 








《 人 間 は 、 (目的 も な く ) その まま で 放任 され る と 思う の か 。 
元々 彼 は 射出 され た 、 一 滴 の 精液 で は な か っ た か 。 それから 一 
塊 の 血 と な り 、 更 に アッ ラー が 、 (均整 に ) 形 作 り 、 か れ は 、 
人 間 を 男 と 女 の 両 性 に な され た の で は な か っ た か 。 そ れ で も か 
れ に は 、 死 者 を 時 らら せ る 御 力 が な いと する の か 。》 [75:36-40] 























アッ ラー は 上 記 の 節 に お いて 、 御 自身 に よっ て 一 つの 根源 か ら 


























性 が 創造 され た こと を 描写 され て いま す 。 人類 と し て の 資格 に 
24 
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は 両性 に 違い は な いこ と 、 そ し て 一 つの 種族 と し て 、 相 互 補助 的 
な 役割 が お 互い に 与え らち られ て いる こと が 分 か り ま す 。 イ スラ ー ム 
は 、 女 性 が 本 質 的 に 劣等 で や る と 辿 め る よう な 、 過 去 の 不正 な 法 
を 廃棄 し た の で す 。 預言 者 ( 祭 ) は この よう に 述べ られ て いま す 。 





























“実に 女性 と は 、 男 性 の 片割れ な の で ある 。" [ブー・ ダ ー グ 
ー が 232 区 、 アッ テディ ルミ ズン イー 7 殴 、 そ の 交 











2 ) 男女 に は 共通 の 宗教 的 義務 と 儀礼 が 課せ られ て いま す 。 信仰 
宣言 (シャ ハー ダ ) 、 礼 拝 (サラ ー) 、 義 務 の 喜 捨 ( ザ カ ー) 、 
斎 式 (サウ ム ) 、 そ し て 巡礼 (ハッ ジ ) は それ ぞ れ 等 し く 両 性 に 
課せ られ て いる も の で す 。 特定 の 場面 に お いて は 、 女 性 が 困難 を 
見 出さ な いよ うに 条件 が 緩和 され る 場合 も あり ます 。 例 えば 月 経 
中 や 産後 の 出血 と いっ た 場合 に お いて は 、 女 性 の 健康 と 身体 的 状 
態 が 考慮 され 、 礼 拝 と 齋 戒 の 義務 が 免除 され ます 。 齋 戒 の 出来 な 
か っ た 日 数 分 は 後日 に や り 直 さ な け れ ば な り ま せん が 、 礼 拝 に つ 
いて は 負担 と な る こと か ら そ の や り 直 し は 要求 され ませ ん 。 

3) 従順 へ の 報奨 と 不 従順 へ の 懲罰 は 、 現 世 と 来世 に お いて 男女 
双方 に と っ て 同様 の も の で ある こと 。 聖 クル アー ン に お いて 、 ア 
ッ ラ ー は この よう に 仰せ られ て いま す : 







































































































































































《 誰 で あれ 善い 行い を し 、 ( 真 の ) 信仰 者 な ら ば 、 男 で も 女 で も 、 
われ ら は 必ず 幸せ な 生活 を 送ら せる で あろ う 。 な お われ ら は 彼 
ら が 行っ た 最も 優れ た も の に よっ て 報奨 を 与え る の で ある 。》 
[16:97] 


また 最も 壮 茂 な る 主 は 、 こ う も 仰せ られ まし た : 











《 本 当 に ムスリム の 男 と 女 、 信 仰 す る 男 と 女 、 献 身 的 な 男 と 女 、 
正直 な 男 と 女 、 堅 忍 な 男 と 女 、 謙 虚 な 男 と 女 、 施 し を する 男 と 
女 、 斎 戒 (断食 ) する 男 と 女 、 貞 人 節 な 男 と 女 、 ア ッ ラ ー を 多く 
唱 念 する 男 と 女 、 こ れ ら の 者 の た め に 、 ア ッ ラ ー は 罪 を 落し 、 
偉大 な 報奨 を 準備 な され る 。》 [33:33] 


4) 男性 と 同じ よう に 、 女 性 に も 貞 人 節 、 誠 実 さ 、 個 人 の 名 誉 な ど 
の 保護 を 保障 する 一 般 的 権利 が 与え られ て お り 、 ま た 道徳 的 義務 
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に 関し て も 同様 の も の が 課さ れ て いま す 。 こ こ に お いて ダブ ルス 
タン ダー ド は 一 切 認め られ て いま せん 。 例 えば 貞 節 な 女性 に 対し 、 
姦通 を し た と いう 虚偽 の 告発 を し た 者 は 公開 の 鞭打ち 刑 に 処せ ら 
れ ま す 。 至高 な る アッ ラー は 、 聖 クシ アー ン の 中 で この よう に 仰 
せら れ て いま す : 

《 貞 人 節 な 女 を 告発 し て 四 名 の 証人 を 上 げ ら れ な い 者 に は 、 八 十 回 

の 鞭打ち を 加え な さい 。 決 し て この よう な 者 の 証言 を 受け 入れ 

て は な ら な い 。 彼ら は 主 の 控 に 背く 者 た ち で ある 。# [24:4] 





















































5 ) 女性 の 金銭 取引 や 資産 保有 は 男性 同様 に 認め られ 、 か つ 女 性 
は その 資格 を 有 し ます 。 イ スラ ー ム 法 で は 、 女 性 が 後見 人 の 同伴 
な し に 所 有 や や 売買 な どの 経済 活動 を 行う こと が 、 規 制 や 制限 を 課 
され る こ 0 
まで 、 い か な る 社会 に も 見 られ ませ ん で し た 。 

E 当 に 、 


6) イス ラー ム で は 、 女 性 に 栄誉 を 与え 、 敬 意 を 示 し 、 正 当 

か つ 誠 実に 女性 と 接する 男性 は 健康 的 で 真琴 な 性 格 を 備え た 者 で 

ある と し 、 女 性 を 不当 に 扱う 男性 は 不誠実 で 敬意 に 値 し な い 者 で 

ある と し て いま す 。 預言 者 ( 竣 ) は この よう に 述べ られ て いま す 。 
“最も 完全 な 信仰 者 と は 、 最 も 良い 性 格 を 備え た 者 で ある 。 
そし て あな た 方 の 内 最善 の 者 と は 、 女 性 た ち に 最善 を 尽く す 者 
な の で ある 。"” [アッ テディ アァ ルミ スズ ア ー 7 の 2 殴 ] 


ーー ン 





































































































































































































7 ) イス ラー ム で は 、 女 性 が 男性 と 同じ よう に 教育 を 受け 、 教 養 
を 身 に 付け る 権利 を 有 し ます 。 伝承 学者 に より 真性 の 評価 が され 
て いる 次 の 伝承 に お いて 、 預 言 者 ( 組 ) は この よう に 述べ た と され ま 
9 
“知識 の 探求 は 、 全 ムスリム に それ ぞ れ 課さ れ て いる の だ 
(つま り 男 女 双方 に 対し て )。” [アプ ブン ・ マ ー ジ チ 22 タ 棚 と 、 デ 
ノン デパ アハ キー ] 




































































上 の 括弧 内 で 示さ れ て いる よう に 、 ム スリ ム 学 者 た ち は 啓 典 に 
お ける "ムスリム "と いう 言葉 が 、 男 女 双方 を 指し て いる こと で 合 
意 し て いま す 。 従 っ て イス ラー ム は 女性 に 対し 、 宗 教 ・ 社 会 的 義 
務 を 理解 出来 る よう に 教育 の 権利 を 与え る と 共に 、 女 性 が 最善 の 
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努力 に よっ て イス ラー ム 的 な 子供 の 義 育 を する よ 2 う 義 務 付け て い 
る の で す 。 も ちろ ん 子供 の 養育 に 関し て は 、 自 身 の 能 力 に 相応 し 
い 方 法 を 用 いる と いっ た 特定 の 義務 が 女性 に は あり 、 男 性 に は 家 


族 単位 の 共同 責任 に 加え 、 経 済 的 援助 や 家族 の 保護 、 


内 


に ) 
し 
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9 
う 
ム 
お 
す 




























































































扶養 の 責任 








\ っ た 補足 的 義務 が あり ます 。 
預言 者 ( 胡 ) は こう 述べ られ て いま す : 











“ 誰 で あれ 、 二 人 の 少女 を 思春 期 に 達する まで 養育 する 者 は 、 
私 と 共に この よう に し て 復活 の 日 を 迎え る だ ろう 。” そう 言う 
と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 肥 ) は ご 自身 の 2 本 の 指 を 合わ せ て その 様 
子 を 表現 し まし た 。 [スス クス 2637 届 ] 















































また 奴隷 少女 に 関し て 、 預 言 者 ( 瞬 ) は こう 述べ られ て いま す : 








“ 誰 で あれ 、 奴 隷 少 女 を 保有 する 者 (奴隷 の 後見 人 の 立場 の 
者 ) が 最善 の 態度 で も っ て 彼女 を 訓練 し つつ 良い 処遇 を し 、 か 
つ 彼 女 を 解放 し た 上 で 結婚 する 者 に は 、 二 重 の 報奨 が ある だ ろ 
う 。”[ プ ハー クー の 随 スス クス 722 番 





























) 男女 に は 同様 に 、 その 能力 の 許す 範囲 に お いて 、 社会 を 改善 
正 し て いく 義務 と 責任 が 属し ます 。 男女 は 共に 勧 善 懲悪 の 責任 
等 し く 担い ます 。 至 高 な る アッ ラー は 、 ク ルアー ン に お いて こ 
仰せ られ て いま す : 










































































《 男 の 信者 も 女 の 信 者 も 、 (互い に 助け 合い 、 支 え 合う 間柄 の ) 
仲間 で ある 。 彼 ら は 正しい こと を 勧め 、 悪 を 禁じ る 。 ま た 礼拝 
の 務め を 守り 、 ザ カー (定め の 喜 捨 ) を 施し 、 ア ッ ラ ー と その 
使徒 に 従う 。 こ れ ら の 者 に 、 ア デッラ ー は 慈悲 を 与え る 。 ア ッ ラ 
ー こ そ は 全 知 全能 で あら れる 。} [9:71] 

















) 男女 に は ザ カ ー (定め の 喜 捨 ) を 施す 義務 が ある の と 同じ よ 
に 、 規 定 さ れ た 量 の 遺産 相続 を 受け る 権利 が か あり ます 。 全 て の 
スリ ム 学 者 た ち は こ れ に つい て 合意 し て いま す 。 多 く の 社 会 に 
いて は 想像 も つか な か っ た 、 女 性 の 相続 権 に 関す る 詳細 は 後述 
SGS ま SI の 
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イス ラー ム に お ける 女性 
アッ ラー ( 弟 ) は この よう に 仰せ られ て いま す : 





《 男 は 両親 お よび 近親 の 遺産 の 一 部 を 得 、 女 も また 両親 及び 近親 
の 遺産 の 一 部 を 得る 。 そ の 際 に は 遺産 の 大 小 に 関わ ら ず 、 規 定 
され た よう に 配分 し な さい 。# [4:7] 





1 0) 女性 は 男性 と 同じ よう に 、 避 難 を 求め る ムスリム に 対し て 
保護 する こと が 出来 ます 。 至 高 な る アッ ラー は 仰せ られ て いま 
2 お が: 


《 も し 多神教 徒 の 中 に 、 液 に 保護 を 求め る 者 が あれ ば 、 保護 し 、 
アッ ラー の 御 言 葉 を 聞か せ 、 そ の 後 彼 を 安全 な 所 に 送れ 。》 
[9:71] 












































また アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は この よう に 述べ られ まし た : 


・・ そ し て ムスリム へ の 保護 は 一 つ で あり 、 そ れ ら の 内 
で も 最も 少な い 者 に は 保護 を 与え る べき で ある 。 ま た 誰 で あれ 、 
ムスリム の 権利 を 奪う 者 に は アッ ラー と か れ の 天使 た ちら 、 更 に 
全 人 類 に よる 呪い が あり 、 悔 悟 や 購 罪 は 彼 か ら は 受け 入れ られ 
な い の で ある ・・・”[ プ ハー クー 2 の 9 


これ は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 浮 ) の 教 友 女 性 の 一 人 で ある ウン ム ・ ハ 
ー ニ ー (ハー ニー の 母 ) の 有名 な 物語 か ら も 、 同 様 に 証明 され て 
いま す 。 彼女 は マッ カ 解 放 の 日 に 彼女 の 元 に 避難 し て 来 た 、 ( 過 
去 の 確執 か ら ) 殺害 の 迫 を 受け て いた ある 多神教 徒 を 保護 し ま 
し た 。 そ れ に つい て アッ ラー の 使徒 ( 組 ) は こう 言わ れ ま し た : 


“ウン ム ・ ハ ー ニ ー よ 、 私 た ち は そ れ が 誰 で あれ 、 あ な た が 
か くま う 者 を か くま い 、 保 護 を 与え る 。" [ プ ハ ー ク ー 220 毅 | 































































































&W W の 2 
2 
2 0 v の WV な 2 


28 


イス ラー ム に お ける 女性 


2. 子 供 ・ 娘 と し て の 女性 


至高 な る アッ ラー は 聖 ク シレ ルアー ン に お いて 、 人 間 の 最初 の 権利 
で ある 新生 児 に 対す る 世話 と 保護 の 重要 性 と 、 そ の 必要 性 に つい 
て 仰せ られ て いま す : 












































% 貧 困 を 恐れ て 液 ら の 子女 を 殺す の で は な い 。 わ れ ら は 彼ら と 
液 ら の た め 給 養 す る 。 彼 ら の 殺害 は 実に 大 罪 で ある 。#』 [17:31] 























イス ラー ム で は 、 両 親 が 子供 に 美しい 名 前 を 命名 し 、 収 入 に 見 
合っ た 適切 な 扶養 を 与え る こと 、 そ し て 尊厳 と 名 誉 あ る 、 適 切な 
人 生 の 保障 を 求め ます 。 


















































預言 者 に 遡る 真性 の 伝承 に は こう 記さ れ て いま す : 








“確か に アッ ラー は 、 あ な た 方 が 母親 に 対し 不 従順 で ある こ 
と 、 そ し て 感謝 し な いこ と 、 ま た は 女児 を 生き 埋め に する こと 
を 禁じ られ た の で ある ・・・"” [ プ ハ ー ク ー 72 の Z 机 、 ス スグ 
スム 929 用 ] 








従っ て も し 女性 が 殺害 され た 場合 、「 血 の 代償 金 」 が 生じ る の 
で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 傾 ) の 妻 の 一 人 で あっ た アー イシ ャ は 伝え て 
いま すず す 。 


“ フ ザ イル 族 の 二 人 の 女性 が 喧嘩 を し 、 一 方 が 石 を 投げ 、 妊 
娠 中 だ っ た 相手 を その 胎児 と 一 緒 に 殺し て し まっ た こと が あり 
ま し た 。 預言 者 ( 財 ) は それ に 対す る 血 の 代償 を 奴隷 の 男の子 ま 
た は 女の子 一 人 で ある と され 、 被 害 女性 の 代償 金 (100 頭 の 雌 
ラク ダ ) は 殺害 し た 女性 の 部 族 に よっ て 支払 われ る と いう 判決 
を 下さ れ ま し た 。"” [ ブ プ ハ ー ク ー 2572 棚 、 ス スク ス 7687 
薇 



































また 至高 な る アッ ラー は 、 聖 クシ アー ン に お いて この よう に 仰 
せら れ ま し た : 
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イス ラー ム に お ける 女性 


《 母 親 は 、 乳 児 に 満 2 年 間 の 授乳 を する 。 こ れ は 授乳 を 全う し よ 
うと 望む 者 の 期間 で ある 。 そ し て 子供 の 父親 は 彼ら の 食料 や 衣 
服 の 経費 を 、 公 正 に 負担 し な かけれ ば な ら な い 。} [2:233] 




















子供 の 養育 と 扶養 は 、 母 親 に よる 授乳 の 次 に 重要 な 権利 で すず 。 
母親 に は 、 子 供 の 性 別 を 問わ ず 幼 少 期 で ある 1 一 13、14 歳 ま で 
生 し て の 資格 が 与え られ て いま す 。 こ れ は 特 ! こ 夫 婦 間 の 不 
に よる 離婚 の 際 に 適用 され ます 。 イ スラ ー ム が 子供 の 幼少 期 に 
時 0 だ に 生 守 ど お の 、 一 般 的 に は 女性 の 方 が 子供 の 
要求 ( に 対し て より 関心 が 高い と いう 由 に 教 友 アブ ド 
ッ ラ ー・ ブ ン ・ ア ムル に よる 伝承 に は 、 ある 女性 が 預言 者 ( 懇 ) の 
も と を 訪れ 、 夫 の こと に 関し て 不満 を 述べ た 様子 が 以下 の よう に 
伝え られ て いま す : 


『* 私 の お 腹 は 私 の 子 を 胎児 と し て 宿 し 、 私 の 胸 は 私 の 子 に 乳 を 
与え て 育て 、 そ し て 私 の 膝 は 私 の 子 を 長き に 渡り 運び まし た 。 し 
か し その 子 の 父 は 私 か ら 離 婚 し た と た ん 、 私 か ら 私 の 子 を 引き 離 
の 人 の 

彼 は 言わ れ ま し た : “あな た が 再婚 し な い 限 り 、 そ の 子 の 養育 に 
は あな た の 方 が ふさ わし い 。” [アデ プー・ ダ ー ウ ー ド バ が 2226 毅 そ 
の 他 ] 



































































































































は 女 ヨ 
部 3 


深く 接する こと が 義 


両親 に は 、 同 情 心 を も っ て 子供 た ち に 慈悲 深 
ラ ( ゅ ) は こ う 伝 えて い 


務 付け られ て いま す 。 教 友 ア ブー・ 2 
ます : 

アッ ラー の 使徒 が 教 友 アク ラ ア ・ ブ ン ・ ハ ービス ・ ア ッ テ タ ミ 
ーー ペー の BIG、。 ( 修 の 作 で あめ る) のび シャア ジィ アル リー 区 天 べ を 
し た 際 、 ア クラ ア は 言い まし た : “私 に は 十 人 の 子供 が お り ま す が 、 
彼ら に キス を し た こと は これ まで 一 度 も あり ませ ん 。”" 

する と 預言 者 は 彼 を 見 て 言わ れ ま し た : “慈悲 心 の な い 者 は 
悲 を 受け る こと も な い の だ 。”[ プ ハー クー 5657 殴 ] 
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2 両親 が 子供 た ち を 気遣い 、 彼 ら へ の 十分 な 四 
慮 、 特 に 女児 の 特別 な ニー ズ を 満た すこ と を 要求 し て いま す 。 


預言 者 は この よう に 述べ られ まし た : 
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イス ラー ム に お ける 女性 


“ 誰 で あれ 、 二 人 の 少女 を 思春 期 に 達する まで 義 育 する 者 は 、 
私 と 共に この よう に し て 復活 の 日 を 迎え る だ ろう 。 "そう 言 っ 
て アッ ラー の 使徒 は 、 ご 自身 の 二 本 の 指 を 合わ せ て その 様子 を 
表現 され まし た 。 [スス クス 2637 硝 



















































































イス ラー ム 法 と その 教え で は 、 両 親 が 子供 を 最善 の 方 法 で 養育 
し 、 健 全 で 有益 な 教育 を 施す よう 指示 し ます 。 問 言 者 ( 肥 ) は こう 
述べ られ まし た : 


“養育 され る 権利 を 持つ 者 を 放っ て お く こ と は 、 そ の 責任 を 持 
つ 者 に と っ て 十分 な 罪 で ある 。"” [スス クス %96 毅 | 
























































また 教 友 イブ ン ・ ウ マル ( ぁ ) は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (人 ) が この よ 
うに 語っ た と 伝え て い ます : 


“あな た 方 は 皆 指導 者 で あり 、 あ な た 方 は それ ぞ れ 保護 する 者 
こち に 対す る 責任 を 負っ て いる 。 統治 者 は 指導 者 で あり 、 そ の 
市 民 に 対す る 責任 を 負う 。 ま た 男性 は 一 家 の 指 導 者 で あり 、 彼 
ら に 対す る 責任 を 負う 。 そ し て 女性 も また 彼女 の 夫 の 家 に お け 
る 指導 者 で あり 、 彼 女 の 世 話す る も の に 対す る 責任 を 負う 。 ま 
た 召使 い は その 主人 の 富 の 管理 者 で あり 、 彼 の 世話 する も の に 
対す る 責任 を 負う 。 あ な た 方 は 皆 指導 者 で あり 、 あ な た 方 は 皆 
自分 が 保護 する 者 た ち に 対す る 責任 を 負う の だ 。” [ プ ハ ー ク 
ー 8353 黄 、 ス スク ス 7829 毅 








イス ラー ム は あら ゆる 事柄 に お いて 正義 を 命じ し ます 。 この 概括 
的 裁定 は 性 別 を 問わ ず 、 全 て の 子供 に 適用 され ます 。 至高 な る ア 
ッ ラ ー は 聖 ク ルアー ン に お いて こう 仰せ られ まし た : 















































《 本 当 に アッ ラー は 公正 と 善行 、 そ し て 近親 に 対す る 贈与 を 命じ 、 
また 全て の 訂 行 と 悪事 、 そ し て 暴虐 を 禁じ られ る 。 か れ は 勧告 
し て いる 。 必 ず 液 ら は 訓 戒 を 心 に 留め る で あろ う 。# [16:90] 





また 預言 者 の 妻 、 そ し て 信仰 者 の 母 で も る アー イシ ャ は こ 2 う 語 
っ て いま す : 
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が 女児 より も ひい き さ れ て は な り ま せん し 、 そ の 逆 も し か り で す 。 


イス ラー ム に お ける 女性 


「 あ る 





を 三 つ 与 え 
































貧 し い 女 性 が 二 人 の 少女 を 抱え 、 私 の 戸口 に や っ て 来 
まし た 。 私 は ( 他 に 何 も な か っ た た め 、) 彼女 ら に ナツ メ ヤ シ 
E し た 。 彼女 は 少女 二 人 に それ ぞ れ 一 つ ず つ ナ ツメ 




















ヤシ を 与え 、 





























ニ つ 目 を 持ち 上 げ て 自分 の 口 に 入れ よう と し まし 








た 。 し か し 二 人 の 少女 が それ を も 要求 し た た め 、 役 女 は 最後 の 


ナツ メ ヤ シ を ヨ 














E 分 に 割 き 、 そ の 二 人 に 一 つ ず つ 与 えま し た 。 私 








は その 女性 に 感 , 
の 話 を 聞い て この よう に 言わ れ ま し た : 
実に 、 彼 女 の そ うい っ た 行い に よっ て 、 アッ ラー は 彼女 に 天 
国 を 約束 され た 。"” (また は こ う 言 われ まし た : ) “彼女 の そう 
いっ た 行い に よっ て 彼女 を 地獄 か ら 救 い 出 され た 。"” [スス ク 
ス 2630 ] 


そし て 別 の 真 必 


























隊 その こ と を 預言 者 に 話し まし た 。 彼 は そ 























E な 伝承 に よる と 、 彼 は こう 言わ れ て いま す : 








“ 誰 で あれ 、 娘 た ちの 世話 に 関し て 試み られ る 者 は 、 そ れ が 地 
獄 の 炎 か ら の 覆い と な る の だ 。”[ プ ハー クー 7552 散 、 ス スグ ア 
ス 2629 胡 ] 





イス ラー ム は 、 両 親 が その 子供 た ち に 対し 、 性 別に 関わ りな く 
感情 的 に も 物質 的 に 





預言 者 ( 結 ) は 


げ な か っ た 教 友 1 


に ) 
































も 公 E な 待遇 を する よめ あゆ 呼び か け ま す 。 明 児 











分 の 子供 た ちの 内 の 一 人 だ け に し か 贈り 物 を あ 





に 対し 、 こ の よう に 言わ れ て いま す : 


“あな た は 自分 の 子供 た ち 全 員 に これ と 同じ よう な 物 を あげ ま 


し た か ? 
彼 は 答 


彼 は 言 

















こ は 精 # 








ゝ ム 己 ) ユ 
ン | ピ 
た 状態 は 、 
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えま し た : "いい え 。”" 
われ まし た : “アッ ラー を 虹 れ な さい 。 自分 の 子供 た 
ち 全 員 に 平等 に する の で す 。" [スス クス 7623 毅 ] 





ま (51 ス ラーAITMA 





児 に 対す る 配慮 の 重要 性 を 強調 し ます 。 孤 
状態 に 大 き な 負 の 影響 が あり ます 。 こ うい 












































特に に 孤児 が 社会 に お \ て 親切 に され ず 、 世 話さ え 受 
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けず 、 見 向き も され な い 環 境 な の で あれ ば 、 そ の 子 が 道 を 外れ 、 
堕落 する 可能 性 を も た ら す の で す 。 


こう し た 中 、 イ スラ ー ム は (男女 の ) 孤児 へ の 福祉 に 大 き な 重 
要 性 を 置い て こま す 。 イ スラ ー ム は まず 、 孤 児 の 近親 者 が 彼ら へ の 
えい 世話 を 施す よう 求め ます 。 そ し て も し 近親 者 が いな い の で あ 
れ ば 、 彼 ら の 扶養 責任 は イス ラー ム 国 家 に 負わ され ます 。 至高 な 
る アッ ラー は 、 聖 クシ アーン に お いて こう 仰せ られ て いま す : 


《 孤 児 を 虐げ て は な ら な い 。》 [93:9] 






























































































































































また 至高 な る アッ ラー は 、 聖 クレ アー ン の 中 で この よう に も 仰 
せら れ て いま す : 














《 孤 児 の 財産 を 不当 に 人 る 者 こそ は 、 腹 の 中 に 火 を 食らう 者 。 や 
が て 彼ら は 業火 で 焼 か れる で あろ う 。》 [4:10] 


また 預言 者 は この よう に 言っ て いま す : 








“実に 、 私 は (社会 的 ) 弱者 の 有する 権利 の 重大 さ を 宣 言 する 。 
それ ら は 孤児 と 女性 の も の で ある 。"” [ハー キス 227 月 、 タバ 
ラー ニー] 





ここ で 彼 は 、 た び た び その 権利 を 否定 され て いる 、 こ れ ら 双方 
の 社会 的 弱者 に 対 し て の 不正 や 危害 は 大 罪 で も る こと を 示し て い 
時 Se 
預言 者 ( 散 ) は この よう に 述べ られ て いま す : 


























“破滅 を も た ら す 七 つ の 大 罪 を 避け る の だ 。” 

教 友 た ち は 尋 ね まし た : “アッラー の 預言 者 よ ! それ ら の 人 罪 
と は 何で し ょ うか ?? 

彼 は 言わ れ ま し た : “時 拝 行為 に お いて アッ ラー に 他 者 を 配 
すこ と 、 魔 術 の 実践 、 正 当 な 理由 の な い 殺 人 、 利 子 の 取り 立 
て 、 孤 児 の 富 を むさ ぼる こと 、 戦 場 か ら の 脱走 、 貞 人 節 で 無実 
の 女性 信仰 者 に 対す る 不貞 の 告発 で や る 。" [ プ ハ ー ク ー 
2675 黄 、 ス スク ス 8⑳ 肌 
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その 他 多く の 預言 者 の 伝承 で も 、 信 仰 す る ムスリム に 対し 、 孤 
児 の 保証 人 と な る こと 、 世 話 を する こと 、 親 切 に する こと 、 そ し 
て 愛情 や 同情 心 を 示す こと な ど が 奨励 され て いま す 。 例 えば 、 彼 
( 瞬 ) は この よう に 述べ られ て いま す : 


“私 と 孤児 の 後見 人 は 、 楽 園 で これ ら 二 つの よう に な る の 
だ 。” そう 言っ て 彼 は 、 自 分 の 人 差し 指 と 中 指 を 示さ れ ま し た 。 
[ プ ハ ー グ クー る ? の 98 朋 ] 
























































また イス ラー ム は 、 自 分 た ち に は 全く 罪 が な い に も 関わ ら ず 、 
婚 外 関係 に よっ て 生ま れ た た め 、 凍 に 0 に 見 捨て られ 
て し まっ た 、 い わ ゆ る 非 摘出 児 の 福祉 に 関し て も 配慮 を 示し て い 
32 に 日 き に に こり に に 肖 人 0 
彼ら は 孤児 と 同じ よう に 手厚く 保護 され 、 社 会 の 一 員 と し て 一 般 
的 な よい 生活 が 出来 る よう に 支援 され ます 。 預言 者 () は 慈悲 心 
に 関す る 概括 的 裁定 と し て 、 こ の よう に 述べ られ て いま す : 


“あら ゆる 生き 物 に 対し て (の 善行 に より ) 、 報 奨 が 与え ら 
れる の で ある 。” [ ブ ハ ー グ クー 2922 選 ] 
























































































































































イス ラー ム 法 は 父親 (も し く は 後見 人 ) が 娘 の 尋 交 に 際 し 、 彼 
女 の 意見 を 考慮 する こと を 義務 付け て いま す 。 彼女 の 合意 は 婚 
の 合法 性 に 欠か せな い 要 素 で ある か ら で す 。 彼女 の 結婚 は 強制 さ 
人 よる 申し 込み を 受け 入れ る か 、 ま 
た は 拒否 する か を 自分 で 選ぶ こと が 出来 ます 。 



















































































預言 者 ( 押 ) は 言わ れ て いま す : 


“離婚 歴 の ある 女性 また は 豪 婦 は 、 許 可 な い 限 り 結 婚 さ れ て は 
な ら な いし 、 合意 の な い 限 り 処 女 と は 書 問 関係 を 結ん で は な ら 
が Me ? 

人 々 は 尋ね まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 彼 女 の 合意 と は いか 
な る も の で すか ?" 

彼 は 言わ れ ま し た : "彼女 の 沈黙 で も る (つま り 恥 じらい に よ 
る も の で あり 、 不 承認 の 意志 を 示さ な いこ と )。”[ プ ハー クー 
グ 622 胡 ] 














34 


イス ラー ム に お ける 女性 





ご ヴ 


っ た と 伝え て いま す : 
ある 女性 が 預言 者 ( 遂 ) を 訪れ て 言い まし た : 


























また だ イマ ー ム ・ ア ハバ マ ド ら は ば は 、 デー イシ ャ (あぁ) が この よう に 言 


DR 私 の 父 は 目 分 の 社会 的 地位 を 上 げ る た 


、 彼 の 揚 と 私 を 結婚 させ まし た 。 





























項 











員 言 者 ( 長 ) は この 問題 に 際 し 、 結 婚 を 合意 する か 拒否 する か 


に つい て は 彼女 自身 が 決断 を する よう 委ね まし た 。 す る と 女性 





人 は 潮 M\ ま し た 。 





e 私 の 父 が 行なっ た こと に つい て は 合意 を し ます が 、 私 は 別 の 
女性 た ち に 対し 、 彼 女 ら の 父親 に に は そう いっ た 権利 (つま り 結 婚 








の 強要 ) が な いこ と を 教え た い の で す 。 [アハ マム / 25 の 2Z 万 ] 





これ は 娘 た ち が か けが え の な い 存 在 だ か ら で す 。 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 授 ) は 真性 の 伝承 に お いて こう 言 われ て いま す : 























に で 





下 


“『 女 や 少女 た ち を 強要 し て は な ら な い 。 彼女 ら は 喜び を も た 


ら す 、 か けが え の な い 同 伴 だ か ら で あ る 。 
7Z77 肌 


&W W W 2 
2 る 0 v の WV な 2 
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3. 妻 と し て の 女性 


至高 な る アッ ラー は 、 聖 クル アー ン に お いて この よう に 仰せ ら 
れれ まじ だ っ 





《 ま た か れ が 液 ら 自身 か ら 、 液 ちら の た め 配 偶 を 創 ら て ん た の は 、 か 
れ の 徴 の 一 つ で ある 。 そ れ は 液 ら が 彼女 ら に よっ て 安らぎ を 得 
る こと の 出来 る た めで あり 、 か れ は 液 ら の 間 に 愛 情 と 慈悲 の 念 
を 据え られ る 。 ま [30:21] 


至高 な る アッ ラー に よる ご 慈愛 、 ご 慈悲 、 御 力 の 大 き な 兆 候 の 
ーー つと し て 、 か れ は 人 類 に 配偶 者 を 与え 、 安 ら ぎ や 満足 感 が 得 ら 
れる よう に し 、 お 互い を 助け 合う 関係 と され まし た 。 





























社会 の 基礎 を な す 単 位 と は 家族 で あり 、 夫 婦 と は ムスリム 家庭 
が 作ら れる た め の 協 同 者 で す 。 家 族 の 成功 と 家庭 内 の 平安 の た め 
イス ラー ム は 夫婦 の 双方 ( EE 
す 。 以 下 の 項 目 で は 、 妻 の 権利 に 的 を 絞っ て 見 て いく こと に 

ず : 
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結婚 の 際 の 贈与 財 : 結婚 の 際 の 贈与 財 は 、 尋 妃 に お ける 全 新 婦 の 
権利 で す 。 結 婚 の 際 の 贈与 財 が 取り 決め られ る まで は 、 錆 契約 
は 合法 か つ 完 全 と は 見 な され ませ ん 。 この 権利 は 、 た と え 新 婦 が 
その 免除 を 承認 し た と し て も 、 婚 商 契約 の 完了 まで は 完全 に 可 失 
の 人 I420 放 Ne こ 入 る 女性 
の 所 有 下 に 属し 、 彼 女 に は 婚 契 約 完了 後 、 自 分 の 所 有 物 を いか 
に 使用 する か を 選択 する 自由 が あり ます 。 至 高 な る アッ ラー は 聖 
クル アー ン に お いて こう 仰せ られ て いま す : 













































































































































































《 そ し て (結婚 する ) 女 に 結婚 の 際 の 贈与 財 を 贈り 物 と し て 与え 
よ 。 だ が 彼女 ら が 自ら の 意志 で その 一 部 を 戻す こと を 願う な ら 
ば 、 豆 ん で これ を 納め よ 。# [4:4] 


も し 離婚 と いう 状況 に 05 た と え そ れ が 結婚 の 際 の 贈 
与 財 の 一 部 で あっ た と し て も 、 夫 は それ を 取り 戻す こと が 出来 ま 
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せん 。 至高 な る アッ ラ 、 一 は 聖 ク シル アー ン に お いて 仰せ られ 3 
7 





7TT 
思 





% 液 ら が 一 人 の 妻 の 代り に 、 他 と 替え よう と する 時 は 、 た と え 
彼女 に 巨額 を 与え て いて も 、 そ の 中 か ら 少 し も 取り 戻し て は な 
ら な い 。 液 ちら は 、 あ り も し な い 中 傷 と いう 明白 な 罪 を 犯し て 、 
これ を 取り 戻 そ うと する の か 。 液 らち ら は 、 ど うし て それ を 取り 戻 
すこ と が 出来 よう か 。 既 に 互い に 深い 関係 も あり 、 彼 女 ら は 堅 
い 故 約 を 流 ら か ら 得 て いる と いう の に 。》 [4:20-1] 








この 節 で は 、 媒 契 約 の 荘厳 さ 、 婚 燥 関係 の 親密 さき 、 ま た 離婚 
の 際 に 結婚 の 際 の 贈与 財 を 保持 する 権利 が 顕著 に 示さ れ て いま す 。 
至高 な る アッ ラー は この よう に も 仰せ られ て いま す : 






































% 液 ら 信仰 者 た ちよ 、 当 人 の 意志 に 反 し て 、 女 を 相続 し て は な 
ら な い 。 ま た 液 ら が 、 彼 女 ら に 与え た 結婚 の 際 の 贈与 財 の 一 部 
を 取り 戻す た め に 、 彼 女 ら を 手 荒 に 扱っ て は な ら な い 。 明 ら か 
に 不貞 の 事実 が あれ ば 別 で ある 。 出 来る だ け 仲 良く 、 彼 女 ら と 
暮らす の だ 。 液 ら が 、 彼 女 ら を 嫌 お うと も (忍耐 し な さい ) 。 
いずれ (嫌っ て いる 点 に ) アッ ラー か ら 多 く の 善 いこ と を 授 か 
る で あろ う 。#* [4:19] 











この 節 で は 、 た と え 何 ら か の に よっ て 夫 が 妻 を 嫌っ た と し 
て も 、 彼 女 に は 完全 な 権利 と 公正 さ が 保 障 さ れ て いる こと が 明記 
され て いま す 。 こ の こと は 教 友 アブ プー・ フ ライ ラ に よる 上 真性 な 伝 
承 に お いて も 、 見 出す こと が 出来 ます 。 ア デッラ ー の 使徒 は この よ 
うに 言わ れ ま し た : 


“信仰 者 は 、 女 性 信仰 者 ( 彼 の 妻 ) を 嫌悪 し て は な ら な い : 
も し 彼 が 彼女 の 性 格 の 一 部 を 嫌っ て も 、 他 の 部 分 が 気に入る か 
も し れ な い の だ か ら 。" [スズ クス 72692 敵 ] 





































































































扶養 義務 : 夫 に は 自分 の 地位 と 資力 に 応じ て 、 家 族 を 十分 か つ 満 
足 に 養う 責任 が あり ます 。 至高 な る アッ ラー は 仰せ られ て いま 
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裕福 な 者 に は 、 そ の 裕福 さ に 応じ て 支払 わ むせ よ 。 ま た 資力 の 乏 
し い 者 に は 、 神 が 彼 に 与え た も の の 中 か ら 支 払わ せよ 。 神 は 
誰 に も か れ が 与え られ た 以上 の も の を 課さ れ な い 。 神 は 、 困 難 
の 後に 安易 を 授け られ る 。} ま [63:7] 














も し 経済 的 に 裕福 な 男性 が 、 自 分 の 家族 に その 財 を 費やす こと 
を 拒否 する の で あれ ば 、 妻 は 彼 の 富 の 一 部 か ら 、 無 駄 遣 いや 浪費 
を し な いこ と を 前 提 に 、 自 分 と 子供 に 必要 最低 限 の も の を 抜き 取 
る こと が 出来 ます 。 ヒ ンド ・ ビ ント ・ ウ トバ は 預言 者 の も と を 訪 
れ 、 こ の よう に 夫 の 不平 を 述べ ま し た 。 

































































































































































“私 の 夫 は 癌 省 家 で 、 私 と 子供 た ち に 十分 な 出費 を し ませ 

















彼 は 答え て 言わ れ ま し た :“ 度 を 過ぎ な いよ うに 、 あ な た と 
子供 た ち に 必要 な 分 だ け 取 り 出 し な さい 。 5[ プ ハー アー 20Z9 
4 


も し 夫 に 大 き な 経 済 的 負債 が あり 、 家 族 の 扶養 が 出来 な いよ う 
な 場合 、 ま た は 妻 を 長期 に 渡り 見 捨て た 場合 、 妻 が 婚 燥 の 解消 を 
望め の で あれ ば 、 イ スラ ー ム 法 に 基づい た 裁定 に よる 法廷 の 介入 
を 求め る 権利 が あり ます 。 

預言 者 は 次 の よう に それ ら の 権利 を 説明 され て いま す : 






















































































“あな た が アッ ラー の 御名 に お ける 宣 署 を し て 要り 、 ア ッ ラ ー 
の 神聖 な る 御 言葉 に よっ て 肉 体 関 係 を 合法 と され た 女性 (の 事 
柄 ) に 関し 、 アッ ラー を 長 れ な さい 。 あ な た の 権利 と は 、 あ な 
た の 嫌悪 する 人 物 が あな た の 贅 い の 場 (また は 部 屋 に 入っ て ) 
に 座る こと を 禁じ る こと で あり 、 も し も それ が 起き た の で あれ 
ば 、 彼 女 ら を 軽く 打ち な さい 。 そ し て 彼女 ら の 権利 と は 、 あ な 
た が 彼女 ら の 衣食 を 必要 に 応じ て 義 9 こと で す 。”[ ス スク ス 
7278 友 ] 























また 預言 者 ( 緩 ) は 、 彼 の 教 友 で ある サ ア ド ・ ブ ン ・ ア ビー・ ワ ッ 
カー ス (W) に こ う 言 われ まし た : 

“アッ ラー か ら の 報奨 を 求め つつ 家族 に 費やし た も の は 、 そ 

れ が た と え あ な た の 妻 の 口 に 運ん だ 一 口 の 食べ 物 で あれ 、 全 て 
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報奨 を 受け る の で ある 。” [ プ ハ ーー 25 の 区 、 ス スク スム 
7625 導 ] 














正義 ・ 平 等 ・ 公 正 : 二 人 以上 の 妻 を 持つ 男性 は 、 彼 女 た ち 全て に 
正義 と 平等 、 公 正 さ に 基づい た 待遇 を し な けれ ば な り ま せん 。 こ 

こ は 衣 食 住 、 時 間 や 関心 事 の 共有 、 性 的 関係 な ども 含ま れ ま す 。 
慈悲 深き アッ ラー は この よう に 仰せ られ て いま す : 


《 液 らち が も し 孤児 に 対し 、 公正 に し て や れ そ うに も な いな ら ば 、 
液 ら が よい と 思う ( 他 の ) 二 人 、 三 人 また は 四 人 の 女 を 破れ 。 
だ が 公平 に し て や れ そ うに も な いな ら ば 、 た だ 一 人 だ け ( 要 る 
か ) 、 ま た は 液 ら の 右手 が 所 有する 者 ( 改 隷 か 捕虜 の 女 ) で 我 
慢 し て お き な さ い 。 こ れ が 不 公正 を 避け る た め 、 最 も 公正 で あ 
る 。# [4:3] 













































































また 預言 者 ( 朋 ) は こう 言わ れ て いま す : 





“ 二 人 の 妻 を 持つ が 、 い ずれ か 一 方 の み に ( 不 公平 に ) 偏っ て 
いる 者 は 、 審 判 の 日 に 体 の 片側 が 髄 落 し た 姿 で 現れ る で あろ 

う 。 2 デー グー グー だ 203 が ググ ソス ソー 72 災 
その 他 ] 

















これ は 夫 が 、 正 義 や 公正 さ に お いて 全て の 妻 を 平等 に 扱わ な け 
れ ば な ら な いこ と を 示し て いま す 。 彼 は 来世 に お ける 麻痺 や 奇形 
を 警告 され て いる の で あり 、 そ れ は 現世 で 彼 の 妻 の 内 の 一 人 の 権 
利 を 軽視 し 艇 小 化し た こと へ の 罰 な の で す 。 


また それ が いか な る 形 で あれ 、 男 性 が 妻 へ の 虐待 、 嫌 が ら せ 、 
傷 、 准 遇 、 茜 力 、 い われ の な い 仕 打ち 、 妻 の 財産 や 資金 の 乱 費 、 
外出 の 禁止 な ど を 手段 と し て 彼女 を 離婚 の 申し 出 へ と 追い や り 、 
彼女 の 富 の 全て を その 和解 金 と し て 支払 わせ よう と いう 試み は 禁 
じ ら れ て いま す 。 イ スラ ー ム 法 は 、 男 性 が 特定 の 制限 を 妻 に 課す 
こと を 認め て は いま す が 、 そ れ ら は 不道徳 で 下品 な 行為 や 、 男 性 
と 彼 の 家族 に と っ て 不 名 準 な も の 、 また 人 社会 全体 の 秩序 に と っ て 
有害 な も の に 対し て の み で す 。 こ うい っ た 制限 の 目的 は 、 彼 女 を 
適切 な 状態 に 戻す こと に あり ます 。 無 思慮 な 行動 を 繰り 返し 、 実 
際 に 不貞 の 疑惑 を 抱か せる よう な 女性 に 対し て は 、 男 性 側 に よっ 
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て 離婚 の 申し 出 を する こと が 出来 ます 。 そ れ は 女性 側が 男性 に 対 
し て 結婚 契約 の 解消 を 求め る こと の 出来 る “ラル アグ "と 同様 の 権利 
な の で す 。 



























































保護 と 援助 : 夫 は 自分 の 妻子 に 対し 、 力 の 及ぶ 限り 、 あ ら ゆ る 害 
悪 か ら 保護 する 責任 が あり ます 。 至高 な る アッ ラー は 仰せ られ て 
いま す : 


% 流 ら 信仰 者 た ちよ 、 人 間 と 石 を 燃料 と する 業火 か ら 液 ら 自 身 と 
家族 を 守れ 。 そ こ に は 厳格 で 容赦 無い 諸 天 使 が (任命 され て ) 
お り 、 か れ ら は 神 の 命令 に 違 犯 せ ず 、 言 い 付 けら れ た こと を 実 
行 す る 。#』 [66:6] 






























































尚 妻 子 を 不法 な 物事 や 下品 な 行為 か ら 保 護 す る こと は 推奨 され 
ます が 、 行 き 過 ぎ は その 限り で は あり ませ ん 。 預 言 者 は この よう 
に 言わ れ て いま す : 
































「 次 み に は 、 ア デッラ ー の 好ま れる も の 、 そ し て か れ の 嫌 わ れ 
る も の が ある 。 か れ の 好ま れる も の と は 疑い を 抱か せる 行為 に 
つい て で あり 、 か れ の 嫌 わ れる も の と は 疑い を 抱か せる 根拠 の 
だ いや の で ある 。 | [デア デア ー ン グー ジー が 202 の 疾 、 デ ツー 
ブー 2529 


預言 者 が 上 で 述べ られ て いる よう に 、 あ る 種 の 災 み は 認可 、 あ 
る い は 推奨 され ます が 、 あ る 種 の も の は 認め られ て いま せん 。 真 
性 な る 伝承 の 一 つ に 、 彼 が この よう に も 言わ れ て いる こと が 伝え 
られ て いま す : 



























































“実に 、 ア ッ ラ ー は お み に な られ 、 信 仰 者 た ち も む の で 
ある 。 ア ッ ラ ー の お 嫌 み と は 、 信 仰 者 た ち に よる 不法 な 行為 を 
目 に され た 時 で ある 。"” [ プ ハ ー ク ー る タ 9 の 25 区 、 スス クス 
2Z67 毅 ] 


よき 付き 合い ・ 気 配り ・ 肉 体 関 係 : 夫 は 妻 を 気遣い 、 優 し さと 和敬 
意 を も っ て 共に 暮らす べき で す 。 ま た 彼 が 家庭 で くつ ろ ぐ 際 に は 、 
妻 が きち ん と し た 衣服 を 身 に つけ る こと を 望む の と 同様 に 、 清 深 
で 許容 範囲 の 衣服 を 身 に つけ る こと を 心がけ る べき で す 。 な ぜ な 
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ら こ れ は 相互 の 尊重 と 礼儀 の 一 環 で ある か ら で す 。 問 言 者 は 、 
い 性 格 と 態度 に お ける 普遍 的 原則 を この よう に 説明 し て 奨励 され 
て いま す : 


“最も 完全 な 信仰 者 た ちと は 、 最 も 良い 性 格 を 備え た 者 た ち で 
ある 。 ま た あな た 方 の 内 の 最善 の 者 た ちと は 、 身 内 の 女性 た ち 
に 最も 良く する 者 た ちら で ある 。"” [デア ァ ケ ミズ アー 7762 殴 、 


ジグ ャ ビク ポー 




































































アデ アッ ラー の 使徒 は 、 普 段 か ら 自 ら の 衣服 や 靴 を 繕 っ た り し て 妻 
た ちの 雑用 を 手伝っ て いま し た 。 あ る 時 、 彼 の 妻 だ っ た アー イシ 
ャ は この よう に 尋ね られ まし た : 





















































“アッ ラー の 使徒 は 御 自宅 で は 何 を され て いた の で し ょ う 
か り の? 

彼女 は 答え まし た : “ 彼 は 進ん で 家事 を 手伝い 、 礼 拝 の 呼び か 
け (アザ ー ン ) を 耳 に する と 礼拝 へ 出掛け た も の で し た 。” 
[ プ ハ ー ク ー 624 凛 | 









































アッ ラー の 使徒 は 常に 心持ち が 良く 親切 で 、 周 り の 人 々 を 気 遺 
いま し た 。 時 に は 家族 と 戯れ た り 談 笑 し た り も し まし た 。 預言 者 
は この よう に 言わ れ て いま す : 

















“アッ ラー を 念じ る こと の な い 行 い は 次 の 四 つ 以 外 、 全 て 娯 
楽 と 戯れ 事 に 過ぎ な い : 妻 と の 戯れ や 談笑 、 馬 の 調教 、 二 つの 
目的 地 の 間 の 徒歩 、 水 泳 技 術 の 習得 で ある 。”[ ナ ケー アー、 
89229 英 ] 





この 伝承 が 示す の は 、 余 暇 を 過ごす 娯楽 の 殆ど は 単なる 戯れ 

で あり 、 時 間 を 無駄 に し て いる と いう こと で す 。 従 っ て 、 上 記 の 
よう な 合法 か つ 有 益 な 目的 の も の 以外 に は 、 そ こ に お ける 報奨 も 
な いと いう こと で す 。 問 言 者 ( 夢 ) は 快活 で 、 家 族 と 談笑 し た り 、 
楽し ませ だ りす る こと ど に お いて も 良く 知ら れ て いま し た 。 この よ 
うな 楽し い 余暇 の 好例 は 、 信 仰 者 の 母 ア ー イ シャ (あぁ) に よっ て 語 
ら % で いい ます : 







































































41 


イス ラー ム に お ける 女性 


「 私 が まだ 成長 し て お ら ず 体重 が 軽かっ た 頃 、 私 は 預言 者 
( 組 ) と (乗馬 の ) 競争 を し て 勝つ こと が 出来 まし た 。 私 が 若干 
年 を 重ね 、 体 重 が 重く な っ て 来 た 頃 に また 競争 を する と 、 今 度 
は 彼 が 勝ち まし た 。 預言 者 ( 衣 ) は 競争 に 勝っ た 時 、 私 に この よ 
うに 言わ れ ま し た : 

“これ は あの 時 の 借り だ ぞ 。”?」 [アハ マ ド が 26320 区 、 ア ブ 
ルー の 279 記 
































また アッ ラー の 使徒 は 夜 の 礼拝 を 行っ た 後 、 基 寝 前 に 家族 団 ら 
ん の ひと 時 を 過ごし 、 彼 ら へ の 優し さや 慈 韻 を 示し て いた こと が 
報告 され て いま す 。 真性 な 伝承 に お いて 、 イ プン ・ ア ッ バ ー ス は 
この よう に 報告 し て いま す : 



























































“私 は ある 夜 、 預 言 者 の 夜間 礼拝 を 見 る た め に マイ ムー ナ ( 彼 
の 叔母 で 、 預 言 者 の 妻 ) の 家 に 泊まっ た 。 彼 は 妻 と し ば らく 話 
し た 後 、 眠 り に つい た 。 和 夜 が 更け る と 彼 は 起き 上 が り 、 ア デッラ 
ー が 彼 に 定め られ た も の を 礼拝 し た 。”[ プ ハー クー の 293 棚 、 
スス クス 263 硝 


















































また 至高 な る アッ ラー は 、 聖 クレ ルアー ン に お いて こう 仰せ られ 
て いま す : 








《 本 当 に アッ ラー の 使徒 は 、 ア ッ ラ ー (と の 拝 府 ) と 終末 の 日 を 
熱望 する 者 、 ア ッ ラ ー を 顔 繁 に 念じ る 者 に と っ て 、 立 派 な 模範 
で あっ た 。#* [33:21] 











従っ て 、 私 た ち 信 仰 す る ムスリム 全員 に と り 、 預 言 者 は 最良 の 
模範 な の で す 。 ム スリ ム は その 人 生 に お ける 諸事 一 般 に お いて 、 
公私 に 渡り 預言 者 の 例 に 條 わな けれ ば な り ま せん 。 

尚 、 妻 の 秘 夫 の 全て は 厳守 され 、 彼 女 の 欠点 も 呈 い 隠さ れる ベ 
き で す 。 全て の 私 的 な 出来 事 は 公 に され る べき で な く 、 会 話 の 種 
と され て も な り ま せん 。 た と え そ れ が 親友 の よう な 間柄 に 対し て 
で あめ っ て も で す 。 プ アッ ラー の 便 徒 ほこ ご の よう 区 言わ お れ て いま す > 
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“復活 の 日 に 


お いて 、 ア デア ッ ラー の 御前 で 最悪 の 者 た ちの 一 人 と 


は 、 妻 また は 夫 と 肉体 関係 を 持ち 、 そ の 私 的 な 内 容 を 他人 に 半 
露 す る 者 で ある 。” [スス クス 


既婚 女性 


び を 得る 権 利 が あり 








7232Z 散 、 そ の 他 ] 





こ は 、 夫 と 共に 夜 を 過ごし 、 性 的 な 満足 、 達 成 感 や 悦 








ます 。 こ の 権利 は イス ラー ム に お いて 最も 強 
































調 さ れる も の の 一 つ で あり 、 そ れ は 男性 側 の 権利 と 等 し いも の で 





法 に より 定 
(2 の トー 
ば な り ま せ 
大 事 に され 














2 27ー 


























eS 、 


配偶 者 の 身体 的 ・ 性 的 ・ 心 


す 。 教 友 サ シル マー ン ・ ア ル = ニ ファー ルス ィ ー は 、 次 の 有名 な 出来 
を 報告 し て いま す : 


























配偶 者 の 性 的 権利 を 満た す 責 任 と 義務 が イス ラー ム 





め ら れ て お り 、 妻 が 恥ず べき 行為 へ と 傾 か な いよ うに 
が それ を 禁じ られ ます よう ) 、 彼 女 を 満足 させ な けれ 
ん 。 他 の 女性 た ちと 同様 、 妻 は 配偶 者 と し て 愛さ れ 、 














【 























、 気 遣わ れる こと を 必要 と し て いま す が 、 同 様 に 彼女 
の 自然 で 正しい 生理 的 欲求 も 満た され な けれ ば な ら な い の で す 。 


ム で は 、 夫 が 礼拝 や 斎 戒 な どの 宗 拝 行為 に 励 や あま り 、 











的 欲求 な ど を 顧み な い 姿 勢 を 禁じ 








ご 








“私 が 信仰 上 の 兄弟 で ある 、 ア ブー・ ダ ル ダ ー を 訪れ る と 、 





彼 の 妻 、 


ウン ム ・ ダ ル ダ ー が 出 迎 
好 を し て いた た め 、 私 は 彼女 に 尋 








えて くれ た 。 彼女 が 乱れ た 格 
ね た : 一 体 貴女 は どう し た と 





言う の で すか 。 な ぜ 夫 に 配慮 も せ ず に その よう な 状態 な の で す 


か の?! 
彼女 は 
と その 諸 





言い まし た : * あ な た の 上 兄弟 、 ア ブー・ ダ ル ダ ー は 現世 


(に 関心 が な vV \ の で す 。 





に は 請 式 を ます 。 


や が て アブ ー・ 
食事 が 出さ れる と サル マー ン 








べべ な いい の 写す ず が か の " 


アブ ー・ 
サル マー ン は 言い まし た : * ア ッ ラ ー に 誓っ て 、 あ な た は 断食 


を 解き 、 私 と 一 緒 に 食べ な けれ ば な り ま せん 。* 


ダル ダー は 言い まし た 














彼 は 夜 を 礼拝 で 過ごし 、 日 中 








ダル ダー が や っ て 来 て 、 サ ル マ ー ン を 歓迎 し 、 
は 言い まし た : ' な ぜ 私 と 一 緒 に 食 








私 は 断食 中 な の で す 。 























それ で アブ ー・ ダ ル ダ ー は 断食 を 解き 、 サ ル マ ー ン と 共に 食 








し まし た 。 





を し まし た 。 サ ル マ ー ン 
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は その 夜 を アブ ー・ ダ ル ダ ー と 過 ご 
0 グーン 2 ル グ 





が 夜間 に 起き 上 が り 、 深 夜 
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の 任意 の 礼拝 を 捧げ よう と する と 、 サ ル マ ー ン は 彼 を 止め て 言 
いま し た : * あ な た の 身体 に は あな た に 対す る 権利 が あり 、 あ な 
た の 主 は あな た に 対す る 権利 が あり 、 あ な た の 家族 は あな た に 

対す る 権利 が あり ます 。 齋 戒 す れ ば それ を 解き 、 あ な た の 妻 に 

性 関係 の た め ) 近づく の で す 。 あらゆる 者 に 対し それ 相当 の 
権利 を 認め な けれ ば な り ま せん 。* 

そし て 日 の 出 間際 に な る と 、 サ ル マ ー ン は アブ ー・ ダ ル ダ ー 
が 起き 上 が り 礼 拝 を 捧げ る こと を 許し まし た 。 彼ら 双方 は 起床 
し 、 清 め を 行い 、 礼 拝 を 捧げ た 後 、 フ ァ ジ ュ ル (日 の 出前 ) の 
礼 振 の た め に モス ク へ 向かい まし た 。 そ し て 六 言 者 と の 集団 礼 
拝 を 済ま せる と 、 ア ブー・ ダ ル ダ ー は サル マー ン と の 出来 事 を 
預言 者 に 報告 し まし た 。 そ れ に 関し 、 預 言 者 は こう 言い まし 

た : ' サ ル マ ー ン は 真実 を 話し た の だ 。” [ プ ハ ー ク ー 786Z 
散 ] 


また 夫 は 妻 の ニー ズ を 考慮 し 、 家 を 長期 に 渡り 離れ る べき で は 
あり ませ ん 。 カ リフ だ っ た ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ルー ハッ ター プ は 彼 
の 娘 ハ フサ と の 相談 の 末 、 妻 が 夫 を 忍耐 強く 待つ こと の 出来 る 期 
間 を 最長 で 太 ヶ 月 間 と 定め まし た 。 
アプ ドッ ニー ラッ ザ ー ク ら は 、 以 下 の 有 名 な 話 を 伝え て いま す : 
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“* ウ マル ・ プ ブン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー ブ が 和 夜 の 見 回 り を し て いる と 、 
女性 の 嘆き 声 を 耳 に し まし た : 


























夜 は 長く 、 そ の 終わ り は 暗黒 
ここ で 私 は 眠り に つけ ず 、 戯 れ よ うに も 愛し き 人 も 居 ら ず 
も し その 玉座 が 天 よ り も 高き に ある 御方 が な けれ ば 
この 寝床 は 転げ 落ち 、 動 揺 に 居 え よう 






























































翌朝 、 彼 は 彼女 の 元 を 訪れ 、 そ の 詩 の を 尋ね ま し た 。 彼女 
に よる と 、 夫 は 長期 に 渡り 軍隊 の 遠征 に 出 て いる と いう こと で し 
た 。 そ れ で ウマ ル は 娘 の ハフ サ と 話し 合い 、 女 性 が 夫 の 帰還 を 待 
ち 続け る 期間 を 制定 し まし た 。 彼 は それ が ムスリム 大 衆 に と っ て 
の 一 般 的 公益 で ある こと を 彼女 に 説得 する と 、 彼 女 は し ば らく 時 
嗜 し 恥じ し らい な が ら も 、 そ れ が 太 ヶ 月 だ と 応え まし た 。” 
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この 後 、 戦 士 た ちら が その 期間 内 に 妻 の 元 へ 戻る こと の 出来 る よ 
う 、 ウ マル は 遠征 を 太 ヶ 月 以内 に 終了 させ る よう に な り ま し た 。 

















この 期間 は 概算 で あり 、 状 況 に よっ て は それ 以下 が 可能 に な る 
か も し れ ま せん し 、 そ れ 以 上 を 強い られ る か も し れ ま せん 。 彼女 
は 六 ヶ 月 以上 の 夫 の 不在 を 許可 する こと も 出来 ます し 、 そ れ 以 内 
に 戻る こと を 強制 する こと も 出来 ます 。 


ーー 















































また 夫 に は 正当 な が な い 限 り 、 妻 の 合法 的 要望 を 拒否 ・ 否 
認 す る こと が 出来 ませ ん 。 ま た 夫 の 
代理 と し て 財務 決定 を 下す こと が 出来 ませ ん し 、 夫 に は 妻 の 認可 
な し に 較 、 生ま で PSP リ の UP な 







































































また 彼 は 、 子 供 に 関す る 諸事 や その 他 の お 互い に 関わ る 問題 、 
そし て 家庭 に お ける 大 き な 決 断 の 際 に も 、 妻 と 相談 し て 決定 べき 
で す 。 妻 の 意見 が 正論 で 思慮 深い も の で 限り 、 そ れ を 受け 入れ ず 、 
男性 が 他 の 家族 に 対し 彼 の 独断 を 強要 する こと は 賢明 な こと と は 
言え ませ ん 。 預言 者 は この 問題 に 関し 、 次 の 実用 的 な 例 を 挙げ ら 
れ て いま す 。 
クラ イシ ュ 族 と の 協定 が 結ば れ た 日 、 預 言 者 は 彼 の 教 友 た ち 
頭髪 を 剃り '* ア フラ テース * の 状態 を 解く よう 命 た 光 つ 6 
それ を 渋り 、 命 令 を 速やか に 遂行 し ませ ん で し た 。 彼 の 妻 で ある 
ウン スス ・ ダ ラマ は 、 ま ず 彼 自身 が それ を 行い 、 教 友 た ちの 前 に 進 
み 出 る こと を 提案 し まし た 。 疹 考 太 三 の 奄 言 を 旋 き スス みて そ 婦 
を 先 が と し 、 吉 婦 た ち Z 婦 の か 導 を 上 易 る と 人 旋 い で 戸 分 を ち ぁ そう し と 
C265 



























































































































































夫 は 妻 の 小さ な 失敗 を 一 つ ー つ 数 える べき で は あり ませ ん 。 例 
えば 預言 者 は この よう に 言わ れ て いま す : 











“ 旅 か ら 戻 っ て 来 た 夫 は 、 深夜 に 帰宅 すべ き で は な い (つま り 、 
前 に 帰宅 の 時 間 を 伝え ず に そう する こと ) 。”[ ブ ハー クー 
2928 攻 、 ス スク ス 275 刀 











? イ フラ ー ム : 巡礼 者 に と っ て 特定 の 事柄 が 禁じ しら れる 状態 の こと 。 
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この よう な 忠告 が され て いる の は 、 妻 が 髪の毛 を 械 か し た り 、 
入浴 し た りす る こと の 出来 る 時 間 を 与え る こと に より 、 夫 に と っ 
て の 不満 の 原因 と な る か も 知れ な いよ うな 、 準 備 の 出来 て いな い 
状態 で の 妻 と の 再会 を 避け る た めで す 。 も ちろ ん 現在 は 近代 化 に 
よる 通信 技術 に よっ て 昼夜 で あれ 、 夫 が 妻 に 帰宅 の 日 時 を 事前 に 
伝え る こと は 容易 お な も の と な っ て いま す 。 
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また 夫 の 妻 に 対す る 優し さや 親切 心 、 忍 耐 、 思 いや り 、 意 見 の 
共有 は 義務 と され ます 。 彼 は 誠心 誠意 、 彼 女 に 尽く さ ね ば な ら ず 、 
彼女 の 人 間 性 も 考慮 に 入れ ん な けれ ば な ら な い の で す 。 女 性 と いう 
も の は 愛情 を も っ て 優し くさ れ 、 尽 くさ れる の を 好む も の で す 。 
夫 は 彼 自 身 に よる 思い 入れ の 深 さ 、 愛 情 、 感 謝 の 気持 ち 、 誠 実 さ 、 
純粋 な 熱意 を 妻 に 対し て 示す こと が 出来 な けれ ば な り ま せん 。 
















































































また イス ラー ム に お ける 離婚 の シス テム は 、 女 性 の 権利 と 利益 
を 保護 し 、 和 人 解 の 十分 な 機会 と 時 間 を も た ら す よう 設計 され て い 
ます 。 こ の 詳細 に 関し て は 後述 し ます が 、 離 婚 で は 結婚 と 同じ よ 
うに 誠意 を も っ て 振る 舞い 、 有 双方 の 関係 者 た ちの 権利 を 配慮 し な 
けれ ば な り ま せん 。 最 も 思慮 深き アッ ラー は 仰せ られ て いま す : 































































































《 離 婚 (の 申し 渡し ) は 、 二 回 まで で ある 。 そ の 後 は 公平 な 待遇 
で (合意 旬間 に ある い は 親切 に し て 
(合意 の 上 ) 別れ よ 。 》 [2:229] 


ん < = の 
7 0 人 N 0 
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4. 母 親 と し て の 女性 











慈愛 遍 さ アッ ラー は 、 一 般 的 な 両親 の 権利 、 徳 に 母親 の も の を 
人 Sb 培 朋 Seh/ ソ ウ は 聖 ク ルアー ン に 
お いて 仰せ られ まし た : 




















次 の 主 は 命じ られ る 。 か れ の 他 に 何者 を も 崇拝 し て は な ら な い 。 
そし て 両親 に は 孝行 せよ 。 も し 両親 か また その どちら か が 、 溢 
の 許 で 老齢 に 達し た と し て も 、 彼 ら に 無礼 な 言葉 を 使っ た り 不 
満 を 表し た り せ ず 、 親 切な 言葉 で 話し な さい 。 #』 [17:231 





この 節 に お いて 、 NARA 
列 さ れ て いる こと か ら も 分 か る よう に 、 イ スラ ー ム に お ける 両親 
の 権利 は 甚大 で あり 、 ア デッラ ー 以 外 の 全て に 優先 され る こと を 学 
者 た ちら は 認め て いま す 。 







































































両親 に 対す る 従順 さ は 、 妻 を 含む あら ゆる 人 より も 優先 され な 
ナ れ ば な り ま せん 。 こ れ は いか な る 問題 で あれ 、 妻 が 恥 を か か さ 
れ た り 、 中 傷 さ れ た りす る こと を 意味 する の で は な く 、 そ れ は た 
だ 両親 が 至高 な る アッ ラー と か れ の 預言 者 ( 個 ) に 背 い て いな い 限 り 、 
他 の 誰 よ り も 服従 され な けれ ば な ら な いこ と を 示し て いる の で す 。 


























人 に 対す る アッ ラー の 御 満悦 、 ま た は 御 篤 り は 、 両 親 の 子供 に 
DIM に よっ て 表わさ れる と いう こと に つい て 、 預 言 
者 ( 舞 ) は 次 の よう に 言わ れ て いま す : 








レロ 








“人 に 対す る アッ ラー の 御 満悦 と は 両親 の 満悦 を 通し て の も の 
で あり 、 か れ の 御 和 怒り は 両親 の 怒り を 通し て の も の で ある 。” 
[ププ ブン ・ と ッ バ パー ン の 9 殴 、 多 バテ ラー ニー 


“どど ッ ルケ ・ ア ルー テ ジ アー クダ アン "と は 、 両 親 に 従順 で ある こと 、 
親切 心 を 示す こと 、 彼 ら を 喜ば せ 、 特 に 老齢 で や る な ら ば その 世 
話 を し 必要 を 滴 た し て あげ る こ と で す 。 彼ら 【 2 と は 義 

務 で ある と 見 な され 、 ジ ハー/ (アッ ラー の 道 に お ける 奮闘 ) の 
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へ の 参加 志願 な どの 様々 な 行為 より も 好ま れ ま す 。 あ る 時 、 あ る 
男 が アッ ラー の 使徒 ( 肖 )/ を 訪ね て ジハード 出征 の 許可 を 求め まし た 。 
する と 、 彼 は こう 言っ た の で す : 
























































なら ば その た め に 努力 し 、 尽 力 (ジャ ー ヒ ドド ) する の だ 。” 
[ プ ハ ー ク ー 2922 区 、 ス スク ス 2529 

















これ は 、 イ ブン ・ マ スウ ー ド (W) に よっ て 伝え られ た 真性 な 伝承 
に お いて も 確 計 NN 徹 さ れ て いま す : 























“私 は 預言 者 ( 仁 ) に 尋ね まし た : "アッ ラー の 預言 者 よ 、 ア ッ ラ 
ー の 御前 で 最も 愛さ れる 行為 と は 何で し ょ うか ?' 

















彼 は 言い まし た : “定め られ た 時 間 内 に 礼拝 を 行う こと で あ 
の 

私 は 尋ね まし た : "アッ ラー の 預言 者 よ 、 そ の 次 は 何で し ょ う 
か ?・ 





彼 は 言い ま し た :“ あ な た の 両親 に 対し 孝行 し 、 敬 意 を 示し 、 
従順 で あり 、 世 話 を する こと で ある 。” 


私 は 更に 尋ね まし た : * ア ッ ラ ー の 預言 者 よ 、 そ の 次 は 何で し 
ょ うか?* 


























彼 は 言い 3 





EE し た 


: “アッ ラー の 道 に お いて 奮 開 する こと で あ 


の 
oO 


また 別 の 伝承 で は 、 ア ブ ド 


ッ フ プー・* 














[ プ ハ ー ク ー 5625 区 、 ス スク ス 739 








ブン ・ ア ムル ・ ブ ン ・ ア ル 



































テア ー ス ( ぁ ) が こう 伝え て いま す : 

“ある 男 が アッ ラー の 使徒 ( 傾 ) を 訪れ て 言い まし た : "アッラー 
の 使徒 よ 、 私 は アッ ラー の 報 龍 の み を 求め 、 あ な た に 忠誠 を 匠 
い 、 移 住 し 、 アッ ラー の 道 に 奮闘 し ます 。" 

それ を 聞い た 預言 者 ( 組 ) は 男 に 尋ね ま し た : “あな た の 両親 は 
まだ 生き て いま すか ?”" 

男 は 言い まし た :* は い 、 ど ちら も まだ 生き て いま す 。* 


























彼 は 言い まし た 
う の う 
彼 は 





0 





"は い 。 
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: “あな た は アッ ラー の 報奨 を 求め ある の で し ょ 
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彼 は 言い まし た : “な ら ば 両親 の も と へ 行き 、 彼 ら の 最も 良い 
同伴 者 と な り 、 差 行 を 尽く し な さい 。” [スス クス 23529 選 




















また 別 の 真性 な 伝承 に よれ ば 、 ム アー ウィ ヤ ・ ア ッ テ ス ラミ ー 
は アッ ラー の 使徒 ( 緩 ) に こう 言い まし た : 














* 私 は アッ ラー の 道 に お ける ジハード に 出 た いと 思い ます 。"” 

アッ ラー の 使徒 ( 傾 ) は 尋ね ま し た : “あな た の 母親 は 生き て い 
ます か ?” 

彼 は 言い まし た : * は い 。” 

彼 は 言い まし た : “彼女 の も と に 留まり な さい 。 なぜなら 天国 
は 彼女 の 足元 に ある の だ か ら 。” [アハ マ バ / 7552 胡 、 ナ ゲー 
ブー 370 タ 用 









































こう し た 表現 は 、 子 供 が 母親 に 対し て 示す べき 敬意 と 従順 さ の 
段階 、 そ し て 継続 的 な 世話 と 奉仕 に よっ て 、 誠 実 で 導 か れ た 信仰 
者 た ちら が 得る こと の 出来 る 、 ア ッ ラ ー の 御 満悦 と 天国 を 得る こと 
を 示 し て いま す 。 




















母親 に は 多大 な る 権利 が あり 、 父 親 よ り も 親切 、 手 助け 、 良 い 
待遇 、 同 伴 を 受け る に 相応 し いと され て いま す 。 なぜなら 母親 は 
最初 に 子供 の 世話 を し 、 日 々 の 養育 に お いて 直接 的 な 困難 を 被る 
存在 で ある か ら で す 。 ブ ハー リー ら は 教 友 アブ ー・ フ ライ ラ ( ゅ ) が 、 
次 の よう に 語っ た こと を 伝え て いま す : 
















































































SUS 質問 を し まし た : "アッ ラー の 預 
言 者 よ 、 私 の 同伴 に 最も 相応 し い 人 物 と は 誰 で し ょ うか ?' 
預言 者 (0 は 答え ま し た : “あな た の 母親 で す 。” 
男 は 尋ね まし た : * 彼 女 の 次 は 誰 で すか ?? 
は 言い ま し た : “あな た の 母親 で す 。” 
は 再び 尋ね まし た : * 彼 女 の 次 は 誰 で すか ?" 
は 言い まし た : “あな た の 母親 で す 。” 
は 再び 尋ね まし た : "彼女 の 次 は 誰 で すか ?? 
言い まし た だ ただ: あな た の 父親 で す 。 [ラバ ハー ゲー. 3025 
英 、 ろ スク ス 2525 導 
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この 包括 的 な 教訓 は 、 母 親 が その 人 生 を 通し て 従順 さ 、 慈 愛 、 
そし て 配慮 に 関し て 最も 相応 し いこ と を 証明 する 概要 で ある と 言 
GU お 
また この 伝承 で は 、 母 親 に は 子供 の 人 生 に お ける 様々 な 段階 で 
被る 難儀 に より 、 父 親 よ り 三 倍 も の 権利 が ある こと が 示さ れ て い 
ます 。 そ れ ら の 難儀 と は 妊娠 や 出産 、 授 乳 、 そ し て 育児 で す 。 
至高 な る アッ ラー は 、 聖 クレ アー ン の 中 で 仰せ られ て いま す : 



























































《 わ れ ら は 、 両 親 へ の 態度 を 人 間 に 指示 し た 。 人 間 の 母親 は 、 苦 
労 に や つれ て その ( 子 ) を 胎内 で 養い 、 更 に 離乳 まで 2 年 か か 
る 。 だ か ら 、 わ れ と 液 の 父母 に 感謝 する の だ 。 わ れ に 最後 の 帰 
り 所 は ある の で ある 。 ま 』 [31:14] 











母親 は 、 親 切 さ 、 奉 仕 、 任 務 、 兵 助 、 従 順 さ に 関し て 父親 より 
も 優先 され な けれ ば な り ま せん 。 イ スラ ー ム の 教え と 原則 に お い 
て は 、 彼 ら が 創造 主 に 疹 く 行 為 を 子供 に 命じ な い 限 り 、 両 親 の 双 
方 に 対し て 従順 で あり 、 敬 意 が 払わ れ な けれ ば な ら な い の で す 。 
も し 彼ら が 子供 に 対し アッ ラー の 背く 行為 を 命じ た の で あれ ば 、 
その 特定 の 行為 に つい て は 彼ら に 従っ て は な ら ず 、 そ の 他 の 一 般 
的 行為 に つい て は 引き 続き 両親 に 従わ ね ば な り ま せん 。 子 供 は 両 
親 に 奉仕 し 、 現 世 の 諸 事 に お ける 手伝い を し 、 必 要 に 人 迫 ら れ て い 
る 時 に は 援助 する こと が 求め られ ます 。 至高 な る アッ ラー は 聖 ク 
ルアー ン に お いて 仰せ られ て いま す : 
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《 だ が も し 液 の 知ら な いも の を 、 わ れ に (同等 に ) 配 す る こと を 
彼ら (両親 ) が 液 に 強い た と し て も 、 彼 ら に 従っ て は な ら な い 。 
だ が 現世 で は 殻 切 に 彼ら に 仕え 、 悔 展 し て われ の 許 に 帰る 者 に 
従う の だ 。 や が て 液 ら は われ に 帰り 、 わ れ は 液 ら の 行っ た こと 
を 告げ ば 知ら せる の で ある 。 ま 》 [31:13] 





た と え 両 親 が イス ラー ム 以 外 の 宗教 に 従っ て いた と し て も 、 そ 
れ が アッ ラー へ の 不服 従 的 行為 で は な い 限 り 、 子 供 は 彼ら に 対し 
て 敬意 を 払い 、 服 従 し 、 経 済 的 援助 を し な けれ ば な り ま せん 。 ア 
スマ ー・ ビ ント ・ ア ブー・ バ クル (あぁ ) は 言い まし た : 
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まだ 多神教 徒 だ っ た 母 が 私 の も と を 訪れ まし た 。 私 は アッ ラー 
の 使徒 ( 組 ) へ 行っ て 、 彼 の 判断 を 求め まし た 。 私 は 言い まし た : 
“彼女 は 私 を 訪れ 、 イ スラ ー ム に も 関心 を 持っ て いま す 。 私 は 彼女 
と の 関係 を 保つ べき で し ょ うか ?” 

アッ ラー の 使徒 () は 言い まし た : "も ちろ ん そう で す 。 母親 と 
の 関係 を 保ち な さい 。”" [ プ ハ ーー 22ZZ 衣 、 ス スグ クス 7003 
薇 


また 子供 に よる 母親 へ の 親切 心 と 従順 さ 、 い た わり は イス ラー 
ム に よっ て 奨励 され て お り 、 ま た 両親 の 日 常 的 ニー ズ を 満た し た 
り 、 家 事 や 雑用 な どの 手助け を する こと の 奨励 は 、 ア ブー・ フ ラ 
イラ (.W) に よる 次 の 長い 伝承 に お ける 預言 者 ( 弟 ) の 言葉 に よっ て 表 
され て いま す : 





































































































“ 播 り か ご の 中 に いる 時 か ら 話 すこ と の 出来 た の は 、 三 人 の 乳 
児 だ け で ある 。 最 初 の 者 と は マリ ア の 息子 、 イ エス (sw) で ある 。 
二 人 目 は 、 ジ ュ ラ イジ の 時 代 の イス ラ エ ル 人 で あっ た 。 ジュ ラ 
イジ は 庵 の 中 に 隠 所 し て 、 礼 拝 や アッ ラー へ の 澤 拝 行為 に 自ら 
の 人 生 を 捧げ た 修道 僧 で め あっ た 。 あ る 日 彼 が 礼拝 を 捧げ て いる 
と 、 ジ ュ ラ イジ の 母親 が 彼 に 助け を 求め に や っ て 来 た 。 そ れ で 
彼 は 言っ た : * ア ッ ラ ー よ ! 私 は あな た へ の 礼拝 と 私 の 母親 の ど 
ちら を 優先 すべ きか で 困惑 し て いま す 。' し か し 結局 彼 は 礼拝 を 
続け 、 母 親 の 求め を 無視 し て し まっ た 。 ジ ュ ラ イジ の 母親 は そ 
の 場 を 去っ た が 、 翌 朝 も 彼 の 母親 は 同じ こと を し 、 ジ ュ ラ イジ 
は 礼拝 を 続け て 母親 の 呼び か け を 再び 無視 し た 。 翌 日 、 ジ ュ ラ 
イジ の 母親 は 過去 二 日 間 と 同じ よう に 、 再 度 彼 の も と を 訪れ て 
助け を 求め た が 、 ジ ュ ラ イジ は 反応 を 示さ な か っ た 。 そ れ を 見 
た 母親 は 言っ た : ' ア ッ ラ ー よ ! ジュ ライ ジ が 死ぬ 前 に 、 既 婦 た 
ちの 顔 を 彼 に 見 せ て あげ て くだ さい 。* 

当時 、 イ スラ エル 人 た ち は ジ ュ ラ イジ に よる 献身 的 な 財 拝 、 
礼拝 、 隠 駐 や その 方 法 を 高く 評価 し て いた 。 し か し 人 々 の 間 で 
人 気 を 誇っ て いた 、 あ る と て も 美しく 魅惑 的 な 既 婦 が イス ラ エ 
ル 人 た ち に 提案 し た :* も し あな た 方 が お 望み な ら 、 私 は ジュ ラ 
イジ を 診 惑 し て 、 彼 と 不法 な 性 行為 を し て みせ まし ょ う 。” 
怒 婦 は その 計画 を 遂行 し よう と 努力 し 、 ジ ュ ラ イジ を 姜 通 へ 
と 誘 悪 し た が 、 そ の も くろ み は 失 敗 に 終っ た 。 次 に 彼女 は 、 ジ 



































































































































































































































SI 


イス ラー ム に お ける 女性 


ュ ラ イジ の 庵 の 近く で 放牧 する 











EE 飼い に 接近 し 、 


彼女 の 体 を 捧 


げた 。 羊 飼い は まっ た く 路 踏 し な か っ た た め 婚 婦 は 妊娠 し 、 彼 
女 が 出産 する と その 子供 の 父親 は ジュ ライ ジ で ある と 主張 し た 。 
イス ラ エ ル 人 た ち は ジ ュ ラ イジ の 庵 へ 行く と 彼 を そこ か ら 引 き 





ずり 出し 、 








應 を 破壊 し て 彼 を 殴打 し 始め た 。 彼 は 言っ た : 




















1) 


し た と いう の で すか ? な ぜ 私 に 横 力 を 振る う の で すか ?? 


彼ら は 言っ た 




















あな た が 敬 度 な 男 を 演 
ジュ ライ ジ は 言い ま 

















: “この 姫 婦 と 姦通 し 、 子 供 を 産ま せ た と いう の に 、 
CN の 95 
し た :“ こ こ に その 子供 を 連れ て 来 て くれ 





な いで し ょ うか 。 礼 拝 を 捧げ 、 私 が その 子供 の 父親 で は な いこ 
ど を 証明 じ で みせ ぜ ま しょ よう 。" 
イス ラ エ ル 人 た ち は ジ ュ ラ イジ が 礼拝 を 捧げ る の を 認め 、 赤 








ん 坊 を 連れ て 来 た 。 ジ ュ ラ イジ が 礼 提 








近づき 、 赤 ん 坊 の 腹 を 指し て こう 聞い た 


誰 だ い ?" 











す 2 




















ーー 




















金 で 再建 し よう と 思 








CYS 














そし て 播 り か ご の 9 


まだ 揺り か ご の 中 に いた 赤ん坊 は 言っ た 


\ ま す 。 ” 





彼ら は その 通り に 従っ た 。 





FE か ら 話す こと の 出来 た 三 人 





は こう で ある : 彼 が 母親 の 乳 を 飲ん で いる 時 、 華 肛 な 衣服 を ま 
E が 通り か か っ た 。 それで 授 誠 し て 
いた 母親 は こう 言っ た : * ア ッ ラ ー よ ! 私 の 子供 を 将来 この 騎士 


と い 、 美 し い 馬 に 乗っ た 騎 - 





の よう に し て 下さ い 。 




















> 


この 祈り を 聞い た 乳児 は 母親 の 乳 か ら 


が ら 言 っ た : * ア ッ ラ ー よ 「! 私 を 将来 この 騎 ゴ 
下さ い 。 そし て 乳児 は 再び 乳 を 吸い 始め た 。 




















E を 終え る と 彼 は 赤ん坊 へ 
: お 前 の 本 当 の 父親 は 





: “父親 は 羊 飼い で 


赤ん坊 の 宣言 と 告白 を 聞い た イス ラ エ ル 人 た ち は ジ ュ ラ イジ 


こ 口 づけ し 、 彼 の 祝福 を 求め つつ 言っ た : “我々 は あな た の 庵 を 





彼 は 言い まし た : “いえ 、 以 前 と 同じ よう な 土 と 泥 で 作り 直し 








の 乳児 の 話 















































を 離し 、 騎 士 を 見 な 





上 の よう に し な いで 


(この ハデ ィ ー ス の 伝承 者 で ある アブ ー・ フ ライ ラ ぁ は こう 


言い まし た : 
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* 私 は 預言 者 ( 組 ) が 、 乳 児 が 乳 を 吸う よう な 仕草 を 模 條 し て 、 
人 差し 指 を 口 に 入れ て 吸っ た の を 覚え て いる 。 り ) 















































それ か ら 母 親 と 乳児 は 、 あ る 女 中 の 前 を 通り か か っ た 。 そ の 
女 中 は 、 他 者 か ら 委 通 と 和 究 盗 の 罪 で 告発 され た た め 、 主 人 に よ 
っ て 凌 力 を 振る われ て いた 。 女 中 は 言っ た : * 私 に は アッ ラー だ 
け で 十分 で あり 、 か れこ そ が 私 の 保護 者 で す ! 

母親 は 言い まし た : * ア ッ ラ ー よ 「! 私 の 子供 を 将来 この 女 の よ 
のり GLENS 下さ 

この 言葉 を 聞い た 乳児 は 、 母 親 の 乳 か ら 口 を 離し て 言っ た : 
* ア デッラ ー よ 「! 私 を 将来 この 女性 の よう に し て 下さ い 。* 

この 言葉 を 聞い た 母親 は 、 自 分 の 息子 に 言っ た : * 息 子 よ ! 一 
体 あ な か た は どう し た と いう の で すか ? き ちん と し た 身なり で 立 
派 な 馬 に 乗っ た 、 身 分 も 高く 権力 も ある 騎士 が 通り か か っ た 時 、 
私 は あな た が 将来 節 の よう に な る こと を 願っ た と いう の に 、 あ 
な た は それ を 拒否 し まし た 。 そ し て 私 た ち が 姜 通 と 和 盗 の 容疑 
で 体罰 を 受け 懲戒 され て いる 女 中 の 前 を 通り か か っ た 時 、 私 は 
あな た が あの よう な 扶 問 と 告発 を 受け な いよ う 、 ア デッラ テー に 祈 
っ た と 言う の に 、 ま た も あな た は 私 の 祈り を 拒み まし た 。* 

そこ で 乳児 は 言っ た : * 母 親 よ 、 あ の 騎士 は 抑圧 者 だ っ た た め 
私 は 彼 の よう に な ら ぬ よう 、 ア デッラ ー に 祈っ た の で す 。 そ し て 
捧 問 と 告発 を 受け た 女 中 は 、 玉 通 と 物 傘 の いずれ も 犯し て は い 
ませ ん で し た 。 ゆ え に 私 は 彼女 の よう に 無垢 で 純 料 に な れる よ 
> アッ ラー に 和 打つ だ の で まま 1 の スバ ー グ ご 区 






























































































































































両親 へ の 反抗 、 無 礼 、 そ し て 彼ら の 権利 を 果たさ な いこ と は 
最も 大 き な 罪 の 一 人 こ に 対す る アッ ラー の 懲罰 は 来世 
だ け で な く 、 現 世に も 及び ます 。 これ に 関し 、 アッラー の 使徒 ( 愛 ) 
は こう 言っ た と 伝え られ て いま す : 

















“ 二 つ ( の 種類 の 罪 ) を アッ ラー は 現世 に お いて (その 懲罰 を ) 前 
倒し に する だ ろう : 肥 力 的 な 罪 、 そ し て 子供 に よる 両親 へ の 不 
従順 で ある 。” [デア ルミ ズ プ アー 2577 胡 、 プ ブン ・ マ マージ 
2277 商 ] 





また アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は この よう に も 言わ れ ま し た : 
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“実に アッ ラー は あな た 方 が 母親 に 背く こと 、 人 々 の 権利 を 妨 
げ る こと 、 人 々 に 対し 自分 に その 資格 も な いも の を 要求 する こ 


と 、 そ し て 女児 を 生き 埋め に する こ 
は あな た 方 の 噂 話 、 過 度 の 質問 、 富 の 浪費 を 駄 わ れる 。“ 


ハー グー 3630 毅 ] 


預言 者 ( 皆 ) は 、 人 の 祈願 補 礼 電 
通し て の 大 


























E が 叶え られ る た め 
親 へ の 孝行 が 非常 に 重要 で ある こ 時間 E 


と を 禁じ られ た 。 ま た か れ 
「 プ 


こ は 、 全 人 生 を 





す 。 教 友 イブ ン ・ ウ マル ( ぁ *) は 次 の 長い 伝承 の 中 で 、 聞 言 者 ( 遂 ) が 


こう 語ら れ た こと を 伝え て い 





に お 

















そそ の 昔 、 
彼ら が 山麓 に あっ た 洞窟 の 
が 崩れ 落ち て 入り 口 を 塞い で し ま 


に 
































礼拝 と 祈願 以外 に は 脱出 の 方 法 は な いと 


ある 三 人 の 男 た ち が 旅 に 出 た 。 夜 が 近 づ 
で 睡 上 


うい た た め 、 
民 を 取 ろ うと 中 に 入る と 、 岩 
っ た 。 彼ら は 話し 合っ た 結果 、 


いう 結論 に 達し た 。 



























































* 我 々 の 人 生 で 行なっ た 、 
ッ ラ ー に 救い を 求め よう 。” 

最初 の 男 は 言っ た : * ア ッ ラ ー よ 
が いま し た 。 そ し て 私 は 、 先 に 彼 
自分 の 妻子 に は 決し て 何 も 与 えき 
の 群れ を 率い て 遠出 し 、 放 
た 。 帰宅 す る と 
こめ に 羊 の 乳 を 擁 っ た の で す が 、 
た た め 、 乳 の 問 を 手 ( 
る の を 待ち 3 
に は 何 も 与 え 3 
し まし た が 、 そ の 時 に 
て し 


上 ! 


ご トー ・ 







































































ヽ ゴ 
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ーー 


最善 か つ “ 


E せ ん で し た 。 あ る 日 
党 宅 が 遅れ て し 
親 は 既に 眠っ て い 


こ 持 っ て 彼ら の 傍ら に 立ち 、 
E し た 。 そ し て 彼ら に それ を 差し H 
E せ ん で し た 。 や が て 





区 も 有人 徳 な 行為 に 言及 し て ア 








! 私 に は 二 人 の 年 老い た 両親 
ら へ 食事 を 差し 出す まで は 、 
私 は 家畜 
まっ た こと が あり まし 
E し た 。 私 は 彼ら の 夕食 の 
彼ら を 起こ すこ と に 気 が 引 け 
彼ら が 目覚 め 
HH すま で は 、 妻 子 
日 が 昇る と 彼ら は 目 を 覚 ま 








































































































フロ 


は 子供 た ち が 乳 を 欲し て 私 の 足元 で 泣い 
E し た 。 彼 ら が 起き る と 私 は 乳 を 差し 出し 3 
軸 も 和 が そう し た の が あな た の た めで あっ た こと を ご 存 








E し た 。 ア ッ ラ 


知 な の で あれ ば 、 ど うか 我々 を この 洞 窒 か ら 救 い 出 し て 下さ 


> 


い 。 








する と 周 は 少 し だ け 入 り 
は 至ら な か っ た 。 


か ら 
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いた が 、 彼 ら が 脱出 する に 


イス ラー ム に お ける 女性 


それ か ら 二 人 目 の 男 が 言っ た : "アッ ラー よ 「! 私 に は 父方 の 従 
姉妹 が あり 、 彼 女 を 地上 で 最も 愛し て いま し た 。 私 は 彼女 へ の 
旧い 想い を 抱い て いま し た が 、 彼 女 は それ を 拒み まし た 。 あ る 
時 、 人 錠 健 の た め 彼 女 は 財政 的 に 圧迫 され た 状況 に あり まし た 。 
彼女 は 私 の も と に 助け を 求め て 来 ま し た 。 私 は 彼女 を 手 に 入れ 
る こと と 引き 換え に 120 ディ ナー ル 分 の 金 を 差し 出し まし た 。 
切迫 し た 状況 と 財政 的 な 必要 性 か ら 、 彼 女 は 合意 し まし た 。 し 
か し 私 が 行為 を 始め る 段 に な っ て 、 彼 女 は こう 言い まし た : * 従 
兄弟 よ ! 神 を 長 れ な さい ! そし て 正しい 方 法 で な い 限 り 、 処 女 
の 封 を 取り 去っ て は な り ま せん 。 "私 に と っ て 彼女 は 最も 望ま し 
い 、 愛 すべ き 女 性 で し た が 、 そ れ を 聞い た 私 は 立ち 上 が り 、 彼 
女 に 手 を 触れ ませ ん で し た 。 そ し て 彼女 に 与え た 金 も 取 り 返 し 
た り は し ませ ん で し た 。” 

それ か ら 彼 は 両手 を 天 に 掲げ て こう 言っ た : "アッラー よ ! も 
し 私 が そう し た の が あな た の た め 、 そ し て あな た の ご 満悦 を 得 
る た めで あっ た こと を ご 存 知 な の で あれ ば 、 ど うか 我々 を この 
洞窟 か ら 救 い 出し て 下さ い 。 我 々 が 脱出 出来 る よう 、 洞 窒 の 入 
口 の 岩 を 取り 除い て 下さ い !” 
























































































































































する と 再び 岩 は 少 し だ け 動 いた が 、 ま だ 彼ら が 脱出 する に は 
至ら な か っ た 。 

最後 に 三 人 目 の 男 が 言っ た : アッラー よ ! あな た は 私 が 一 度 
何人 か の 労働 者 を 雇い 、 そ の 日 の 終わ り に 彼ら 全員 に 賃金 を 払 
っ た こと を ご 存 知 の は ず で す 。 し か し 一 人 だ け 、 賃 金 を 受け 取 
ら ず に 帰っ て し まっ た 者 が いま し た 。 私 は この 賃金 を 自分 の 
業 に 投資 し まし た が 、 そ の 分 を きち ん と 記録 し 、 特 別に 計算 し 
て いま し た 。 こ の 労働 者 の も の で ある 賃金 は 時 を 経つ に つれ 
幅 し 、 長 い 年 月 の 後 、 彼 は まだ 受け 取っ て いな か っ た あの 日 の 
労働 分 の 賃金 を 求め て 私 の も と に や っ て 来 ま し た 。 私 は 大 き な 
壮 、 后 、 ラ クダ の 群れ と 、 奴 隷 た ちや や 使用 人 た ち を 指 差し 、 彼 
に こう 言い まし た : * あ な た が 目 の 前 に ある これ ら 全 て は あな た 
の も の だ ! これ が あな た に 対す る 私 の 借り だ ! ? そ の 労働 者 は 驚 
いて 言い まし た : 『 ど うか 私 を か ら か わな いで 下さ い ! 私 は た だ 
一 日 分 の 賃金 が 欲し い だ け な の で す 。 雇い主 は 言っ た : “私 は 
あな た を か ら か っ て いる 訳 で も 、 ひ や か し て いる 訳 で も な い 。 
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これ ら は 全て あな た の も の だ 。' そ れ で 労働 者 は 提供 され た も の 
全て を 受け 取っ て 立ち 去っ た 。 

それ か ら 男 は 両手 を 天 に 揚げ 、 こ う 言 っ た :* ア ッ ラ ー よ ! も 
し 私 の 行い が あな た の た め と 、 あ な た の ご 満悦 を 得る た め だ っ 
た の な ら 、 私 た ち を 苦し め て いる この 状況 か ら 救 い 出し て 下さ 
いざ 






























































する と 岩 は 洞窟 の 入り 口 か ら 転 が り 、 三 人 の 男 た ち は そ こ か 
ら 出 て 再び 自由 の 身 と な っ た の で ある 。” [ プ ハ ーー 2752 
薇 


イス ラー ム は 、 両 親 の 生涯 を 通し て 彼ら の 満悦 を 求め る こと 、 

そし て 彼ら に 孝行 し 、 懇 切 を 尽く し 、 手 助け し 、 敬 意 を 示し 、 世 
話 を する こと が 私 た ちの 現世 で の 罪 の 重荷 を 償い 、 そ れ ら を 取り 
祭 く 大 き な 手 段 で ある と 教え ます 。 教 友 ア プ ド ッ ラ ー・ ブ ン ・ ウ 
ル (Wyy は こう 言っ て いま す : 
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各 
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“ある 男 が 預言 者 ( 有 を 訪れ 、 こ う 言 っ た : 預言 者 よ ! 私 は 大 
俳 を 犯し て し まい まし た 。 ど うす れ ば 私 に に それ を 償 うこ と が 出 
来る で し ょ うか ?" 

彼 は 尋ね まし た : “あな た の 母親 は まだ 生き て いま すか ?” 
男 は 否定 し まし た 。 

預言 者 ( 組 ) は 男 に 尋ね ま し た : “あな た の 母方 の 叔母 は 生き て 
いま すか ?" 

男 が 育 定 す る と 、 頂 言 者 (上 は 彼 に 言い まし た : “彼女 に 良く 
し 、 親 切 に する の だ 。 [デア ァ ル ミス アー 7902 棚 、 プ ブン ・ と 
ッ バ バーン 433 胡 ] 































































































この 伝承 は 、 イ スラ ー ム 法 の 一 部 の 事柄 に お いて 、 母 方 の 叔母 
に は 実 の 母親 と 同様 の 地位 が ある こと を 指し 示し て いま す 。 預言 
者 ( 仁 ) は こう も 言っ て いま す : 








“母親 の 姉妹 に は 、 母 親 同様 の 地位 が ある 。” [ プ ハ ー ク ー 
2352 毅 |] 
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こう いっ た 広範 囲 の 指針 は 、 両 親 (特に 母親 の ) の 有する 一 般 
的 権利 の 大 き さ 、 そ し て イス ラー ム の 教え に お いて 母親 に 与え ら 


















































れ て いる 静 


1 自 











の 敬意 を 表し て いま す 。 


還 W/ の / し 。) / し 。 / 氏 
PAY 人 AYA 人 YS 人 YS 
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S. 親 戚 ・ 隣 人 と し て の 女性 














イス ラー ム 法 で は 、 男 性 に 制定 され て いる 一 般 的 権利 と 同様 の 
も の が 女性 に も 同様 に 定め られ て いま す 。 公 共 社 会 の 福祉 に 対す 
る 配慮 、 お よび 相互 補助 の 精神 は イス ラー ム 的 社会 シス テム な ら 
で は の も の で す 。 預言 者 ( 租 ) は 言わ れ て いま す : 











































































































“信仰 者 た ち は お 互い へ の 思い や り 、 愛 情 、 慈 悲 に お いて 一 つ 
の 身体 の よう で あり 、 身 体 の 一 つの 部 位 に 問題 が ある と 身体 全 
体 に 熱 が 広がり 、 落 ち つ く こ と が 出来 な い の で ある 。” [スス 
クス 2596 導 ] 








また 彼 ( 環 ) は こう も 言わ れ ま し た : 


“信仰 者 た ち は そ れ ぞ れ 堅 固 な 建物 の よう で あり 、 お 互い を 支 
え 合 う 。” そう 言っ て 彼 は 両手 の 指 を 絡み 合わ せま し た 。[ プ ハ 
ー ク ー 467 区 、 ス スク ス 2585 導 


























女性 は 叔母 、 奴 、 従 姉妹 や どの よう な 親族 で あれ 、 そ し て お 互 
い の 親 等 的 近 縁 性 に 関わ ら ず 、 ア ッ ラ テー が 善行 、 腰 切 、 協 力 する 
よう 命じ た 親族 に 数 えら れ ま す 。 至高 な る アッ ラー は 、 聖 クレ ア 
ー ン に お いて 仰せ られ て いま す : 




















《 六 ら は 、 も し 権威 を 与え られ れ ば 、 地 上 に 退廃 を も た らし 、 ま 
た 血縁 の 断絶 を 望む の か 。》 (47:22) 


また 預 言 者 () は 言わ れ ま し た : 








“血縁 の 絆 を 断つ 者 は 、 決 し て 天国 に 入る こと は な い 。" [ ス 
スク ス 2556 導 


また 彼 ( 租 ) は この よう に も 言わ れ ま し た : 
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“貧し い 者 へ の 施 し は 一 つの 施し で あり 、 (貧し い ) 親族 へ の 
施し は 二 つ の 施し で ある 。 と いう の も それ は 施 し その も の と 、 
親族 と の 間柄 を 保つ こと で ある か ら 。"” [デア ルミ スズ アー 658 
夢 、 プ ブン ・ マ ー ジ 了 7842 胡 ] 





も し 女性 の 了 人 が ムスリム で あれ ば 、 彼 女 に は 二 つ の 権利 が 与 
えら れ ま す 。 そ れ は イス ラー ム に 関す る 権利 、 そ し て 隣人 に 関す 
る 権利 で す 。 至 高 な る アッ ラー は 聖 ク ルアー ン に お いて 仰せ られ 
て いま す 。 



























































《 ア ッ ラ ー に 仕え よ 。 何 も の を も か れ に 併 置 し て は な ら ぬ 。 父 母 
に 弟 切 を 尽く し 、 ま た 近親 や 孤児 、 貧 者 や 血 線 の ある 隣人 、 血 
緑 の な い 隣 人 、 道 づれ の 仲間 や 旅行 者 、 お よび 液 ら の 右手 が 所 
有する 者 (に 親切 で あれ ) 。 ア ッ ラ テー は 高慢 な 者 、 う ぬ ぼ れる 
者 を 御 好 み に な られ な い 。} [4:36] 


イス ラー ム は 、 ム スリ ム が 隣人 を 大 切 に する こと を 義務 付け ま 
す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) は 述べ られ て いま す : 











“ジブ リー ル (大 天使 ガブ リエ ル ) は 隣人 へ 配慮 する よう 、 私 
に 執 振 に 勧め 続け た た め 、 私 は 隣人 が 合法 的 な 相続 権 を 得る の 
で は な いか と 思っ た 程 だ っ た 。” [ プ ハ ーー 5669 導 ] 





また 彼 ( 個 ) は この よう に も 言わ れ ま し た : 





“アッ ラー に 碑 っ て 、 彼 は 信仰 者 で は な い 。 アッ ラー に 故 っ 
て 、 彼 は 信仰 者 で は な い 。 ア ッ ラ ー に 匠 っ て 、 彼 は 信仰 者 で は 
な い 1 22 
彼ら は 尋ね まし た :“ ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 誰 の こと で し ょ 25 
カ ュ の うう 

彼 は 言い まし た : “隣人 の 安全 を 人 因 か す 者 で ある 。” [ ブ ハ ー 
リー 3670 番 ] 






































また 、 ア スプ ァ ハ ー ニ ー 著 と ルケ ムラ ルー アウ グ クー の 中 で 、 
教 友 タル ハ (W) が この よう に 言っ た と 伝承 され て いま す : 
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“ある 夜 、 ウ マル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー プ ( き ) が 彼 の 家 か ら 
出 て 行っ た 。 私 は 彼 が 夜間 に 何 を し て いる の か 探る た め 、 彼 の 
後 を 付け た 。 私 は 彼 が ある 家 に 入り 、 し ば らく する と 出 て 来 て 
また 別 の 家 に 入る の を 見 た 。 翌朝 、 私 は そこ に 誰が 住ん で いる 
の か を 確認 する た め 、 最 初 の 家 を 訪れ た 。 和 驚く べき こと に 、 そ 
こ に は 盲目 で 身体 の 不 自由 な 一 人 の 老女 が いた 。 私 は 彼女 に 聞 
いた : * 昨 夜 こ こ に 来 た 男 は 、 何 を あな た に 求め た の で すか ?” 

彼女 は 言っ た : * あ の 男性 は この と ころ 私 の 世話 を し て くれ て 
いた 方 で 、 私 の 求め に 応え 、 手 伝い 、 養 つて くれ て いま し た 。” 

タル ハ は 自分 に 言っ た : * な ぜ 私 は ウマ ル の 行為 を 勘 ぐ っ た り 

し た の だ ろう か 。"” 
アッ ラー の 使徒 ( 個 ) は 言わ れ て いま す : 
* 宴 婦 や 貧者 を 養う 者 は 、 あ た か も アッ ラー の 道 に ある 者 の よ 
う で ある 。 そ し て か れ は こう 言っ た か の よう だ っ た : 座る こと 
な く 礼 拝 に 立つ 者 の よう で あり 、 解 く こ と な く 斎 戒 する 者 の よ 
う で ある 。"” [ プ ハ ー ク ー 5038 医 、 ス スク ス 2992 届 











































































































これ ら は 女性 の 権利 を 概要 する イス ラー ム の 教え の 中 の 、 女 性 
へ の 栄誉 、 敬 意 、 配 慮 、 そ し て 扶養 の 特徴 的 側面 の 一 部 で す 。 私 
た ち は 、 こ の 地球 に お ける 人 類 の 歴史 上 、 女 性 は か つて これ ほど 
の 敬意 を 栄 蒼 を 受け た こと は な いと 断言 し ます 。 伝承 を 元 に 様々 
な 時 代 を 見 て も 、 イ スラ ー ム 法 は 女性 の 人 生 を 通し て 、 彼 女 に 対 
する 犯罪 や 虐待 な ど を 決し て 見 逃し は し な か っ た こと を 示し て い 
る の で す 。 
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イス ラー ム に お ける 女性 へ の 誤解 


ia 





お ける 女性 と その 権利 

2 DP 
和 0 2 
に より 繰り 返し 喧伝 され て い 


y 圭 








E 傷 し よう と 試み る 





敵 選 紋 。 ダ ジロ バカ ガン シン ダ 
ます 。 これ ら の 誤解 の 元 と な る 情報 は 




















ご ヴ 








て 女 f 
脱し た 者 た ち 
映し て は い 
権 
答 を 以下 に 


























同時 に 複数 の 妻 と 婚 関 係 を 結ぶ こと 、 つ 3 








生 に 名 準 


敬意 を 


トド し 、 








イス ラー ム に 














思い 








じん 


お ける 一 般 的 女 † 
これ ら 一 般 的 な 誤解 へ の 解 


部 の 悪意 ある 人 々 
E す 。 イ スラ ー ム は その 歴史 を 通し 
尊重 し て 来 3 

に よる 犯罪 は 、 イ スラ ー ム に 基づい た 原 
E せ ん 。 私 た ち は 、 
利 と 地位 に 関し て 吹聴 され て いる 、 
示 し て 行け れ ば と , 
































居 。 学者 の ⑳ 介 
則 と 法 を 反 
邊 の 




















1. イ スラ ー ム に お ける 一 夫 多 妻 











人 類 の 歴 





尋 思 


て も 認め られ て いま す 。 


の 習慣 と し て も 、 

















ル シ ャ 人 、 デ アッシリア 人 、 
人 な ど に よっ て 行なわ れ て 来 3 





過去 に 盛 示 され た 全て の 宗教 は 一 








ご づ 


まじ:7 だ 。 


合法 
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を 
ラー の 預 














た 化 
L ュ トン ジャ 





























( 聞 生 )。 3 


こ 臣 





攻 す る 程 の 
一 夫 多 妻 





















































約 ・ 新 約 聖 書 は 数 ある 聖典 の 中 で も 
実践 し て い 
言 者 た ちの 多く も 複数 の 妻 
ブラ ハム に は 二 人 の 妻 








が いま 





月 
日 














E 目 2 だ 。 





9 
い 習 慣 で あり 、 イ スラ ー ム 法 に お い 
骨 は 当時 の アラ ブ 以 外 の 他 地 域 
『 代 ヘブライ 人 、 エ ジ プ ト 人 、 ギ リ シ ャ 人 、 ペ 
四 需 、。 イジ ンド 大 、 ロシア 人 人 、 ドイ アツ 


に 多妻 を 実践 し 、 


に 4 
姜 








に 多 ヨ 





骨 は 


容認 し て 来 























区 も 早く か ら そ れ 








E し た 。 預言 者 ムハンマド ( 箇 ) 以 


前 の アッ 

















ほ を 持つ っ てい 








じ 半 


し ン ヽ 





は 700 人 も の 





^ 一 夫 多妻 と は 同時 に 
た は 一 妻 多 3 








二 人 以 上 の 妻 


た の こと で す 。 
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預言 者 エキ コブ に は 4 人 の 妻 、 
預言 者 ダビ デ に 関し て は 99 人 の 妻 を 持っ て いた と 言わ れ て い 
また 預言 者 ソロ モン ( 誠 ) に 


ま を 持つ こと で あり 、 複 婚 と は 








E し た 。 預言 者 ア 





に 








E す 
高中 な 出身 の 妻 と 、 





一 夫 多妻 ま 


イス ラー ム に お ける 女性 





300 人 の 奴隷 
お いて は 























ち は 、 











お いて の み 2 











た に 許さ れ た 妻 の 人 数 を 特定 、 ま た は 制 
あり ませ ん 。 エル サレ ム 周 辺 に 居住 
男性 に 認め られ る 妻 の 数 を 制限 し て お り 、 
学者 た ら も 第 一 夫人 が 不 
以上 を 認め て いま す 。 ま 























選 ー 

















二 で \ た タル ムー 











不治の病 に ある 場合 、 ま た は 
< 一 部 の 























新約 聖 
れ て いま 





す が 、 


書 の 中 で 、 イ エス は モー ゼ (* 紅 ) の 律 法 
一 夫 多 妻 


夫 多 妻 を 完全 に 禁じ て さえ いま す 。 








に 従 
を 禁じ る こと を 示す 印 は 一 








し て は いま せん 。 キリスト 教 で 一 夫 多妻 が 禁じ られ 





ト 教 会 一 派 の 唐 
る も の で は な 














こう うじ だ 














の 妻 を 要 る 例 を 見 
Ditharmet) ( 
こも 、 教会 の 許 
大多 の 上 人 OR H 職 者 の 手 
キリ スト ($ 敵 ) 本 人 に 
け か り 0 ト 教 会 を 創設 
人 聖職 者 の マル ティ ン ・ 





の 
ッ ク 王 二 世 








いな いこ と が 分 


] 令 


に より 、 私 た ち 


に よる も の で あり 、 キ リス ト 教 元 
OS 


は 多く の キリ スト 教 








HH すこ と が 出来 ます 。 例 えば 、 ア 

2 人 の 妻 が いま し た 
可 に よっ て 妻 が 二 人 い ま 
に よる も の で あ 
知ら れる 元 来 の 法 














普遍 的 に 








ルター 一 夫 多 妻 を 合法 





光生 R2 ビ の 











ム の 登場 に 


男性 に は 





























者 た ち 
残り の 者 た ち 
使 及 
慈愛 旭 さき アッ ラ 











よっ て 、 イ スラ ー 
四 人 まで の 妻 
定 が 定め られ まし た 。 真 性 な 
6 イス ラー ム を 受け 入れ た 暁 に 
に 関し て は 誠意 を 示 
E( 細 ) が 義務 付け た と いう 数 々 の 例 が 存在 し ます 。 
ー は この よう に 仰せ られ て いま す : 





夫 多妻 制 は イス ラー ム 勃 興 以 前 の 多神教 アラ ブ 部 族 ( 
も 実践 され て いま し た が 、 
結婚 出来 る 妻 の 数 に つい て は 制限 が あり ませ ん で し 
ム 法 は 一 夫 多妻 制 を 容認 




















前 述 の 庄 預 



































制限 が 加わ り 、 
束 承 の 中 に は 、 


3 の 更に 婚 
の 
は 中 人 


、 し て 北 計 を する 過 



























































日 身 の 妻 が いた そう で す 。 預言 者 モー ゼ (%) の 律 法 に 





限 する 箇所 は 

ド 編 人 者 た 
部 の ユダ ヤ 教 
不妊 の 場合 に 
学者 た ち は 一 




















りう 命 選 ら 
つと し て 存在 
た の KN 
来 の 教え に 








徒 た ち が 複 数 
イル ラン ド 国 
も ダル レツ W 
まし た 。 人 大 つて 、 
りう 
と は 合致 し て 
し 2 だ ドイ ジン 
で ある と 見 な 














こ お い て 


言 者 の 時 代 の 場合 と 同様 に 、 


だ 。 イス アー 
し だ 200、 
に 関す る 規 
上 の 妻 を 持つ 
だ け を 残し 、 

の 2 ツア ルリ 











《 も し も ゃ も 液 ら が 孤児 に 公平 に し て や れ そ うに な いな ら ば 、 液 ら 
が 望む 二 人 、 三 人 また は 四 人 の 女 を 変る の だ 。 だ が 公平 に し て 


62 


イス ラー ム に お ける 女性 


や れ そ うに な いな ら ば 、 た だ 一 人 だ け ( 要 る か ) 、 ま た は 液 ら 
の 右手 が 所 有する 者 ( 故 隷 、 捕 虜 の 女 ) で 我慢 する の だ 。 こ れ 
が 不正 を 避け る た め に より 良い の で ある 。}* [4:3] 





この よう に 、 私 た ち は 全 て の 妻 に 対す る 待遇 に お ける 厳格 な 意 
味 で の 公正 、 そ し て 不正 の 回 避 が 、 複 数 の 妻 を 希望 する 者 に 規定 
され て いる 条件 の 一 つ で ある こと を 見 出す の で す 。 


アッ ラー の 使徒 ( 骨 ) は 次 の よう な 言葉 で 偏愛 を 警告 し まし た : 


“一 人 の 妻 を 持つ 者 が 双方 に 対し 公平 で な けれ ば 、 彼 は 復活 の 
日 に 、 体 の 片方 が 崩れ 落ち た 状態 で 現れ る だ ろう 。”" [デブ 
ー・ ダ ー ク ウー ド が 2 の 9 区 、 デ ィ ァ ア ミズ アー 7 る 


この 朋 絡 で の 正義 と 公平 と は 、 出 費 、 富 の 分 割 、 贈 与 な どの 物 
資 的 な も の や 、 時 間 な ど に も 適用 され ます 。 一 方 で 特定 の 妻 だ け 
に 強い 愛情 を 抱い た り 、 心 が 偏向 し て し まう よう な 感情 的 な 部 分 
に つい て は 、 心 の 奥底 の 感情 や 潜 在 意識 は 人 に は コン トロ ー ル の 
出来 な いも の で ある た め に 容認 され て いま す 。 慈愛 き ア ッ ラ ー 
は この よう に 仰せ られ て いま す : 























































































































% 流 ら が 妻たち に 公平 に し よう と も 、 そ れ は 到底 出来 な いで あろ 
う 。 た と え 液 ら が (心から ) 切望 し よう と も 。 だ か ら 人 偏愛 に 傾 
き 、 妻 の 一 人 を (結婚 と も 離婚 と も つか ず に ) 曖昧 に 放っ て 思 
く の で は な い 。 液 ら が 調和 し 、 主 を 長 れ る の な ら ば 、 実 に アッ 
ラー は 、 度 々 赦 さ れる 御方 、 慈 悲 深 い 御方 で あら れる 。# 
[4:129] 


信仰 者 の 母 、 そ し て 預言 者 の 妻 で も ある アー イシ ャ ( 租 ) は 次 の よ 
う 選 全て いま 



































“預言 者 ( 授 ) は 彼 の 妻たち の 間 に 公 平 に 分 配 し 、 こ うう 言っ た も 
の で した 

アッ ラー よ ! これ は 私 の 所 有 物 の 分 割 で す 。 ア ッ ラ ー よ ! あ 
な た の み が 所 有 さ れる お 方 で す 。 私 が 所 有 し な いも の に 関し て 
私 を 符 め な いで 下さ い 。” [アプ ブー・ ダ ー ク ウー/ が 、 ディ ァ ル ミズ 
アー、 そ の 他 。 尚 この 伝承 は 伝承 経路 が 脆弱 で ある と 言わ れ て 
いま す 。] 
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尚 、 性 不能 の 男性 に 関し て は 、 基 本 的 条件 を 満た さ な い た め に 
結婚 の 対象 と され る べき で は な いで し ょ う 。 ま た 新た な 妻 と 家庭 
を 経済 的 に 養う こと の 出来 な いこ と が は っ きり し て いる 男性 も 同 
主 に 、 婚 を 求め る べき で は あり ませ ん 。 尋問 を 望む 独身 男性 は 、 
妻 と 子供 の 将来 の た め に 収入 源 を 持つ こと に 努力 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 一 般 的 な 裁定 と し て 、 ア ッ ラ ー は 次 の よう に 仰せ られ て 
いま す : 




































































ト 引 


























《 そ し て 結婚 (の 資金 ) を 見 出せ な い 者 は 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 に よ 
っ て 富む まで 自制 せよ 。#』 [34:33] 


それ で は 、 い か な る 社会 に お いて も 存在 し 得る 状況 を 参考 と し 、 
一 夫 多 妻 制 が 諸 問題 に 対し て 良き 結果 と な る の か どう か 、 ま た 一 
夫 多 妻 制 が 女性 の 利益 に 反する の か どう か を 考察 し て 行き まし ょ 
う 。 以下 に 述べ られ て いる 点 か ら は 、 多 く の 状 況 に お いて 一 夫 一 
婦 制 が 乱 交 や 売春 、 ま た は 離婚 に の の から て いる こと を 証明 し て 
いま す 。 






























































1) も し 女性 が 不妊 症 で あり 、 夫 が 子供 を 欲し が る 場合 、 彼 は そ 
の 女性 と 離婚 すべ き で し ょ うか ? また は その 女性 が 結婚 を 維持 し 
NO+>O>O>+OIOIUjmlxlml+ 
し て 二 人 の 妻 の 双方 に 同等 の 権利 を 与え る べき で し ょ うか ? 















































2) も し 女性 が 慢性 的 な 病 を 患い 、 男 性 と の 性 的 交渉 を 持つ 
が 出来 な く な っ た 場合 、 彼 は 彼女 と の 婚 関 係 を 維持 し た ま 
二 夫 人 を 射 り 、 女 性 は 第 一 夫人 と し て 名 誉 を 保っ た まま 、 夫 
る 兵 養 と 保護 を 受け る べき で し ょ うか ? あ るい は 彼女 は 男性 
っ て 離婚 され る べき で し ょ うか ? 












































2 「? 
r 叶 避 (r 























3) 一 部 の 男性 は 経済 的 に 裕福 な 上 、 多 量 の 男性 ホル モン を 有 す 
る た め 、 性 的 要求 が 高い と され ます 。 そ し て この よう な 場合 、 妻 
一 人 で は 彼 の 合法 的 で 自然 な 性 的 欲求 を 満た すこ と が 出来 な い 場 
合 が あり ます 。 ま た 、 も し 月 経 期間 ある い は 産後 の 出血 が 通常 よ 
り も 顕著 に 長い 場合 、 ま た は 彼女 が 男性 の 性 欲 と 釣り 合わ な い 場 
合 や その 他 の 状況 な ど に お いて 、 夫 と 妻 に と っ て の 最善 策 は 何で 
し ょ うか ? 男性 が 錦 慎 を 溜め 込む こと で し ょ うか 、 そ れ と も 非 


























































































































下 
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イス ラー 
法 的 な 婚 外 の 必 





























ム に お ける 女性 





























E 的 満足 感 を 求め る こと で し ょ うか ? あ る い は 彼 の 





f 


貞 節 さと 満足 感 を 保つ こと を 助け る 、 他 の 合法 的 な 妻 を 切る べき 
で し ょ うか ? 
4) 世界 の 様々 な 地域 で は 、 国 家 間 の 戦争 や 内 戦 、 





よっ て 、 多 く の 男 性 が 命 を 落し 
大 半 の 国々 で は 女性 の 総数 が 男 情 




















に 関す る 良 





不 釣 り 合い な 死 ] 










































































E の それ を 上 回 





また は 災害 に 








ます 。 更に は 様々 な 理由 に より 、 
っ て いま す 。 これ 

















* 例 と し て は 、 天 文学 的 な 戦死 者 数 を も た らし た 第 一 
0 第 二 次 世界 大 戦 が 挙げ られ る で し ょ う 。 他 の 地域 で も 同様 の 














て 、 も し 全て の 男性 に 
合法 的 な ヵ 





























ご し で 


率 が 挙げ られ て いま す 。 そ の よう な 状況 に お い 
一 人 ずつ し か 妻 が いな か っ た の で あれ ば 、 
棚 関係 を 失っ た 女性 た ち は い か ! 





社会 的 、 経 済 的 、 





そし て 性 的 に 満足 する こと が 出来 る で し ょ うか ? 一 部 の 女性 た ち 




















は 女 通 、 同 性 愛 、 ま た は 売春 に よっ て 性 的 欲求 を 満た そう と いう 








誘惑 に 負け て し まう か も し れ ま せん 。 これ は 視 
E い ます 。 夫 を 持た な い 女 性 た ちの 





素 と な っ て し 3 





























を 世話 し 保護 する 男性 親族 の 欠如 は 、 社 会 
性 行為 を 広め る 要素 の 一 つ で す 。 社 会 に に と っ て 、 ま た この よう な 














0 
お ける 重責 





* 














貢 に 


























会 の 不安 定 化 の 要 




















加 と 、 彼 女 ら 


こ お け る 腐敗 と 違法 な 








E に と っ て 最善 な こと と は 、 独 身 と し て 留まり 人 生 に 
耐え 続け る か 、 ま た は 第 二 夫 人 と し て 誠実 で 貞操 な 

















名 誉 ある 連作 


不幸 に も どの よう な 近代 社会 
それ は 人 の 手 








か ? 大 半 の : 





E と 結婚 する こと を 認め る こと の どちら で し ょ うか ? 

















上 述 の よう な 状況 に お いて は 代替 策 と し て 、 


ー ト サー ビス 、 売 春 、 
会 的 に 認め られ て いる の で す 。 これら の 類 の 






































まず それ 自体 が 























な 





関係 は た び た び 虐待 











や 争い な ど を 生み 出す の で す 。 こ れ ら の 人 不 # 








に お いて も 乱 交 は 存在 し ます が 、 
に よっ て 作ら れ た 法 が そう で ある よう に 、 社 会 的 犠 
牲 が 伴う に も 関わ ら ず 、 合法 化 の 未 に 容 府 され る べき で し ょ う 
近代 社会 で は 一 夫 一 婦 制 の み が 合 法 と され て いま す が 、 
0 2 人 が 大人 、 べら 
実 婚 な ど と いう 形 を 取っ た 尋 外 交渉 が 社 

















関係 を 持つ こと は 
ほ 益 で あり 、 そし て も し 両者 が や が て 結婚 する と 
いて と に な ら な けれ ば 、 そう いっ た 不法 





な 関係 は 、 た だ 責任 











を 伴わ な い 形 で 双方 の 性 的 欲求 を 満た す だ け 
的 に 女性 が 権利 を 侵害 され る 結果 と な る の で す 。 
社会 的 そし て 感情 的 な 義務 は 課さ れず 、 た と え 女 必 


し て も 、 そ れ は 彼女 自身 の 問題 と され 、 子供 
































+ す の も の で あり 、 一 般 








法 的 に も 経済 的 、 
生 が 妊娠 し た と 
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は 私 生 ! 





E 児 と し て 家族 


イス ラー ム に お | 


の 援助 を 受け る こと 
設 に 預け られ て し ま 





を 認知 する 義務 が な く 、 そ の た め 子 供 に 対す る 経済 的 責任 を 負う 


義務 が あり ませ ん 。 
に 行なわ れ ま す 。 イ 




















ナ る 女性 


も な く 、 時 に は 見 捨て られ て 孤児 院 な どの 施 
う ので す 。 一 般 的 に 、 男 性 側 に は 子供 の 親権 












































この よう な 社会 に お いて は 妊娠 中 絶 が 日 常 的 
ラー ム 清 で は 、 況 三 大 人 、 人 三 大 人 、 四 














た 人 それ ぞ れ が 第 一 夫人 と 全く 同じ 権利 と 恩典 を 有 し 、 不 公平 や 
不 名 誉 は 微塵 も 許し ませ ん 。 











不貞 、 委 洲 、 そ し て あら ゆる 婚 外 性 交渉 は 、 イ スラ ー ム に お い 
て 厳し く 禁 じ し ら れ て お り 、 預 言 者 は こう いっ た 社会 的 病 か ら 社 会 
を 守る た め 、 あ ら ゆ る 手段 を 尽く し まし た 。 も し それ が 慕 延 する 
な ら ば 、 そ れ ら は 個人 と 家庭 、 そ し て 社会 全体 を つなげ る 基本 的 











結束 に お いて 害悪 と 






































破滅 を も た ら す だ け な の で す 。 次 に 引用 する 








伝承 で は 、 若 い 年 頃 の 男性 に 対し て の 預言 者 ( 骨 ) の 忍耐 強い 助言 と 
し て 、 多 元 的 な 視点 を 持つ こと 、 そ し て 欲望 に 流さ れ て 不貞 や や 玉 















































淫 に 走る こと の 悪 が 説 か れ て お り 、 彼 の 優れ た 類推 に よる 英知 が 
如 実 に 現れ て いま す 。 自分 の 女性 親族 が 搾取 、 利 用 、 虐 待 さ れる 




















こと を 望む 者 な ど 誰 も いな い の で すか ら 、 ど うし て 他 者 を 挫 取 す 




















の る が ざ 出 来る で し よう の マダ 
ある 真性 な 伝承 で は この よう に 語ら れ て いま す : 




















“ある 若い 男性 が アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) を 訪れ 、 こ う 尋 ね まし 


7 だ 8 





“アッラー の 使徒 よ 、 ど うか (特別 に ) 私 通 (と 不貞 を 行 
と ) の 許可 を お 与え 下さ い 。* 














ーー 
ュー 


NOY 


























人 々 は 彼 を 激しく 非難 し 始め まし た が 、 預 言 者 は 彼 の 近く に 
座り 、 こ う 聞 きま し た : ' あ な た は その よう な こと を 自分 の 母親 





に 望み ます か ?" 





彼 は 応え まし た : ' い いえ 、 ア デッラ ー に 奪っ て 。 ア デッラ ー が あ 
な た の た め に 私 を 犠牲 と され ます よう 。*” 














アッ ラー の 使 及 





E( 此 ) は 言い まし た : * 同 様 に 、 人 々 は 自分 た ち 





の 母親 に 同じ こと を 望ま な い の で す よ 。' そ し て 続け まし た : 


* あ な た は その よ 


うな こと を 自分 の 娘 に 望み ます か ?* 


"いい え 。' と 役 は 答え まし た 。 
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イス ラー ム に お ける 女性 


アッ ラー の 使徒 ( 皆 ) は 言い まし た : "同様 に 、 人 々 は 自分 た ち 
の 娘 に 同じ こと を 望ま な い の で す よ 。' そ し て 続け まし た : * あ 
な た は その よう な こと を 自分 の (父方 の ) 叔母 に 望み ます か ?” 

“いい え 。” と 彼 は 答え まし た 。 

同様 に 、 人 々 は 自分 た ちの (父方 の ) 叔母 に 同じ こと を 望ま 
な い の で す よ 。* そ し て 続け まし た :* あ な た は その よう な こと 
を 自分 の (母方 の ) 叔母 に 望み ます か ?* 

“いい え 。” と 彼 は 答え まし た 。 

同様 に 、 人 々 は 自分 た ちの (母方 の ) 叔母 に 同じ こと を 望ま 
な い の で す よ 。* それ か ら 預 言 者 ( 遂 ) は 彼 の 手 を 若者 に 置い て 言 
いま し た : * ア ッ ラ ー よ 、 彼 の 罪 を お 赦し に な り 、 心 を 浄化 させ 、 
貞 節 な 者 と し て (性 的 な 罪 へ の 抑制 を 強化 させ て ) 下さ い *。” 
[アプ ハマ が 22265 届 

































































上 記 の 伝承 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) に より 言及 され て いる 、 以 
下 の よ うな 黄金 の 搾 の 実践 へ の 適用 で ある と 言え る で し ょ う : 




















“あな た 方 は 、 自 分 の 欲す る も の を 自分 の 兄弟 に 欲す る よう に 
な る まで 、 ( 真 の ) 信仰 者 と は 言え な い の で す 。"” [ ブ ハ ー ク 
ー 75 欧 スス クス タタ 肌 








イス ラー ム 社 会 に お ける 一 夫 多 妻 制 は 、 四 人 まで に 制限 され て 
いま す 。 そ れ は つま り 、 適 切な 嬉 契約 と 証人 を も っ て 行なわ れ 
と 結婚 の こと で す 。 人 よる 妻 と 子供 本 
全て の 経済 的 負担 IS 
員 が 出 児 と され 、 0 の 人 PCO 
され な けれ ば な り ま せん 。 













































































聞 














し か し 、 も し 男性 に 一 夫 多 妻 が 許さ れん た の で あれ ば 、 な で ぜ 女 必 
こ は 一 妻 多 夫 * が 許さ れ な い の か と 問わ れる か も し れ ま せん 。 こ れ 
に 対す る 答え は 単純 で す 。 な ぜ な ら 既 述 の よう に NN 
身体 的 な 要因 が そう いっ た 選択 肢 の 実現 を 不可 能 に する か ら で す 。 
ほぼ 全て の 社会 に お いて 、 男 性 は その 体力 と 生得 的 性 質 か ら 、 家 
庭 に お ける 権威 と し て の 地位 を 持つ か ら で す 。 た と え 体 力 的 な 要 


け [ 



















































































? 一 妻 多 夫 と は 、 同 時 に 複数 の 夫 を 女性 が 持つ こと で す 。 
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次 の よう な 疑問 が 浮上 する で し 。 
て リー ダー シッ プ を 取る の で し 』 


な 競争 、 災 始 、 色 り や 憎しみ を 生み 
き な 被 害 を も た らし ます 。 更 に 、 
婚 が 出来 る の で あれ ば 、 誰 が 彼女 の 妊娠 する 子供 を 
父 権 に 

































































か 2? そし て この よう な 月 

















素 を 無視 し た と し て 、 一 人 の 女 必 








E に 二 、 
う : 誰が 家庭 に 














三 大 の 夫 が いた と し て も 、 


に お ける 権威 と し 





うか ? これ は 夫 た ちの 間 に 有 害 


























出し 、 結 果 的 に は 社会 へ の 大 

















も し 女性 が 一 人 以上 の 男性 と 結 








認知 し 、 ま た 





関し て どの よう な 説得 カ の ある 決定 が 下さ れる の で し ょ 2 う 
り 決め か ら 数 世代 後 





に 、 社 会 の 人 口 は ど 














うな っ て いる で し ょ うか ? 男 性 は そう いっ た 一 人 の 妻 に 対し て の 
婚 契 約 に お いて 、 貞 人 節 を 保っ つて いら れる で し ょ うか ?2 それ と も 


乱 交 へ の 診 惑 に 
は 明和 









































R ら れる で し ょ うか ? これら の 疑 
で す 。 女 性 は お よそ 年 に 一 度 、 そ し て 一 度 に 
らし か 妊娠 する こと が 出来 8 
を 妊娠 させ る こと が 出来 る こと か ら 、 女 1 
を 持つ と いう こと より も 、 男 性 に 一 

















ーー 


E せ ん が 、 男 性 は 継続 的 ( 0 生 
価 が 複数 の 男性 と 関わ り 
人 以上 の 妻 が いる こと の 方 が 、 





より 自然 で 論理 的 で ある と 言え る で し ょ 2 う 。 


と り わ け 一 夫 多 妻 制 に お いて は 
対す る 責 






































0 


の 男性 か 
































、 学 性 が 妻 と 子供 全員 の 扶養 に 


E を 持っ て お り 、 そ れ に よっ て 秩序 立っ た 家庭 が も た ら 





され ます が 、 一 妻 多 夫 に 至っ て は そう で は あり ませ ん 。 そ れ ゆ え 、 


目 


考え 得 








の で す 。 








る あら ゆる 角度 か ら 見 て も 、 そ れ は 理 に か な わな いも の な 


以下 に 、 一 夫 多妻 制 を 要求 し 、 そ れ が 社会 の 諸 問 題 に お ける 唯 


ー の 解決 策 で ある と 見 な し た 西洋 の 思想 家 た ち 
いき 3 


著名 な フラ ンス 人 / 


(4 

















上 の 




















ます : 





























し 、 和 社会 か ら 私 生 児 を な くす の で ある 。 





Ae/jg7ozs) 」 の 
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に よる 発言 を 見 て 


想 家 で ある ギュ スタ ー ヴ ・ ル ・ ボ ン は 、 そ 
の 著書 「 ア ラブ 文明 (Arabic Civilization) 」 の 
て い 3 


FE で この よう に 述べ 


夫 多妻 制 は 社会 的 危機 の 減少 を 可能 と し 、 愛 人 間 題 を 解決 


また アニ ー・ ベ サン ト は 、 彼 女 の 著書 「 イ ンド の 宗教 (zz 
で こう 述べ て いま す : 


イス ラー ム に お ける 女性 


パプ バツ ラー の 意 意志 に 心から 従 う 、 ア ッ 4 に 最も 近 v \ 友 が 一 夫 
多妻 を 実践 し て いる の を 私 は 旧約 聖書 の 





更に 新約 聖書 で は 、 


い 教 会 の 聖職 者 か 牧師 で な い 限 り 、 一 夫 多 妻 は 禁じ られ て いま 


















































で 見 い だ し まし た 。 
一 人 の 妻 を 扶養 する こと し か 許さ れ て いな 


























せん 。 イ ンド の 古代 宗教 書 で も 、 同 様 に 一 夫 多妻 が 認め られ て 
いま す 。 し か し な が ら 、 他 者 の 宗教 実践 を 批判 する の は 容易 な 











SS St 


























それ こそ が 人 々 が イス ラー ム を 非難 し 、 そ 























の 一 夫 多 妻 制 の 容認 を 攻撃 きせ て いる 原因 な の で す 。 西洋 人 た 
ち が 、 制 限 ・ 制 約 さ れ た ムスリム の 一 夫 多 妻 制 に 反対 する の は 





彼ら 自身 の 社会 に 


























延 する 売春 や 乱 交 の 





情 を 考え れ ば 、 実 に 





庁 妙 な こと で す 。 西洋 社 会 へ の 慎重 な 考察 は 、 ご く 一 握り の 純 
粋 で 貞 人 節 か つ 誠 実 な 男性 た ち が 、 一 人 の 妻 の み に 対 し て の 清 ら 
か な 結婚 関係 に 敬意 を 示 し 、 0 と を 明らか に 


し ます 。 従っ て 、 彼 
た り 、 そ の 他 の 方 法 



































ら が 合法 で ある 妻 以外 に 愛人 や 恋人 を 持っ 
まで 性 的 行為 を 行っ た りす る た め に 、 そ の 社 














会 が (男性 唯一 の 結婚 関係 を 維持 する こと を 意味 する ) 一 夫 一 


婦 制 で ある と いう 








に も 私 た ち が 公 1 














主張 は 間違っ て お り 、 不 正確 な も の な の で す 。 


























E で 平等 で めのう と する な ら ば 、 イ ズラ ー ム 








お ける 一 夫 多 妻 制 が 社会 の 一 2 E へ の 敬意 を 示 し 、 
































護 と 栄誉 を 与え て いる こと が 分 か る は ず で す 。 一夫 多妻 制 は 
男性 が 愛人 ・ 恋 人 を 持つ こと に の ニー ズ 、 名 











菅 を 全く 考慮 に 入れ ず 、 性 的 欲求 だ け を 満た すこ と を 許す よ 2 
な 西洋 的 売春 社会 より も 優れ て いる の で す 。 男性 は 欲求 が 満た 
され 次 第 、 関 係 を 持っ た 女性 を 捨て 去り ます 。 男性 に は 愛人 や 
恋人 に 対し て 行う べき 社会 的 義務 や 責任 が な いか ら で す 。 彼女 


















































と 関わ り を 持つ 唯 











の 目的 は 、 一 時 的 な 性 的 欲求 を 満た すこ と 

















だ け で あり 、 彼 の 求め る も の は その 場 だ け の 付き 合い の み で す 。 
一 部 の 人 々 は 、 一 夫 多 妻 制 と 女 通 ・ 売 春 が 同じ よう に 悪く 、 容 
認 し 難い も の で ある と 主張 し ます が 、 そ の よう な こと を 言う ノ 
ンジ ・ ム スリ ム は 果たし て 公平 で ある と 言え る で し ょ うか 。 とい 
う の も 彼ら は 自分 た ち も 同 じ 様 な こと を 行っ て いな が ら 、 社 会 
的 な 容認 と 認知 を 受け て いる こ と を 行う ムスリム を 非難 し て い 




















る の で すか ら 





また 著名 な 英国 人 学者 ジャ ワー ド は 、 次 の よう に 発言 し て いま 
























































【U 
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イス ラー ム に お ける 女性 


“一 夫 多 妻 を 妨げ る 英国 の 硬直 し た シス テム は 不正 で あり 、 








容 





認 の 出来 な い シ ステ ム で ある 。 そ れ は お よそ 二 百 万 人 の 年 老い 


て し まっ た 未婚 婦 
た ち は 若 さ を 和 失い 、 
これ ら の 女 f 




















人 を 著しく 害する も の で ある 。 これら の 女性 
子供 を も うけ る こと が 
生 た ち は あ た か も ナツ メ ヤ シ の 種 を 








出来 な い 。 
捨て る か の ご と 





それ ゆえ 、 


く 、 倫 理 観 を 捨て る こと を 余儀 な くさ れ て いる の で ある 。” 


一 方 前 フラ ンス 議会 の 委員 ぬ ム ブ ナー ル は 


























0 清 SM まがっ 








“も し も 全て の フラ ンス 人 青年 が 、 各 一 人 ずつ 女性 と 結婚 し た 
と し て も 、 二 互 〇 万 人 の フラ ンス 人 女性 は 夫 を 見 つけ る こと が 





出来 な く な っ て し ま う 。 私 は 正直 に 、 





り a 
いる と 宣言 する 。 私 は 、 社 会 
摂 理 に 反 し 、 矛 盾 し 、 軽 視 











の に 
































する も の は 、 そ れ が いか な る 法 で あれ 、 正 
で 野 窒 な 法 で ある と 信じ る 。 " 

















な い 残 

















* 女 性 は 母親 に 





こ な ら な い 限 


康 的 な 人 生 を 楽し ゅ こと が 出来 な い '? と いう こと を 信じ て 
員 で ある 多く の 人 々 が 人 間 の 
する 状況 を 強い る よう な 判決 を 可決 








義 と 公 1 





E さ の 微塵 も 











1939 年 、 国 連 は ある 発行 物 を 出版 し 、 特 別 声 明 を 出し まし た : 








“この 出版 物 は 、 統 計 に より 全 
題 に 直 直 
児 の 総数 が 60% も 増 
で は 、 私 生 
































加 し て いる } 
児 の 割合 が 国 の 全 























世界 が 
し て いる こと を 証明 し まし た 。 一 部 の 医 
h 域 が あり ます 。 


出生 





























肖 加 し 続 守 け 

















率 の 75% に 


々 で は 、 私 生 
例え ば パナ マ 
まま Ge 填 UUC い まゆら 


る 私 生 児 の 問 








これ は 、4 人 中 3 人 の 子供 た ち が 婚 外交 渉 に よっ て 生ま れ た 非 婚 








出 子 で ある こと を 意味 し ます 。 私 生 児 の 割合 が 最 


区 も 面 





























フラ ケン アメリ みみ で ある 発表 きれ で いま す 。? 


MHR 人 みみ ターム 
数 が (他国 と 比べ ) ほぼ 皆 
の 編集 者 は 、 イ スラ ー に 
と の 事実 に より 、 こ うい っ た 神 
と を 主張 し て いま す 。 
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世界 に お 
無 で ある こと を 証明 し 
E む 人 々 が 一 夫 多 妻 
[会 問題 や 病 か ら 保 護 さ れ て いる こ 





地域 は 





IT 





ける 








財 








商 出 児 出産 の 
し た 。 発行 物 
を 実践 する こ 








イス ラー ム に お ける 女性 


2. 婚 期 契 約 に お ける 後見 人 の カカ 





イス ラー ム 法 学 に お いて は 、 婦 如 関 係 を 有効 と する 条件 の 一 つ 
に 、 当 該 女 性 の 完全 な 同意 が 求め られ ます 。 
預言 者 ( 組 ) は この よう に 言わ れ て いま す : 





r[ 




















デブ ブス?) (離婚 し た 女性 、 ま た は 未亡人 ) は 、 結 婚 の 申し 
込み が あり 、 彼 女 の 合意 が な い 限 り 結 婚 さ れ て は な ら な い 。 そ 
し て 処女 は 、 彼 女 と の 協議 の な い 限 り 結 婚 さ れ て は な ら な い 。” 
ある 者 が 質問 し まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 彼 女 の 許可 と 
ほど の よう な も の で し ょ うら か が か?? 

彼 は 答え まし た : "7 光 黙 で ある 。” [ハー クー 4543 区 、 ス 
スク ス 7279 凛 

















ゃ も し 女性 が 望み も し な い 結 婚 を 強要 され た の で あれ ば 、 彼 女 は 
ムスリム 裁判 官 へ 訴え て その 結婚 の 取り 消し を 求め る 権利 が あり 
ます 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 皆 ) の も と に 、 ア ル テ ハ ン サ ー・ ビ ント ・ ハ 
ダム と いう 過去 に 結婚 し て いた こと の ある 女性 が 訪れ 、 彼 女 の 父 
親 が 彼女 の 嫌う 男性 と の 結婚 を 強制 し た こと を 訴え に 来 ま し た 。 
彼 は それ を 不 認可 し 、 無 効 と し まし た 。? 











































































































また も う 一 つの 条件 と し て 、 彼 女 は 自分 の 後見 人 を 抜き に 誰か 
と 結婚 し て は な ら な いと いう も の が あり ます 。 彼女 の 父親 、3 
は 彼 が 存命 し て いな い 場 合 は 彼女 の 祖父 、 父 方 の 叔父 、 兄 弟 、 更 
に は 成人 し た 息子 、 あ る い は 国家 の 長 な ど が 彼女 の 後見 人 と し て 、 
彼女 の 権利 が 守ら れる こと を 保障 し 、 彼 女 と 共に 尋 契 約 に 署名 
し な けれ ば な り ま せん 。 彼 の 役割 は 、 新 郎 が 節操 の ある 誠実 な 者 
で あり 、 彼 女 に よる 適切 な 結婚 の 際 の 贈与 財 の 受け 取り 、 そ し て 
彼女 の 認め る 二名 の 証人 に よっ て 証言 が され る の を 確認 する こと 
で す 。 これら の 全て は 、 女 性 側 の 権利 、 そ し て 婚 六 に お ける 尊厳 
の 保護 を 目的 と し ます 。 










































































ミ で や 













































































? ブ ハー リー に よる 伝承 。 6546 番 。 
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イス ラー ム に お ける 女性 
アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) は 次 の よう に 述べ て 、 こ の こと を 明確 に され 
OK まお 2 


























“後見 人 な くし て 結婚 は 成立 し な い の で ある 。” [アブ ー・ ダ 
ー ク ー バ が 2058 胡 、 デ アァ ケ ルケ ミズ スプ アー 7707 紅 





また 別 の 伝承 で は この よう に 述べ られ て いま す : 





“後見 人 な くし て 結婚 は 成立 し な い 。 そ し て 後見 人 の な い 者 
に は 、 統 治 者 が 後見 人 の 役割 を 果たす の だ 。” [ハマ だ 
2260 林 、 プ ブン ・ マ ー ジ 了 7989 導 








それ ゆえ 、 も し 女性 が 駆け 落ち し 、 MG 
で あれ ば 、 そ れ は 預言 者 ( 遂 ) が 言明 され て いる よう に 、 非 合法 で あ 
る と 見 な され ます 。 






























































“いか な る 女性 で あれ 、 後 見 人 の 同意 な くし て 結婚 し た の で 
あれ ば 、 彼 女 の 結婚 は 無効 で ちや る 。 そ し て 彼女 の 結婚 は 無効 で 
ある 。 そ し て 彼女 の 結婚 は 無効 で や る 。 そ し て も し 男性 が 彼女 
と 床 入り し た の で あれ ば 、 彼 は 彼女 の 恥部 を 自ら に 合法 と し た 
こと に よっ て 、 彼 女 は 彼 か ら 結 婚 の 際 の 贈与 財 を 受け 取ら な け 
れ ば な ら な い 。 そ し て 彼ら が 論争 に な れ ば 、 統 治 者 が 後見 人 の 
な い 者 に と っ て の 後見 人 と な る 。” [アブ プー・ ダ ー〆ー ん 
2083 医 、 デ アル ミズ アー 7 の 2 肌 


半量 生 、 初婚 者 で ある か どう 

に 関わ ら ず 、 女 性 2 し PP の 意志 に よっ て 
入れ る か 断る か MT り ます 。 後見 人 制度 は 、 
女性 側 の 利益 を 守る た め だ け に 存在 し て いる の で す 。 場合 に よっ 
て は イス ラー ム 国 家 の 統 治 者 、 ま た は 総督 が 彼女 の 合法 的 な 後見 
人 と な り 、 彼 女 に と っ て の 秩 護 と な り 、 ま た 犯罪 的 行為 が 存在 し 
な いか どう か を 確認 する と いう 事実 は 、 嬉 契約 の 神聖 さ 、 そ し 
て 女性 の イス ラー ム に お ける 権利 と いう 尊厳 を より 強固 に する も 
の で す 。 


































































































































































































女性 は 先天 的 に か よわ い 存在 で ある た め 、 イ スラ ー ム 法 は 彼女 
の 利益 と 福祉 を 保護 し 、 彼 女 の 権利 を 保持 させ る 原則 と 法 を 定め 
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イス ラー ム に お ける 女性 
彼女 の 両親 と 親族 は 必要 な ら ば 、 





て いま す 。 





彼女 に と 





つ 相 応 し い 人 物 の 選択 を 手助け する こ の 





ら は 皆 彼 女 の 幸せ を 願 
る こと を 望ま な いか ら 
築く こと で あり 、 子 供 

















い 、 彼 女 が 結婚 に 














お ける 失敗 の 























で す 。 結婚 の 
に と っ て の 愛情 








的 と ! 
に 満ち た 有益 な 


は 男女 の 永 


























っ て 最善 か 
な ぜ な ら 彼 
被害 者 と な 
続 的 関係 を 
家庭 の 構築 














で も あり 、 特 定 の 欲求 を 満た す た め だ け の も の で は あり ませ ん 。 




















一 般 的 に 、 女 司 
も 外観 な ど ( 
ゆえ イス ラー ム 法 は 、 
に と っ て 相応 しい 者 で 
下す る 権利 
役割 は 、 権 力 と 責任 を 
す 。 更に 、 男 性 は 他 の 
り 理 解 出来 る と いう こ 
た は 彼 の 克 護 下 に ある 












































る こと も 出来 ます 。 も ちろ ん 、 
妻 や 女性 側 と の 協議 を 欠か し て は な り 








結婚 を 申し 出 て 来 て 、 


た の で あれ ば 、 イ スラ ー ム 法廷 に お いて 後見 人 の 資格 に 関す る 正 


い 





当 性 に 関し て 訴え る こ 

















近親 で ある 成人 男性 親族 に 与え られ る か 、 
親族 が いな い 場 





た 男性 


こと に な り ま す 。 








最終 的 な 検証 と し て 聞 言 者 ( 遂 ) は 、 結 婚 に 相応 し い 人 物 を 測る 真 
べら れ て いま す : 








の 基準 に つい て こう 述 





井 せ 持つ 男 
男性 の 価値 を 同 
と も 否定 
女性 ( 





























こと っ て 何 


後見 人 が 正当 な 


へ 


性 と し て 、 特 定 
出来 な いで し ょ うし 、 自 
が 適し て いる の か を 見 極め 
彼 は 新郎 を 決定 する 過程 ( 
E せ ん 。 も し 適切 な 男性 








向 に ある も の 














彼 の 申し 出 を 
男性 に よ み 、 
8. 眉 























7 ロ ュ 





E は 男性 より も 感情 的 に な り 易 く 、 深 層 の 実在 より 
に 影響 や 誘惑 を 受け や すい 傾 
後見 人 が 求婚 者 の 男性 が 誠実 で な く 、 女 性 
な いと 見 な せ ば 、 

を 認め て いる の で す 。 こ の 場 
性 の 性 質 上 、 


で すら そ れ 





拒否 し 、 電 
る 後見 人 の 
然 な も の で 

















の 範囲 で よ 




















も な し に そ 


















































分 の 娘 ま 





SV 
が 
れ を 拒否 し 






































と が 出来 ます 。 後 見 人 の 資格 は 女性 に 最も 


合 、 ム スリ ム 裁 














も し く は 女性 ! 
判官 が 後見 人 を 引き 受け る 








こ 成 人 し 




















“も し も ある 人 物 が あな た に 結婚 を 申し 込み 、 彼 の 宗教 和 観 と 人 


格 に 満足 し た の で あれ ば 、 彼 と 結婚 し な さい 。 


2 の 


し な けれ ば 


地上 に 大 いな る 災難 が 降り か か り 、 笑 廃 が 墓 延 る 6 で し ょ う 。” 
[デア ァ ケ ミズ アー 7085 導 





観 を 持つ 人 物 は 、 彼 の 妻 


を 強く 愛さ な か っ た と 





自身 の イス ラー ム 的 責任 に 健全 
こ 名 誉 を 与え 、 
し て も 公正 な 待遇 を する こと で し ょ 2。 








な 理解 を 持ち 、 良 き 道徳 的 人 











ーー 


朗 
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敬意 を 示し 、 











値 
た と えん 彼女 








イス ラー ム に お ける 女性 


3. 家 庭 に お ける 経済 的 ・ 道 徳 的 責任 


至高 な る アッ ラー は 、 聖 クル アー ン に お いて この よう に 仰せ ら 
れ て いま す : 





男性 が 女性 の 底 護 者 で ある の は 、 ア ッ ラ ー が 一 方 を 他 よ り も 強 
く な され 、 役 ら が 自分 の 財産 か ら 、 (扶養 の ) 経費 を 捨 出 する 
た めで ある 。 ぁ * [4:34] 

















この 節 で は 、 家 庭 に お ける 夫 の 経済 的 ・ 道 徳 的 責任 が 強調 され 
て いま す 。 男 性 の 、 よ り 力 強い 性 と し て の 身体 面 、 社 交 性 な どの 
生ま れ な が ら の 特質 は 、 月 経 、 妊 娠 、 授 乳 、 早 期 の 育児 な どの 負 
et に 済む ゆこ と も 相まって 、 上 記 の よう な 責任 を 負う こと 
を 可能 に させ ます 。 男 性 は 彼 の 家庭 の “後見 人 ” で あり 、 そ れ は 財 
述 の よう に 羊 の 群れ を 従え た 羊 飼 いで ある と 貴 え る こと が 出来 ま 
す 。 彼 は いずれ 自身 の 責任 に 関し て 全て を 清算 され 、 そ の 行い を 
質問 され る こと に な る の で す 。 女 性 は その 性 質 か ら も 脆い 性 で あ 
り 、 生 物 学 的 、 感 情 的 、 そ し て 社会 的 に 、 子 育て と 家政 の 役割 に 
より 適し て いま す 。 彼女 ら は より 直感 的 、 そ し て 感情 的 な 知性 を 
享受 され て いま す 。 こ れ は 栄 谷 高く 、 完 全 に 保護 され て いる 自然 
な 女性 的 役割 な の で す 。 月経 、 妊 娠 、 出 産 、 授 乳 、 そ し て 絶え 間 
な い 育 児 な どの 負担 と 苦痛 に より 、 女 性 は 様々 な 期間 の 休息 が 必 
要 と な る た め 、 彼 女 ら は 経済 面 や 職務 な ど と いっ た 、 家 庭 に お け 
る 生計 の 維持 に 必要 と され る よう な 更 な る 責任 を 負う 義務 を 課さ 
れ ま せん 。 これ ら 全 て の 関心 事 は 女性 の 精神 面 に 影響 を 与え 、 彼 
女 の 生活 に お ける 心構え や 行動 な ど に 反映 され ます 。 これ は 他 の 
時 叶 で す が 、 前 述 さ れ た よ 
うに 多く の 不正 も 行なわ れ て きま し た 。 













































































































































































































































































QrT 9t 










































































































































































著名 な エジプト 人 作家 、 ア ッ バ ー ス ・ マ フ ム ー ド ・ ア ル テ ア ッ 
カド は この よう に 記し て いま す : 












































“女性 は 男性 の も の と 似 通 わ な い 特 別 な 精神 構造 を 持っ て いま 
す 。 幼児 や 子供 と の 関わ むり 合い に は 、 多 く の 類 似 性 が 必要 と さ 
れ 、 子 供 の 精神 構造 と 母親 の も の も その 内 の 一 つ な の で す 。 彼 
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イス ラー ム に お ける 女性 
女 は 子供 ら の 必要 と する も の 、 子 供 ら の 考え や 感じ 方 を 理解 し 


な く で は な り 
より 感情 的 に 
毅然 か つ 断 固 





























ませ ん 。 そ れ ゆ え こ の 要求 を 満た す た め 、 女 性 は 
敏感 な の で す 。 こ れ は 男性 と 比較 し た 際 、 女 性 が 






























































の で は あり ま 
る も の で も あ 








“男女 を 区 別 する 


と し た 意志 を 持つ こと を 困難 に し ます 。”" 





また ノー ベル 賞 受賞 者 の アレ ックス ・ リ ベレ イコ ュ ユ 博士 は 、 男 女 
の 自然 な 本 質 的 相違 に 関し て この よう に 述べ て いま す : 

















柄 と は 性 器 、 子 宮 、 和 妊娠 だ け に 限ら れ た も 
せん 。 ま た 、 男 女 の 教育 方 法 の 相違 に も 限定 され 
り ま せん 。 実 際 に 、 こ れ ら の 相違 は 基本 的 性 質 の 
女 の 肉 体 組織 は 異な る も の で す 。 双方 の 身体 的 な 




































































科学 現象 も 異な り ま す 。 特定 の 性 別に は 、 そ の 性 別 の み に 適 し 





た 一 定 の 分 泌 
内 の 卵巣 か ら 分 
性 は 全く 異な 








男女 の 完全 な 

















軽視 し ます 。 男女 同 権 の 提唱 者 た ち は 、 男 女 共 に 同じ 種類 の 教育 、 








拓 





腺 が あり 、 一 定 の 分 泌 物 を 排 港 し ます 。 女 性 の 体 
+ 泌 され る 科学 物質 と いう 稚 点 か ら ゃ 、 女性 と 男 
っ て いる と 言 こと が 出生 時 ポ 。 














同 権 を 求め る 人 々 は 、 基 本 的 事実 と 根本 的 相違 を 






































職業 、 任 務 、 責 任 、 立 場 が 与え られ る こと を 要求 し ます 。 こ うい 








っ た 不条理 は 、 
的 な 特性 に 配慮 
が ある よう に 

っ て 管 され た 
と 望め 人 々 
す 。 彼ら は 男女 
AN 

















お ける それ ぞ 








然 法 と その 活 
っ て それ ら を 変 
益 の た め に も 、 





あり 、 決 し て 異 1 


こと に も つなが 
NE 











周知 の IA 


は 、 こ うい っ た 
































女性 の 性 質 お よび 身体 的 、 精 神 的 、 感 情 的 、 社 会 
を 示し て いま せん 。 男性 に 特有 の 性 質 や ホル モン 
、 女 性 の 身体 の 全て の 細胞 に も 、 女 性 ホル モン に よ 
女性 的 性 質 が 存在 し て いる の で す 。 均等 に な ろう 
実 が まる で 目 に 入ら な いか の よう で 
それ ぞ れ の 器官 が ユニ ー ク で あり 、 お 互い に 異な 
て いな い の で す 。 男 女 の 中 枢 神 経 系 は 、 人 間 活 動 
れ の 役割 に 対し て 級 密 な 働き を し ます 。 私 た ちら は 
動 を あり の まま に 認め 、 不 自然 な 妨害 や 千 渉 に よ 
更 し よう と 試み る べき で は な い の で す 。 自ら の 利 
男女 の 双方 は 天 賊 の 才能 を 元 に 確立 され る べき で 
性 を 模 條 する こと に より 、 自 ら と 他 者 を 虐待 する 
る 人 逸脱 行為 を すべ き で は あり ませ ん 。 ま た 別 の 要 
の 骨格 と 筋肉 は 女性 の も の より も 密度 が 高く 、 強 
と 二 が あり ます 。 これ は ご く 有 自然 な こ ど で あり 
あり ます 。 男性 は より 肉体 労働 に 適し て お り 、 女 
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イス ラー ム に お ける 女性 


性 に は 身体 的 に 同等 の 耐久 力 は あり ませ ん 。 こ れ は 男性 が 家庭 に 
お いて 彼ら の 片割れ ( 妻 ) と の 協議 の 上 に 経済 的 、 そ し て 職務 的 
に 統率 する 立場 で も や る こと と 、 そ の 生得 性 を 示す も う 一 つの 証拠 
で も あり ます 。 そ し て 前 述 さ れ て いる よう に 、 そ れ は 同時 に イス 
ラー ム の 一 般 規 定 で も ある の で す 。 
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至高 な る アッ ラー 


% 流 ら は 、 不 忠実 、 不 行 上 跡 の 心配 の ある 女 た ち 


4. 妻 と し て の 点け 


は 聖 ク レル アーン 


に お いて 仰せ られ て いま す : 





に は (まず ) 諭し 、 


それ で も だ め な ら 和 寝床 の 共有 を 止め 、 そ れ で も 効き め が な けれ 
ば (軽く ) 打 て 。 そ れ で 言う こと を 聞く よう な ら ば 彼女 に 対し 


て (それ 以上 の ) こと を し て は な ら な い 。 


アッ ラー こそ は 至高 


者 、 偉 大 な 御方 で あら れる 。# [4:34] 


イス ラー ム は 女性 へ の 革 力 を 禁じ し 、 そ れ に 
発し ます 。 預言 者 ( 胡 ) は 決 し て 役 の 





を 振る わな か っ た と いう こと が 、 

















合法 





真性 の 伝 承 に お いて 報 
も 体格 面 、 耐 久司 























上 記 で 引用 























よう !【 





され た 人 節 


非常 ! 262 ト な 問題 に 





























妻 


< ヽ 








対す る 厳し い 警 告 を 
使い に 対し て 肢 力 








に 2! 














0 WAN 


告 され て いま す 。 
EE など に お いて 劣っ て いま す 。 
し て 、 自 身 を 茜 力 か ら 守 る こと も 出来 ませ ん 。 
茜 力 は 禁じ られ て いま す が 、 
終っ た と き に 








に お いて 、 ア デッラ 
道徳 な 振る 舞い を する 妻 に つい て 言及 され て いま す 。 こ の よう な 
こ 対 する 治療 は 件 の 節 で 述べ られ て いる 
、 段 階 的 な 措置 を も っ て 行なわ れる べき で す 。 病気 へ の 治 
辺 と し て の 業 は 、 苦く 不快 な 場合 も あり ます 。 し か し 病人 は 、 




















* 一 般 的 に 女性 は 男性 より 
また 女性 は 往々 に 
一 般 的 に 女性 へ の 


ーー 




















イス ラー ム で は 全て の 方 法 が 失敗 に 
、 最 終 的 な 解決 案 と し て 制限 され た 形 に 
的 に 女性 を 打つ こと が 調 





よっ て 


TS き 4 で いま すら て 麗人 は 、 言 りこ と 
を 聞か な い 子 供 の 尻 を 叩い て 両親 へ の 従順 さ を 学 ば せる こと と 類 
以 す る も の で す 。 











ー は 夫 の 権利 に 対し て 不 












































分 の 病気 を 治す た め な ら 喜 ん で その 苦 さ を 辛抱 する で し ょ 際 o SM 























道徳 的 な 態度 を 示す 妻 に 対す る 冶 
て 行わ れ ま す : 

















7 プ ハ ー リ ー、2328 番 。 


AN/ 





癒 は 、 以 下 の 三 つの 段階 に 


イス ラー ム に お ける 女性 


第 一 段階 : 助言 、 協 議 、 そ し て アッ ラー の 懲罰 へ の 訓 戒 。 夫 は 妻 
こ 対 し 、 彼 自身 の イス ラー ム 的 権利 を 遵守 する こと の 重要 性 に 関 
し 、 注 意 を 与え な けれ ば な り ま せん 。 こ の 段階 は 、 と て も 優し く 
容易 な も の で す 。 し か し この 対処 が 機能 サ せ ず 、 効 果 も な いと 判断 
され た な ら ば 、 夫 は 次 の 手段 に 訴え な けれ ば な り ま せん 。 




















ーー 
























































第 二 段 階 : 奏 の 寝床 に 入ら な いこ と 、 ま た は 同じ ベッ ド で 寝 て い 
る 場合 、 夫 は 妻 に 背 を 向け て 寝 、 彼 女 に 触れ た り 、 会 話し た り 
性 交 し た り し な いこ と 。 こ の 段階 は 厳し さと 優し き さ が 入り 交じっ 
て いる よう な 状態 で す が 、 お 互い に と っ て 決し て 容易 な こと で は 
あり ませ ん 。 し か し 、 こ うい っ た 対処 に も 効果 が な けれ ば 、 次 に 

説明 され る よう な 最終 的 手段 に 訴え る 必要 が 出 て 来 ま す 。 





























最終 段階 : 苦痛 、 骨 折 、 ま た は 身体 に あざ の 残存 が 伴わ な い 程 度 
に 打つ こと 、 そ し て 顔 な ど の 敏感 な 部 位 を 極力 避け て 打つ こと 
彼女 を 打つ こと の 目的 と は 、 璧 け 的 観点 の みか ら で あ っ て 、 痛 め 
つけ る 目的 や 報復 の た め な ど で は 決し て は あっ て な り ま せん 。 イ 
スラ ー ム は 仁 罰 と し て の 容 赤 な い 聞 行 を 桂 し て いま す 。 預言 者 ( 租 ) 
は この よう に 講 お れ て いま すず: 



































“あな た 方 は 誰 一 人 と し て 、 奴 隷 に 対し て の よう な 方 法 で 自分 
た ちの 妻 を 打ち な が ら 、 夜 に は 性 交 を する よう で あっ て は な ら 
な い 。” [ ブ ハ ー グ クー 2908 届 ] 























この よう な 対処 法 は 、 以 下 の 二 種 類 の 女性 に 対し て 非常 に 効果 
的 で ある こと が 心理 学者 に よっ て 証明 され て いま す : 














第 一 の 種類 : 多く を 要求 し 、 強 気 で 遠慮 し な い 女 性 。 こ れ ら の タ 
イプ の 女性 は コン トロ ー ル が 好き で 、 夫 の 上 に 立ち 、 命 令 す る こ 
と に よっ て 諸事 を 動か そう と し ます 。 

















第 二 の 種類 : 従順 、 ま た は 控え 目 な 女性 。 こ れ ら の 女性 は 時 に は 
打 た れる こと を 愛情 と 心遣い の 印 と 上 し て 、 あ る 種 の 悦び を 見 い だ 
す 場 合 き さえ あり ます 。 
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ヨー ロッ パ の 心 
著書 「 心 理学 と 倫 














H 
よう に 記し て いま す : 


“人 間 の 従順 する 本 能 
支配 的 、 ま た は 准 















































が あり ます 。 そ うい っ た 従順 な 人 物 と いう の は 、 





時 に 


は 従順 な 人 物 ( 























学者 で ある G.A. ホ ー ル ド フ ィ ー ル ド は 、 彼 の 


(Psychology and Morals) 」 に お いて 、 以 下 の 


に 対す る 圧倒 的 、 
0 の 2 SE 増幅 され る 場合 
苦痛 を 悦 ぶ 








実に よっ て 従順 の も た ら す 結果 を 耐え 忍ぶ こと が 出来 る の で す 。 


これ は た と え 女 性 た ち 自 
共通 する 本 能 で す 。 こう 
く の 苦 痛 を 耐え 抜く こと 
女性 は 、 夫 に 打 た れる こ 









































時 の SE 
夫 が 挑発 に も 関わ ら ず 決し て 怒る こと が な いよ うに 
生 は 決し て 悲し み に 打 ち ひ し が れる こ と が な い の で す 。* 





5 





イス ラー ム の 教え に よれ ば 、 打 つこ と は 淡 け の 方 法 ( 
終 的 な 段階 で も や る と され ます 。 最 初 の 二 つ の 段階 に 
認め られ な い 限 り 、 イ スラ ー ム に お いて 打つ こと ! 
容認 さえ され ませ ん 。 更に 、 
























































身 が 気付 いて いな く と も 、 彼 女 た ち に 
し た 理由 に より 、 女 性 は 男性 より も 多 
(人 の の が ダイ アグ の 
出 人 に 、 一 層 彼 に 惹か れ 、 彼 を 称 状 
8 定 非常 に 従順 な 
、 一誠 の 

お ける 最 

OPD 





ば 、 打つ こと に よっ て 矯正 を 試み る ご お も 認め られ ませ ん 。 





聖 クル アー ン の 中 で 言及 され て いる 











け に よる 家庭 の 保護 を 意 区 
つの 形態 と は 、 妻 が 離婚 の 




















不 必要 な 苦し み 、 問 題 、 
し て いま す 。 

















妻 に 対す る 革 力 に 関し て は 


し て いる に 過ぎ 





犠牲 





ゝ ヽ グ 





、 競 け の 三 つ の 段階 





E ム スリ ム 社 会 に お いて 遥か ! 





許可 は お ろか 
も し 妻 が 離婚 を 望ん で いる の で あれ 


は 、 洋 
E せ ん 。 家庭 崩壊 の 一 
ER あと どら です 5 イス ジー は ば は 、。 
皇 い を 取り 除く こと を その 目的 の 一 つと 


こ 残 


酷 で 、 顔 繁 に 発生 する も の で す 。 これ ら の 社会 で は 、 た び た び 妻 


に 対し て の 苦痛 と 危害 が 意 
の よう な こと は 前 述 の よう 
れ て いま す 。 























(に } 
65,400 人 に ま 























図 さ れ た 枝 行 が 加え られ て い 3 





ヒ ー 
、 o ーーー 


に 、 イ スラ ー ム に お いて 厳し く 禁 じ ら 


最近 の 統計 に よれ ば 、 英 国 
ち を 受け た 妻 の 数 が 1990 年 の 6.400 人 か ら 、 
えて いる こと が 記録 され て いま す 。 こ の 数 字 は 199$ 
飛躍 し て いる の で す 。 統計 学者 た ち は 




















1992 年 
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で は 夫 に より 残酷 な 仕 打 
に は 30,000 人 
年 に 


この 数 が 





イス ラー ム に お ける 女性 
20 世紀 末 に は 倍増 し 、124.400 人 に まで 上 る 見 通し を 示し て いま す 。 
報告 に よ に る と 、 こ れ ら の 統計 は 警察 者 に より 収集 され た 情報 で あ 
る と され て いま す 。 し か し 統計 に 含ま れ て いな い 、 ま た は 報告 さ 
れ て いな い 家 庭 内 暴行 、 ま た は 一 般 的 な 女性 へ の 犯罪 の 数 は 一 体 
どの よう な も の で ある か は 想像 に 難し く あ り ま せん 。 


















































ニー・ ベ サン ト 女 更 は 、 女 性 の 権利 に 関す る イス ラー ム 法 と 
西洋 的 法令 制度 を 比較 し て 、 こ の よう に 述べ て いま す : 



























































“女性 に 関わ る こと に 限っ て 言え ば 、 イ スラ ー ム 法 は 世界 中 で 

も 最良 の 法 の 一 つ で す 。 それ は 最も 公平 か つ 公正 な 法律 な の で 
す 。 そ れ は 不動 産 、 相 続 、 そ し て 離婚 法 に お いて 西洋 の 法 を 凌 
ぎ 、 女 性 の 権利 に お ける 後見 人 の 役割 も 果たし て いま す 。 
の 男性 に は 一 人 の 妻 で 十分 で ある *、 ま た は :* 一 夫 多妻 '* な ど と い 
っ た フレ ー ズ は 人 々 を 惑わ せ 、 西 洋 人 女性 が 人 生 で 被る 真 の 苦 
悩 か ら 彼 女 ら を 遠ざけ て いる の で す 。 多 く の 夫 た ち は 、 和 欲す る 
も の を 彼女 た ちか ら 手 に し 次 第 、 妻 か ら 去 っ て し まい ます 。 
実 、 そ を うい っ た 男性 た ち は 妻 に 対す る 思い や り 、 配 慮 や 慈悲 を 
全く 見 せな い の で す 。” 
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5. 和 名誉 殺人 に つい て 














一 部 の 伝統 主義 ・ 部 族 主義 的 社会 で は 、 慣 習 が 男性 に 対し て 絶 
対 的 権力 を 与え て お り 、 女 性 が 乱 交 の 疑い を か けら れ た こと に よ 
っ て 名誉 が 明 損 され た と 見 な され た の で あれ ば 、 適 切な 確証 も さ 
れ な いま ま 、 男 性 は 自ら の 名 誉 を 守る た め に 彼女 を 殺害 し ます 。 
これ は 一 部 の 非 良 心 的 な 人 々 に よっ て 未だ に 続け られ 、 他 者 も そ 
れ を 上 黙 議 する た め 、 メ ディ ア に よっ て この よう な 状況 が 誇大 宣伝 
され る の で す 。 




























































































これ に 対し て の 答え は シン プル で す 。 そ も そ も イ スラ ー ム 法 に 

お ける 証言 の 規定 は 非常 に 厳格 で す 。 人 々 は 自分 た ちの 手 で 法 を 
管理 する こと に よっ て 、 確 証 さ れ て も いな い 乱 交 事 件 な ど に 対す 
る この よう な 罰 を 与え る よう で あっ て は な り ま せん 。 そ れ ゆ え に 
こう いっ た も の は イス ラー ム 法 に 対し て 真っ 向 か ら 違反 する も の 
で す 。 も し も 法廷 が 全て の 状況 を 考慮 に 入れ 、 状 況 証拠 な どの 確 
証 を 入手 し た 後に それ を 計画 的 殺人 で ある と 見 な せ ば 、 そ れ は 公 
正 厳 鹿 で ある イス ラー ム 法 に よっ て 計画 的 殺人 の 懲罰 の 判決 が 下 
され る こと に な り ま す 。 現 実に は 不幸 に も これ ら の 国々 に 世俗 法 
が 適用 され て いる こと 、 寺 に 生計 か HH に に だ ら 
て 諸 部 族長 や その 他 の 指導 者 た ちと 取り 引き を する こと に よっ て 、 
この よう な 不正 な 慣習 が 続く こと が 許さ れ て いる の で す 。 も し も 
イス ラー ム 法 が 確立 され 、 き ちん と 執行 され る の で あれ ば 、 誠 淫 、 
不貞 、 殺 人 な ど に 対す る 厳罰 が 、 そ れ を 必要 と する 者 に と っ て の 
復讐 の 役割 を 果たし 、 正 義 が 遂行 され た と いう 安心 感 が ムスリム 
を 満足 させ る こと で し ょ 2 う 。 
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6. 離 婚 の 決定 権 は 夫 に あり 











イス ラー ム 以 前 の 時 代 で は 、 離 婚 は 男性 の 独断 に よっ て 女性 に 
「 し て の 武器 と し て 利用 され て いま し た 。 彼 が 妻 を 害 そ うと 望め 
ば 離婚 を 求め 、 よ り を 戻 そ うと 望め ば 自由 に そ う 出 来 た の で す 。 
そこ に は 何 の 規 制 も な く 、 女 性 に は 何 を し よう に も 権利 が あり ま 
せん で し た 。 そ れ ゆ え ア ッ ラ ー( 弟 ) は 、 次 の 節 を 啓示 する こと に よ 
りこ うい っ た 不正 を 無効 と され まし た : 
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《 離 婚 は 二 度 ま で で ある : その 後 は 公平 な 待遇 で 同居 (復縁) 
する か 、 潔 く 別 れる の だ 。》 [2:229] 











た と え 何 ら か の 相違 が 発生 し て も 、 預 言 者 ( 給 ( の スン ナ ( 道 ) に 
従う ムスリム 男性 は 、 自 分 の 妻 が 月 経 の 状態 で な い 時 で 、 か つま 
だ その 月 に 性 交 を し て いな い 状 態 の み に し か 離婚 する こと が 出来 
ませ ん 。 こ れ は 結婚 関係 が 維持 され る 英知 で す 。 こ れ に より 、 離 
婚 の 宣言 を する まで に 一 定 の 待ち 時 間 が 必要 と な る た め 、 双 方 の 
稀 り を 静 ま ら せ 、 誤 解 を 解き 、 他 の 家族 また は 仲裁 人 に 調停 を さ 
せる 時 間 を 与え ます 。 も し 彼ら が それ で も 離婚 の 道 を 進 も うと す 
る の で あれ ば 、 彼 女 は 三 つ の 月 経 期間 を 待た ね ば な り ま せん 。 彼 
は この 期間 に より を 戻し 、 名 誉 あ る 嬉 関係 に 戻る こと を 選択 す 
る こと も 出来 ます 。 こ れ は 最初 の 離婚 と 復縁 に 数 えら れ ま す 。 も 
し 一 定 の 期間 が 経過 し 、 彼 が 彼女 と 別れ た の で あれ ば 、 彼 女 に と 
っ て は それ が 最初 の 完全 な 離婚 と な り 、 別 の 男性 と 結婚 出来 る よ 
うに な り ま す 。 そ し て も し 双方 が そう 望む の で あれ ば 、 彼 女 の 最 
初 の 夫 は 新しい 契約 を も っ て 彼女 と 再婚 する こと が 出来 ます 。 そ 
し て 彼 が そう し た 未 、 再 び 彼 女 を 離婚 し た の で あれ ば 、 彼 女 の 三 
回 の 月 経 期 間 内 で あれ ば 復 綴 す る こと が 出来 ます 。 し か し そう せ 
ず に 完全 離婚 し た 場合 、 そ れ は 二 度 目 の 離婚 と 復 線 と 見 な され ま 
す 。 二 度目 の 離婚 と 復縁 の 後 、 彼 が 彼女 と 三 度目 の 離婚 を すれ ば 、 
それ は 最後 の 離別 と 呼ば れ 、 女 性 が 三 回 の 月 経 期間 を 待ち 、 前 夫 
と の 合法 的 な 再婚 を 意図 する こと な く 別 の 男性 と 結婚 する まで 、 
双方 が 再婚 する こと は 出来 ませ ん 。 も し 何ら か の 理由 に よっ て 、 
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彼女 が その 男性 に 離婚 され た の で あれ ば 、 こ の 規則 を 播 い 潜る よ 
うな いか が わし い 事 前 の 打ち 合わ せな ど 旨 0 た こと を 条件 と 
し て 、 彼 女 は 最初 の 夫 と 再婚 する こと が 可能 に な り ま す 。 これら 
全て の 措置 は 、 家 族 の 保護 と 尊厳 ある 尋 関 係 、 そ し て 男女 の 権 
利 を 助け る 目的 を 持っ て いま す 。 待 ち 期 間 は 、 彼 女 が 妊娠 し て は 
いな いか どう か を は っ きり させ ます 。 も し 竹 娠 し て いた 場合 、 別 
の 夫 と 結婚 する 前 に 、 女 性 は 出産 を 待た ね ば な り ま せん 。 









































































































































イス ラー ム に お いて 離婚 が 最終 的 に 認め られ て いる の は 、 和 解 
の 不可 能 な 状況 で 生じ る あら ゆる 害 か ら 逃 れる た めで す 。 特定 の 
例 に お いて 、 了 離婚 は 必要 と な る の で す 。 離婚 に は 、 そ れ に 関わ 
る 当事者 で ある 夫 、 妻 、 そ し て 子供 た ちの 利益 と 権利 を 守る た め 
の 厳し い 規 定 が あり ます 。 そ れ ら の 一 部 は 既 述 され まし た 。 
























































一 方 で 、 離 婚 が 問題 の 解決 を も た ら さ ず 、 必 要 と され る 利益 に 
反 し て 夫婦 の 一 方 に 過度 な 困難 を 引き 起こ す 恐 れ が あれ ば 、 離 婚 
が 禁じ られ る 場合 も あり ます 。 


























RHINO 
離婚 を 避け る た め の 解 決 に 努め な けれ ば な ら な いこ 和 0 
0 あ ツン の 
いま す : 











《 も し も 女 に 、 そ の 夫 か ら 虐 待 ま た は 遺棄 され る 恐 れ が ある の な 
ら 、 両 人 の 間 に 和 解 を 取り 付け る こと は 罪 で は な い 。 そ し て 和 
解 は より 良い こと で ある 。 ょ [4:128] 





また 至高 な る アッ ラー は 、 こ の よう に も 仰せ られ て いま す : 





《 も し 液 ら が 両 人 の 破局 を 恐れ る な ら ば 、 男 性 側 (の 一 族 ) か ら 
一 人 の 調停 者 を 、 ま た 女性 側 (の 一 族 ) か ら も 一 人 の 調停 者 を 
指名 せよ 。 双 方 が 和解 が 望め ゅ なら ば 、 ア ッ ラ ー は 彼ら の 間 を 調 
和 さ れ よ う 。 実 に アッ ラー は 全 知 に し て すべ て を 見 透 す 御方 で 
ある 。』 [4:33] 























0 給 理 的 な 方 法 の 一 つと し 
て 、 女 性 で は な く 男 性 が 離婚 の 過程 に お ける より 強い 統制 力 を 持 
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つと いう こと が あり ます 。 なぜなら 男性 こそ が 妻 と 家庭 を 経済 的 
に 支え る 義務 を 有 し 、 彼 ら の 福利 に 適う こと を 選ぶ 最終 的 な 責任 
が ある か ら で す 。 従っ て 、 彼 は 離婚 の も た ら す 重大 な 結果 で ある 
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謀 3 








に その 後 の 新 し い 結 婚 4 
れ ゆ え こ れ ら 全て を 考察 すれ ば 、 





な 選択 を する こと は 


少な く と も 理論 上 で は 、 男 性 の 方 が 妻 と の ロ 
較 的 小さ な 問題 に お ける 個人 的 な 反発 や 行き 交 う 感情 に 対す る コ 























ロー ル な どの 軸 





ント 

















す 。 離婚 と は 、 一 時 の 
断 で あっ て は 決し て な り 





と が 











ゃ も し 夫 が 妻 を 身体 的 、 ま た は 精神 的 に 
スラ ー ム 法 は 妻 に よる 婚 如 関 係 の 無効 化 の 要請 を 許可 し ます 。 
た 彼女 は 、 以 下 の よ うな 一 般 的 理 


























鍛 済 的 ・ 感 情 的 な 大 き な 損 失 を 考慮 し た 上 で 、 
極め な けれ ば な り ま せん 。 夫 は 離婚 に よっ て 、 婚 婚 に 費やし た 結 
嬉 の 際 の 贈与 財 を 失う ば か りか 、 妻 へ の 扶養 と 子供 の 養 8 
E 活 の 支払 いも 抱え る こと に な り ま す 。 
彼 は 把 り や 感情 に 任せ た と っ ぴ 
RM の 。 
























































ピュ ノー に 









































性 的 に 状況 を 見 














で 、 よ り 大 き な 包 容 力 を 持っ て いる と され ま 
林 難 や 意見 の 相違 に な ど に 対す る 性 急 な 判 
E せ ん 。 それ は 両 人 が 、 お 互い に 対す る 
品行 方 正 な 態度 と し て アッ ラー と 預言 者 が 定め られ た 控 に 従う こ 
来 な いと 恐れ る 程 、 問 題 が 危険 な 領域 に 入っ て いる か 、 ま 
た は 人 生 が 堪え 難い も の に な っ て か ら の み 行 な われ る べき 最終 的 
手段 で あり 、 解 決 策 で ある の で す 。 















































を 要求 する 権利 を 持っ て いま す 。 





も し 夫 が 性 的 不能 で 、 








向 中 
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法 
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また は ある 種 の 性 病 も し く は 4 
て 妻 を 害する 超 れ が 発生 する か 、 彼 女 に 3 








また は 何ら か の 理由 に より 夫 が 司 
な ニー ズ を 満た さ な い 場合 。 








中 待 


E 行 為 を 拒否 





に よっ て も 婚 関 係 の 無 


夫婦 間 の 義務 行為 を 果たせ な い 場 合 。 

















は 結婚 後 、 夫 が 末期 






































E 殖 如 官 の 











E 状 の 病気 に か か り 体 が 不 自 


論 な ど と いっ た 及 


する の で あれ ば 、 

















自費 、 更 
8 




















ヽ 












































し 、 彼 女 の 合法 的 














(に な っ 











病気 を 思う こと に よっ 





だ と 同 








害する 願望 が な く 





な っ た 場合 。、 こ の よう に 、 男 性 が 離婚 を 求め る こと が 出来 る の と 
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全く 同じ よう に 、 女 性 に も 合法 的 な 理由 に 基づき 、 多 く の 状 況 で 

に お いて 夫 と の 了 離婚 を 求め る 権利 が 与え られ て いる こと が 分 か り 

ます 。 も し 妻 が 忍耐 の 限界 に 達し 、 夫 の こと を ひど く 嫌 悪し た り 
人 生 が 堪え 難く な っ た と 感じ ? の で あれ ば 、 彼 女 に は 離婚 の 権利 

が ある の で す 。 こ うい っ た 形 で 行なわ れる 離婚 は 無効 宜 告 、 あ る 

い は “ルツ と 呼ば れ 、 彼 女 は 賠償 金 と し て 結婚 の 際 の 贈与 財 を 

返 電 す る か 、 そ の 他 の 資産 を 支払 うか し ます 。 も し も 夫 側 が 妻 の 

要請 を 拒否 し た の で あれ ば 、 適 正 な 資格 を 有する ムスリム 裁判 官 

が 各自 の 事例 を 調査 し 、 そ の 要請 が 適切 、 合 法 で ある と され れ ば 、 
女性 を 支持 する 判決 が 下さ れる こと に な り ま す 。 
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至高 
れ ま し た : 





%《 ア ッ ラ ー は 液 ら の 子女 (の 遺産 ) 


児 に は 女児 の 


イス ラー ム を 誤解 する 人 々 は 、 イ スラ ー ム が 相続 権 ( 
に 不正 を 働い て いる と 主張 し ます 。 


性 に 
持つ 兄妹 で ある に 
る こと は 不 公 ヨ 











提供 され て お り 、 


が 令 プ ッ タ アー 


F で ある と 言う の で す 。 
ー ン と スン ナ に お いて 、 女 性 の 相続 方 法 に 関す る 完 
見 な き 知識 の 探求 者 が その 語 


7. 女 性 の 相続 権 
は 、 聖 クシ アー ン に お いて こ 


に つい て こ 














レッ 





も 関わ ら ず 、 
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で あれ ば 、 彼 


まま ゲッ ター 





ある アッ ラー は こ 


は 、 
逆 人 と の 関係 に 基づい て 定 




















全て の 血縁 者 に 対す る 相 


め ら れ て いま す 。 























続 の 分 配 を 、 各自 
最も 都 智 あ る 御方 で 


の よう に 仰せ ら 


う 命 じ ら れ る 。 男 


二 人 分 と 同等 の 額 で ある 。* [4:11] 





に 関し て 女 























彼ら は つま り 、 同 じ 両 親 を 
性 の 方 に 女性 の 二 倍 が 与え られ 
玉 高 な る アッ ラー 


は クル ア 
全 な る 詳細 を 
細 を 検証 する の 








は 前 述 の よう な 見 解 の 欠陥 を 見 い だ す で し ょ 2 う 。 


の 




















う 仰 せ ち られ まし た : 


《 男 は 両親 お よび 近親 の 遺産 の 一 部 を 得 、 女 も また 両親 お よび 近 
親 の 遺産 の 一 部 を 得る 。 そ の 際 、 遺 産 の 大 小 を 問わ ず 、 定 め ら 
れ た よう に 分 配 せ よ 。#》 [4:7] 





デッラ ー は 女性 





れ て いま す : 


了 
2. 女 †f 


少量 
3. 


これ は 女性 の 分 配 に お ける 
味 し ます 。 し か し 女 f# 





女性 





女性 は 


へ の 相続 は 、 次 の 三種 類 の 分 中 


3 男 


性 と 同 
生 は 男性 と 同 
を 受け る 。 


レッ 


*( の 
*( の 
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低 量 





は 男性 の 
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で ある と 述べ ら 


) 配 を 受け る 。 
) 配 を 受け る か 、 


それ より 幾 分 


性 の 半分 の 分 配 を 受け る 。 


E 分 で や る こと を 意 
生 に は 子供 と し て 、 姉 妹 と し て 、 





まま 交 UPGA 
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更に は 母 と し て も 継続 的 な 経済 的 義務 が 課 む られ て お ら ず 、 む し 
ろ そ れ ら 全て が 常に 男性 側 に 課せ むら れ て いる 事実 を 考慮 すれ ば 、 
非常 に 寛大 な 措置 で や る こと は 明らか で す 。 



































この 件 の 詳細 に 関し て 興味 を 持た れ た 方 々 は 、 イ スラ ー ム 知識 
の 特別 な 一 部 門 で ある “相続 及び 財産 分 割 学 " の 本 に お ける 議論 
調査 すべ き で し ょ う 。 こ れ ら の 本 は クル アデ アーン と スン ナ に 基づき 、 
相続 の 異な る 分 配 法 及び 全 親 族 へ の 適切 な 分 配 に 関し 指南 を 与え 
て いま す 。 “イス ラー ム の 相続 に よる 女性 へ の 不 公 平 な 待遇 ? に 関 
し て 判断 を 下す 前 に 、 こ の 件 に 関し て きち ん と 綿密 な 調査 が され 
の さき で まい 


















































イス ラー ム 法 は 他 の 社会 と は 対照 的 に 、 全 て の 人 間 が その 人 4 
に お いて 調和 を 亭 受 する こと が 出来 る よう 、 大 小 を 問わ ず 諸 事 全 
般 に お ける 規則 と 規制 を 定め て いま す 。 人 が 日 常 生 活 を や りく り 
し 、 出 費 な ど と いっ た 具体 的 な 計画 を 立て る こと と 同様 に 、 死 後 
の 遺産 も 同じ 処置 を 受け る の で す 。 他 の 社会 シス テム と 違い 、 人 
は 一 般 的 に 自分 の 人 生 に お いて 、 富 を どの よう に 費やす の か を 自 
に 決め る こと が 出来 ます が 遺言 に 関し て は イス ラー ム 法 に より 
ある 種 の 規制 が か けら れ て いま す 。 こ の 遺言 に よっ て 彼 が 特定 の 
人 物 に 対し て 自由 に 財産 を 分 け 与 える こと の 出来 る 量 は 3 分 の 1 
と 決め られ て お り 、 残 り は 全て クル アー ン に 由来 する 相続 法 に 基 
づい て 分 配 さ れる の で す 。 





[人 【 















































































































































次 の よう な 有名 な 伝承 が あり ます 。 教 友 の 一 人 サ ア ド ・ ブ ン ・ 
アビ ー・ ワ ッ カ ー ス が 病 に か か り 、 遺 産 と し て 彼 の 財産 の 大 半 ま 
た は 半分 を 喜 捨 す る よ う 要 請 し まし た 。 彼 は 裕福 で し た が 、 娘 が 
一 人 し か いな か っ た か ら で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 () は それ を 禁じ 、 
こう 言っ て 遺言 する 学 を 全 財 産 の 3 分 の 1 だ けし か 認め ませ ん で 
7 で 





















































“3 分 の 1 だ 。3 分 の 1 で も 多い 程 だ 。 あ な た が 相続 人 を 裕福 
に し て 去っ た 方 が 、 貧 乏 で 人 々 に 懇願 する よう な 状態 に し て 去 
る より も 良い の で ある 。 あ な た が アッ ラー の 御 顔 を 求め て 費 や 
す も の は 、 た と え そ れ が あな た が 妻 の 口 に 運ん で や る 一 片 の 食 
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物 で あれ 、 そ の 支出 に 対す る 報 所 を 受け る の で ある 。" [ プ ハ 
ー グ クー 2597 黄 、 ス スク ス 7628 


重要 な こと と し て は 、 多 く の 文 明 ! 1 
られ た 相続 法 は 、 影 響 力 の ある 人 物 に よる 気まぐれ な も の で ある 
こと が 指摘 され る べき で し ょ 25。 それ を ど え る の で あれ 、 奪う の 
で あれ 、 不 正 は 行なわ れ て 来 ま し た 。 更 に それ ら の 社会 で は し ば 
し ば 、 男 性 に 対し て の 経済 的 責任 の 義務 と それ に 対す る 女性 へ の 
免除 が 定め られ て いま せん で し た 。 一 方 イス ラー ム で は 、 男 性 に 
よっ て 女性 の 扶養 家族 が 結婚 する まで 全て の 経済 的 な 面倒 を 見 る 
こと が 要求 され て いま す 。 女 性 が 結婚 し た 時 点 で 、 彼 女 へ の 経済 
的 責任 は その 夫 へ と 移り ます 。 夫 の 死後 は 、 息 子 ま た は 他 の 男性 
親族 に よる 未亡人 の 世話 が 義務 と な り ま す 。 


































































































































































































こう いっ た 理由 ゆえ 、 同 等 の 経済 的 責任 と 義務 を 負わ な い 男 女 
双 放 の ムスリム が 、 相 続 に お いて “公正 "や “正義 >、 ま た は “平等 "を 
求め る こと は 、 そ も そ も 不 正 か つ 不 公平 な 要求 な の で す 。 両親 及 
び 他 者 か ら の 相続 に 際 し 、 女 性 より も 男性 の 相続 人 を 優先 する こ 
と は 、 彼 の 経済 的 責任 を 考慮 すれ ば 至極 まっ と う で 公平 な こと で 
す 。 これ ら を 念頭 に 入れ た 上 で 、 イ スラ ー ム 法 が 依然 、 女 性 に 対 
し て 男性 の 半分 、 時 に は 同等 量 を 受け 取る こと を 許可 し て いる 
実 こ そ を は 、 む し ろ 公 正 で 寛大 で ある こと の 証明 で ある と 言え る の 
で は な いで し ょ うか 。 

ギュ スタ ー ヴ ・ ル ・ ボ ン は 、 そ の 著 「 ア ラブ 文明 (77e 47 の 
Crzg が oz7) 」 で こう 述べ て いま す : 
































































































































“クル アー ン に より 定め られ た 相続 の 原則 に は 大 いな る 正義 と 
公正 さき が ある 。 ク ルアー ン を 読む 人 物 は 、 私 が 引用 し た 節々 か 
ら 、 相続 に お ける それ ら の 正 義 と 公正 の 概念 を 認め る こ と が 出 
来る だ ろう 。 私 は 同時 に 、 そ れ ら の 節々 か ら 由 来 す る 一 般 法 と 
規則 の 能率 の 高 さ の 素 晴 し さ に つい て も 指摘 し な けれ ば な ら な 
い 。 私 は 英国 、 フ ラン ス 、 そ し て イス ラー ム 法 に お ける 相続 を 
比較 調査 し た が 、 男 性 に よっ て 女性 を 抑圧 し て いる と 西洋 で 見 
な され て いる イス ラー ム こ そ が 、 我 々 の 法 ( に 欠如 し て いる 妻 へ 
の 相続 権 を 与え て いる こと を 発見 し た の で ある 。 ”* 
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イス ラー ム に お ける 女性 
また イス ラー ム で は 、 家 庭 内 の 男性 が “ 血 の 代 償 金 "に 関わ る 全 
て の 支払 い 責 任 を 負う こと に な っ て いま す が 、 こ れ に 関し て は 次 
章 で 議論 し て いき ます 。 















































(ンズ と を < こと こく パン ミ 、 を こさ 、 を こう) 
2 な NX 
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8. 血 の 代償 金 





イス ラー ム 法 の 下 で 0 
合 に お いて は 双方 に タ 








は 男女 が 1 

















F 等 で ある 
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議 衝 者 の 遺 
理由 は 、 男 


























フフ 











っ た 生命 に 対す る 悲 
生 の 供給 者 の 死去 は 


まり っ 遇 記 
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し まっ た 家族 は 、 男 性 ( 
思い や りや 優し さ を 恒 




















の 判決 が 定 
、 イ スラ ー ム の 
! の 代償 金 」 は 男性 の それ の 


\ 影 響 が ある か ら で す 。 
よっ て 家族 は 一 家 の 稼 ぎ 手 を 失っ て し ま 
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し むむ でしょ う が 、 
経済 面 に は それ ほど の 影響 が 及び ませ ん 。 
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規定 で は 女性 の 






































し み を 否 定 す る こと は 対 ( 
、 経 済 的 に は 女性 の 
担 が 甚大 な も の と な り ま 

















す 。 例 えば 母親 を 
は 真似 する こと の 























E 分 で ある と され て いま す 。 女 性 
族 へ 支払 われ る 血 の 代償 金 が 男性 の 場合 の 半分 で あ 
性 の 死に よる 遺族 へ の 損害 の 方 が 経済 的 に は より 大 
前 章 で も 説明 され た よう に 


た め 、 殺 人 と いっ た 場 





め ら れ て いま す 。 し か し 事故 


履 犠牲 者 へ 文 払 われ る 




















、 男 性 の 死 


0 失わ れ て 





こも 出来 ませ ん が 、 
場合 より も 一 家 へ の 負 
履 死に よっ て 失っ て 
出来 な い 彼女 の 愛情 、 












































父親 の 死 の 場合 と 比べ 、 




















1 の 代償 金 と は 当該 人 





物 の 値段 や 価値 で は な く 、 そ の 人 物 を 失っ た こと に よる 家族 の 苦 














悩 や 経済 的 負担 を 利 





hh ら げ 











な と 


る た め の 、 概 算 に 





と を 忘れ て は な り ま せん 。 





よる 賠償 に 過ぎ な いこ 


Sv ん = = の ら 
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9. 女 性 に よる 証言 


至高 な る アッ ラー は 、 聖 クレ アー ン に お いて 次 の よう に 仰せ ら 
れ ま し た : 





《 そ し て 液 ら の 仲間 か ら 二 名 の 証人 を た て よ 。 二 名 の (証言 出来 
る ) 男 が いな い 場 合 は 、 証 人 と し て 液 ら が 認め た 一 名 の 男 と 二 
名 の 女 を た て る の だ 。 も し 女 の 一 人 が 間違っ て も 、 他 の 女 が 彼 
女 を 正す こと が 出来 よう 。 》 [2:282] 






































アデ アッラー は 二 人 の 男性 、 ま た は 一 人 の 男性 と 二 人 の 女性 に よる 
も の で な い 限 り 、 証 言 は 有効 で は な いと し て 被告 人 の 権利 を 明確 
に 保障 され ま し た 。 






























































アッ ラー は その 英知 に より 、 女 性 に 対し て は 一 般 的 に 非常 に 敏 
感 な 感情 と 、 家 族 の 一 員 へ の 思い や り 、 そ し て 豊か な 愛情 を 持つ 
頃 向 を 授け られ まし た 。 こ れ は 女性 が 育児 や 授乳 な どの 任務 を 自 
然 に 行う こと を 可能 に し ます 。 女 性 の この よう な 性 質 に 基づき 、 
可 ら か の 事件 へ の 関与 と その 結果 に よる 昔 酷 な 現実 に 向き 合わ さ 
れ た 場合 、 感 情 的 に な っ て し まい 正確 な 証言 が 出来 な いよ うな 場 
合 も あり ます 。 女 性 の 愛情 豊か な 心 、 そ し て 優し さ が 、 実 際 に 目 
撃 し た も の に 圧倒 され て し まい 、 和 歪曲 し た 内 容 の 証言 を し て し ま 
うか も 知れ な い の で す 。 同 時 に 月 経 、 妊 娠 、 出 産 や 産後 の 状態 な 
どの 彼女 の 身体 の 生理 的 な 変化 は 記憶 を 曖昧 に し 、 問 題 に お ける 
詳細 の 忘却 を も た ら す 場合 も あり ます 。 そ れ ゆ え ア ッ ラ ー に よっ 
て 、 い か な る 出来 事 で あっ て も 女性 の 証言 に よる 失敗 を 未然 に 防 
ぐ こ と の 出来 る 予防 的 措置 が 確立 され た の で す 。 イ スラ ー ム の 法 
律 と 裁判 の シス テム に お ける 重要 な 原則 と し て 、 事 件 に 少 し で も 
疑問 が 発生 し た 場合 は 、 そ の 時 点 で そこ か ら の 進展 が 非 合 法 と さ 
れ で て いる こと が 指摘 され な けれ ば な り ま せん 。 従っ て 二 人 の 強力 
な 女性 証人 に より 、 こ うい っ た 疑問 を 排除 する こと が 意図 され て 
KS 主 9 
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他人 の 権利 に 関わ る 証言 の 他 に も 、 イ スラ ー ム は 女性 に 対し 、 

自立 と 経済 的 判断 の 行使 と いっ た 面 で は 完全 な 経済 活動 の 自由 を 
与え て お り 、 男 性 と 全く 同等 の 立場 を 認め て いま す 。 し か し な が 
ら 、 女 性 の 自然 な 役割 で ある 育児 と 家族 へ の 世話 に は 、 男 性 に 比 
べ 家 の 中 に 長 時 間 留 まる こと が 要求 され る た め 、 そ れ に より 彼女 
の 知識 や 諸事 の 経験 は 、 ど うし て も 彼女 の 人 生 の 大 半 に 関わ る も 
の に 限ら れ て し まう の で す 。 














































































































また 「 特 定 の 場合 に お いて 、 二 人 の 女性 に よる 証言 が 一 人 の 男 
性 の も の と 同等 で や る こと は 、 女 性 の 知性 へ の 作 唇 で あり 、 彼 女 
の 名 人 誉 を 汚す も の で ある 」 と いっ た よう な 言い が か り は 、 当 然 間 
違っ て いま す 。 も し そう だ と すれ ば 、 同 様 に 一 人 の 女性 に よる 証 
言 は 、 女 性 の その 他 の 諸事 に お いて 認め られ な く な っ て し まい ま 
す 。 イ スラ ー ム 法 で は 、 論 争 に 際 し 検査 が 必要 と され る 場合 に 、 
女性 の 処女 性 の 確証 、 子 供 の 出産 、 性 的 欠陥 の 説明 な ど 、 あ ら ゆ 
る 諸事 に お いて 女性 の 私 的 な 証言 を 認め て いま す 。 同時 に イス ラ 
ー ム 法 は 、 二 人 の 男性 に よる 証言 を 必須 と する た め 、 貸 し 付け や 
負債 と いっ た 一 般 的 取り 引き の よう な 最も 区 細 な 経済 的 問題 で さ 
え 、 男 性 に よる 単独 の 証言 は 却下 され る こと を 忘れ て は な り ま せ 
ん 。 極め て 重大 な 事件 で 二 人 の 女性 の 証言 が 求め られ る の は 、 そ 
の 証言 へ の 反 駿 の 余地 の な い 、 信 頼 性 に 基づい た 社会 に お ける 個 
人 の 権利 を 証明 し 、 保 持 す る た め な の で す 。 




















































































































































































































特筆 に 値する こと と し て 、 イ スラ ー ム 法 に お ける 証言 その も の 
は 特権 で は な く 、 多 く の 人 は その 負担 を 恐れ て 人 避け て 通 ろ うと す 
る も の で ある と いう こと が あり まず 。 そし て デッラ テラー() は 人 々 に 、 
で の 中 守 に よっ て 証言 の 義務 か ら 逃 れ た り 保 留 し た り し な い 
よう 命じ し られ て いま す 。 ア ッ ラ ー は 聖 ク レル アー ン に お いて 仰せ ら 
れ て いま す : 



















































































《 そ し て 証人 は (証言 の た め に ) 呼ば れ た 時 、 拒 むこ と は 出来 な 
い 。}# [2:2821 





























ここ で 述べ られ て いる こと は 男女 双方 に 適用 され る 一 般 的 な も 
の で す 。 世界 中 の 多く の 人 々 が 証人 と し て の 証言 の 提供 を 回 避 し 
よう と する の は 、 法 廷 に 立っ て 宣誓 を 行い 、 真 実 を 的 確 に 供述 し 、 
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更に 詰 間 を 受け な けれ ば な ら な いな どの 重責 が 伴う か ら で し ょ 2 う 。 
証人 と な り 証 言 する こと が 経済 的 ・ 身 体 的 な 負担 、 ま た は スト レ 
ス と な る こと も あり 得 ま す 。 そ れ ゆ え イ スラ ー ム は 、 同 一 の も の 
(0 一 人 の 女性 が いな い 限 り は 女性 一 人 に 証言 を させ 
な いこ と に より 、 多 く の 証 言 形 式 な ど が 関わ っ て くる これ ら の 重 
寺 生 お のり は でき つも に 










































































原告 に よる 経済 的 権利 を 証明 する に は 二 人 の 男性 証人 、 ま た は 
人 の 男性 に 加え て 二 人 の 女性 証人 が いな けれ ば な ら な いた め 、 

男性 に よる 単独 の 証言 は 経済 問題 に お いて 認め られ ませ ん 。 こ の 
よう な 要求 が 男性 の 知性 に 対す る 傷 情 で や る と か 、 権 利 に 反する 
な ど と いっ た 主張 は 上 
な 要求 が 虚偽 の 告発 り に 対す る 保護 で ある こと を 証明 し て い 
ます 。 




























































































男女 双方 の 証言 が 完全 に 同等 で ある 事例 も 一 部 存在 し ます 。 例 
えば 、 夫 が 妻 を 不貞 の 疑惑 で 告発 し た 際 に 、 そ の 主 を 証明 する 
こと の 出来 る 証拠 が な い 場 合 、 妻 の 証言 は 内 の 証言 と 完全 に 同等 
で ある と 見 な され ます 。 アッ ラー( 薄 ) は 聖 ク ルアー ン に お いて 仰 
せら れ て いま す : 





















































《 自 分 の 妻 を 告発 する 者 で 、 自 分 以外 に 証人 の な い 場 合 は 、 単 独 
の 証言 で 、 自 分 の 言葉 が 真実 で や る こと を アッ ラー に か け て 四 
度 署 う 。 そ し て 硬 度目 に 、「 も し 自分 の 言葉 が 虚偽 な ら 、 ア ッ 
ラー の 御 和 怒り が 自分 の 上 に (下る よう に ) 。」 (と 故 う ) 。 彼 
女 が その (投石 の ) 懲罰 を 免じ られ る た め に は 、 彼 女 は アッ ラ 
ー に か け て 彼 ( 夫 ) の 言葉 が 虚 備 で ある こと を 四 度 響い 、 そ し 
て 五 度 目 に 、「 も し ( 夫 の 言葉 が ) 真実 な ら ば 、 ア ッ ラ ー の 御 
怒り が 自分 の 上 に (下る よう に ) 。」 (と 署 う の で ある ) 。 
[24:6-9] 
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10. 近 親 の 男性 を 同伴 し な い 旅 


預言 者 ( 組 ) は この よう に 言わ れ て いま す : 








“女性 は マハ テス 8 を 伴わ ず し て 、 一 人 で 旅 を し て は な ら な い 。 
男性 は 誰 一 人 と し て 、 女 性 の マハ ラム が そこ に いな い 限 り 、 彼 
女 の 家 に 入っ て は な ら な い 。” 

そこ で ある 男 が 立ち 上 が り 、 預 言 者 ( 個 ) に 尋ね まし た : “アッ 
ラー の 使徒 よ ! 私 の 妻 は ハッ ジ ( 選 礼 ) へ と 赴き まし た が 、 私 
は 遠征 に 参加 する こと を 望み ます 。 私 は どう すべ き で し ょ う 
ME 

預言 者 ( 組 ) は 言い まし た : "彼女 の 同伴 を し て あげ な さい 。"”" 

[ プ ハ ー の クー 7763 導 












































この 伝承 に よっ て 導 か れる 人 々 へ の 保護 、 そ し て 女性 へ の 名 誉 
に 関し て の イス ラー ム の 規定 と は 、 年齢 や 既婚 者 ・ 未 婚 者 で ある 
か を 問わ ず 、 女 性 が マハ ラム 男性 を 伴わ ず に 旅 に 出る こと へ の 禁 
止 で す 。 この 男性 は 夫 以 外 で は 、 父 親 、 兄 弟 、 示 父 、 思 春期 に 達 
し た 息子 や 揚 な ど 、 彼 女 に と っ て その 近親 関係 か ら 結婚 が 永久 的 
に 禁じ し られ て いる 男性 が 含ま れ ま す 。 こ の 規定 は 、 女 性 の 自由 と 
移動 の 権利 を 著しく 制限 する も の で ある 、 と 主 張 する 人 々 が 一 部 
に は いる か も し れ ま せん 。 し か し この 規定 の 目的 と は 女性 の 旅 を 
阻む や も の で は な く 、 女 性 か ら 害 悪 と 恥辱 を 遠ざけ る こと に より 、 
その 権利 と 尊厳 を 維持 する こと な の で す 。 旅 に は 多く の 困難 や 危 
険 が 付き も の で あり 、 女 性 は 男性 より も 身体 的 に 強く な いこ と 、 
他 に も 妊娠 、 月 経 、 授 乳 や 子供 の 世話 、 あ る い は 病気 な どの 様々 
な 状況 が 、 彼 女 に 特別 な 手助け と 付き 添い を 必要 と させ ます 。 
た 、 女 性 は 一 般 的 に 感情 的 で 、 外 部 か ら の 影響 を 受け や すい 性 質 
を 備え て いる こと か ら 、 獲 物 を 狙う 不 徳 で 非道 な 男性 に よる 標的 
に され や すい の で す 。 
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8「 マ ハラ ム 」 と は 父親 や 兄弟 、 人 息子 や 夫 な ど 、 そ の 女性 
が 結婚 で きる 関係 に ある 男性 の こと で す 。 


94 














イス ラー ム に お ける 女性 





預言 者 ( 朋 ) は これ に 関し て 雄弁 に 表現 され て いま す 。 彼 は 旅人 の 
慣行 と し て 美しい 男性 的 な 声 で 旅 の 歌 を 歌い 、 荷 物 を 運搬 する ラ 
クダ の 安定 し た 歩調 を 促し て いた 男 に こう 言い まし た : 















































“アン ジャ シャ ( 男 の 名 ) よ 、 穏 や か に 。 あ な た は 脆い ガラ ス 
細工 を 駆り 立て て いる の で す よ 。” [ ブ プ ハ ー ク ー 旋 837] 


“脆い ガラ ス 細 工 ” と は 、 そ の 隊商 に 加わ っ て いた 脆く 柔和 な 女 
性 た ちの 、 壊 れ や すく 乱 さ れ や すい 性 質 に つい て 述べ た も の で す 。 
唆 すこ と の 出来 そう な 女性 や 一 人 旅 を し て いる 女性 を 探し 、 彼 
女 ら を 誘惑 し よう と 企む 、 駿 力 的 で 悪意 の ある 邪 な 男性 が いる こ 
と は 周知 の 事実 で す 。 そ し て そう いっ た 邪 な 男 た ち は 強 盗 や 詐欺 、 
また は 診 拐 や 強姦 な ど に も 関わ る も の で す 。 そ れ ゆ え に 、 女 性 は 
旅路 に お いて 彼女 の 世話 や 保護 、 そ し て 安全 の 確保 を し 、 見 知ら 
ぬ 他 人 お よび 略奪 者 に よる 危害 の 恐れ か ら 身 を 守っ て くれ る よう 
な 特別 な が ニー ズ を 満た し て くれ る 人 物 が 必要 と な る の で す 。 イ ス 

こ お け る 女性 の “マハ ラム "と は 、 ア ッ ラ テー ( 弟 ) に よっ て 報 
状 が 約束 され て いる 自然 な 義務 で ある た め 、 彼 女 を 最大 限 の 誠実 
さ で 守り 、 奉 仁 を し て くれ る 人 物 で す 。 他 の 多く の 文明 に お いて 
も 、 旅 路 に ある 女性 に 付き 添い 人 を 与え る 伝統 を 見 出す こと は 出 
来 ま す が 、 の ント の PP の 
合 が あり ます 。 そ し て その よう な 文化 は マハ ラム と 非 マ ハラ ム を 
区 別 し な いた め 、 た び た び 悲 惨 な 結果 を 生み 出し て いま す 。 従っ 
て 、 こ うし た こと を 理論 的 に 検証 すれ ば 、 女 性 が 一 人 で 旅 に 出る 
こと を 禁じ 、 “マハ ラム” で ある 男性 の 同伴 を 命じ る こと は 、 女 性 
の 能力 を 軽視 ・ 傷 大 す る 制限 な ど で は な いこ と が 分 か り ま す 。 こ 
れ は 現実 に は 、 男 性 が 自ら の 個人 的 な 諸事 や ニー ズ よ り も 近親 女 
性 の 保護 を 意図 し て 彼女 に 同伴 する こと を 優先 する と いう 、 い わ 
ば 一 つの 名 誉 な の で す 。 





































































































































































































の WS※W み 且 CW/ 
つこ ララ 
SNS の な NX 
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イス ラー ム に お ける 女性 


11. 女 性 の 働く 権利 





上 記 の 通り 、 ア ッ ラ ー は 全 人 類 を 一 組 の 男女 か ら 創造 され 、 家 


族 の 構築 と 家庭 関係 の 確立 に 相互 協力 出来 る よう 、 お 互い へ の 自 












































然 な 愛情 と 思い や り を 据え 付け られ まし た 。 ア ッ ラ ー は 、 そ れ ぞ 





男 








れ の 種族 の 





いて 支配 力 を 行使 し て 租 


2 











その 一 方 私 た ち は 、 各 種族 の 女性 が 目 





性 に 優れ た 力 と 耐久 性 を 授け られ 、 特 定 の 領域 に お 





ヵ 族 へ の 供給 と 保護 の 提供 を 可能 に され ま 
































然 界 に お いて 繁殖 に 





よる 種族 の 存続 と 維持 の 役割 を 担わ され て いる の を 目 に する こと 
が 出来 ます 。 子 供 を 妊娠 、 出 産 、 授 乱す る こと の 出来 る 必要 笑 官 





を 備え られ て いる の は 女性 の み で す 。 人間 の 女性 は 、 自 
た ち に 対し て それ ら の 役割 を 





き 、 同 情 心 、 





日 














nih 


任 感 の 存在 、 そ し て 








に 男性 が 家 の 外 で 働 
中 で 働い て 子供 た ちの ] 





























男 














担う こと の 出来 る 優れ た 愛情 
いや り を 授け られ て いま す 。 こ の よう な 天性 の 
性 と 女性 の ユニ ー ク な 性 
\ て 家族 の 糧 を 得る こと 、 そ し て 女性 が 家 の 
世話 を する こと は 至極 上 











分 の 
、 優 








レ ヾ 





トン 
= 計 
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より 、 一 般 的 











ー 
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い ー 
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だ が こと な の で す 。 


この よう な 基本 的 事実 を 考慮 に 入れ 、 か つ 女 性 の 和 名誉 と 尊厳 が 


守ら れる 範 























財務 処 














て いる * 














こと も あり ます 。 





家 の 外 で 仕 








に 携 


























わる 女性 は 、 








囲 内 で あれ ば 、 イ スラ ー ム 法 は 彼女 の 働く 権利 を 麟 春 
し た り は し ませ ん 。 イ スラ ー ム は 女性 が 
1# を 行う こと を 許し ます 。 それら 
スラ ー ム 法 の 観点 か ら も 適切 か つ 合法 と 見 
特定 の 諸 条 件 に 違反 し た 場合 は 、 











固 人 的 な 商取引 き や 契 約 、 
全て の 契約 や や 業務 は 、 イ 
な され て いま す 。 な お 
う な 女性 に 実践 を 許さ れ 











ご ト 








ら ② よ 




















利 で あっ て も 無効 と され 、 そ の 権利 の 行使 を 抑制 され る 











それ に よっ て 家事 や 彼女 の 夫 、 





子供 た ち へ の 任務 に 悪影響 を 及ぼ ば す よ う で あっ て は な り ま せん 。 





彼女 の 仕 





は 他 の 女 必 




















ず 、 屈 辱 や 誘惑 に 晒さ れる 原 











E た ちと 共に 行なわ れる も の で な く て は な ら 
因 と な る よう な 、 男 性 と の 上 


























由 な 




















(物理 的 ) 交流 が あっ て は な り ま せん 。 アッラー の 使徒 ( 夢 ) は こ 
の よう に べら れ で いま 
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イス ラー 
男女 が 二 人 き り に な る 状態 で は 、 そ こ 


ム に お ける 女性 


魔 が いる の だ 。” [ディ ケミ ズ ア ー り カ 記 





また 別 の 伝承 で は こう あり ます : 


























きま し た が 、 





ある 男 が 言い まし た : “アッラー の 使徒 よ 、 私 の 妻 は 巡礼 へ と 赴 


は 三 人 目 と し て 悪 


し 
ウー 





私 は 遠征 に 参加 する こと が 求め られ て いま す 。” 
E し た :“ あ な た の 妻 と 共に 巡礼 を 行い な さい 。"” [ ブ 








彼 は 言い 3 
の 











まま 


(ご 
ぐ ” Q[ 








“男性 は 


935 胡 、 ス スク ス 7347 


た 著名 な 英国 人 作家 で ある レデ ィ ー・ ク ッ ク 
3 Wew co) 」 に お いて こう 記し て いま す : 





(男女 ) 混合 の 環境 を 好む も の で す 。 














は 彼女 ら 





H 身 の 人 間 性 と 確 球 を 起こ す 環 境 に 誘き 出さ れ て し 8 











Y ま すら 


私 生 児 が 多く な る の で す 。 これ は 大 変 な る 惨 























や む を 得 ず 女性 が 家 の 外 で 働く 場合 は 、 ま ず 第 











の 性 質 や 体格 に 見 合っ た 合法 的 な 職業 や 仕 の 
ん 。 例 えば それ が 












































労働 で も わっ た り 、 男 性 の 方 に 








な も の で あっ た り し て は な り ま せん 。 


EPS 
ュー トー ヽ 


な い の で し ょ うか? も 





活 費 を 得 た v 














ェ モ 


っ て 全て の 必要 経費 の 世話 が 義務 付け られ て いる 
ム は 彼女 を そう いっ た 義務 か ら 免 除 し て いま す 。 








任務 と し て 家 





























・ 育 児 へ の 最大 限 の 敬意 と 

















(男女 ) 共学 環境 が 普及 すれ ば する 程 、 








は 、 そ の 著 「 新 








それ ゆえ 、 女 性 





その 社会 で は 


に それ が 女性 








より 適し た よう 


疑問 が 発生 し ます : そもそも な ぜ 女 性 が 働か ね ば な ら 
し も 女性 が 働く こと に よっ て 自分 自身 の 生 
* の で あれ ば 、 前 述 し た よう に 、 彼 女 の 男 性 家族 に よ 
































た め 、 イ スラ ー 
それ ゆえ 彼女 は 














生ま れ て か ら 死 ぬ ま で 、 人 生 に お ける 様々 な 段階 を 通し 、 彼 女 の 
中 力 を 払う こと が 出 
来る よう 、 働 く こ と は 求め られ て いな い の で す 。 こ の 名 人 蒼 あ る 任 








こ は 多 大 な る 犠牲 と 献身 が 必要 と され 、 最 高 の 地位 が 与え られ 


CN まお 











著名 な 英 























ある サミ ュ エ ル ・ ス マイ ルズ | 
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国人 学者 で あり 、 英 国 ル シネ サン ス の 立役者 の 一 人 で も 
ま この ゆめ よ うに 語っ て いま す 








イス ラー ム に お ける 女性 


“それ が 国家 的 な 富 を も た ら す か どう か に 関わ ら ず 、 女 性 が 工 
場 や 産業 地域 で 働く こと を 要求 する シス テム は 、 家 庭 生活 を 破 
壊し て し まっ た の で ある 。 事実 、 そ れ は 家庭 の 根本 的 な 構造 と 
基盤 を 攻撃 し 、 重 要 な 支柱 を 破壊 し た の で ある 。 それは 同様 に 
社会 的 な 繋が り を も 断絶 させ た の だ 。 妻 を 夫 か ら 無 理 や り 引 き 
離し 、 子 供 た ち へ の 適切 な 母性 的 養育 の 権利 を 剥 准 す る こと は 
結果 的 に 女性 た ちの モラ ル の 低下 を も た らし た 。 女 性 に と っ て 
の 本 当 の 仕事 と は 、 健 全 で 道徳 的 な 家族 を 育む こと で ある 。 彼 
女 に は 主 に 家事 の 責任 、 家 庭 の 財政 や 、 そ の 他 家 庭 内 の ニー ズ 
を 満た すこ と が 求め られ て いる の で ある 。 既に 指摘 し た 通り 、 
工場 で の 仕事 は 女性 の 責任 を 礁 いま り 、 家 庭 に お ける 現実 と 誰 
識 を 変え て し まっ た 。 同様 に 、 子 供 た ち も た び た び 放任 され る 
よう に な り 、 道 徳 的 規 久 を 持た な く な っ た 。 夫 婦 間 の 愛情 と 思 
人 男性 が 工場 で 同じ 
作業 を する 女性 を 目 に する よう に な っ て 以来 、 彼 ら に と っ て 女 
生 は 貴重 で 、 愛 され 、 探 し 求め られ る 対象 で は な く な っ た 。 女 
E は 多く の 影響 と 重圧 に よっ て 、 徳 と モラ ル を 基盤 と し た 精神 
生 と 思考 様式 を 変え られ て し まっ た の だ 。” 


































































































































































































L エ トキ LT 




















実際 に 、 南 アフ リカ の 大 統領 夫人 は 、 次 の よう な 言葉 で 女性 に 
対し て 家庭 へ の 回 帰 を 呼び か け て いま す : 

















“女性 に と っ て の 最も 自然 な 場所 は 、 彼 女 の 家 庭 な の で す 。 女 
性 に と っ て の 主 な 仕事 と 責任 は 、 
供 た ちの ニー ズ に 答え る こと で す 。 






































大 へ の 思い や り と 、 條 大 の 了 チ 















































また 、 彼 女 は 南ア フリ カ 共 和 国 の 首都 で 開催 され た 女性 会 議 に 
お ける 演説 で 、 次 の よう に 発言 し て いま す : 





















































< 女性 に と っ て の 主 な 仕事 と 責任 は 、 夫 へ の 思い や り と 、 彼 女 
の 子供 た ちの ニー ズ に 答え る こと で す ・・・ こ れ は 社会 に お け 
る 私 た ちの 義務 で す 。 2 全 な 世代 を 生み 出 
すこ と か ら 、 私 た ち は そ の 義務 に 特別 な 誇り を 持つ べき な の で 
浅 ま ざ 
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イス ラー ム に お ける 女性 


12. ヒ ジャ ー ブ ( 頭 部 の 覆い ) に つい て 





IT 


公共 の 場 に お ける ムスリム の スカ ー フ (また は ヴェ ー ル ) を 
まま 化し よう と 試み る フラ ンス や トル コ な どの 世俗 国家 の メデ ィ 
ア に より 、 こ の 間 題 は 特に セン セー ショ ナル な 扱い を 受け て 来 ま 
し た 。 こ こ で は この 問題 に つい て の 詳細 に は 触れ ませ ん が 、 前 述 
され て きた 知見 と 後述 され る 付加 的 な 情報 に よっ て 、 イ スラ ー ム 
の 啓典 で 義務 付け られ て いる 慎 ま し い 衣 服 、 そ し て 女性 美 や 装飾 
な ど に 対す る 覆い が 、 女 性 に と っ て の 名 蒼 と 保護 の た めで ある の 
か どう か を 、 読 者 の 皆様 方 自身 に 判断 し て 頂 こ うと 思い ます 。 
アッ ラー( 弟 ) は 仰せ られ て いま す : 
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預言 者 よ 、 液 の 妻 、 娘 た ち 、 ま た 信仰 者 の 女 た ち に も 、 彼 女 ら 
に 長 衣 を 纏う よう 告げ る の だ 。 そ れ で 彼女 ら は 認め られ 易く 、 

悩ま され ず に 済む で あろ う 。 ア ッ ラ ー は 寛容 に し て 慈悲 遍 く 御 
方 で ある 。 ま [33:39] 


























この 節 で は 、 女 性 が 自身 を 覆 う 義 務 の と し て 、 彼 女 が 敬意 
に 値する ムスリム 女性 で ある こと を 確立 させ 、 その よう (に 論 識 さ 
れる こと に よっ て 男性 の 類 わ し い 活 視 を 回 避 す る と いう こと が あ 
る と 明確 に 述べ られ て いま す 。 周 知 の 事実 と し て 、 挑 発 的 な 衣服 
は 一 部 の 男性 が 望ま し く な い 行 動 を 起こ すこ と を 促し 、 女 性 が 性 
的 嫌がら せ に 晒さ れる こと へ と つなが り ま す 。 これ は 一 部 社会 に 
お いて 奨励 され 、 宣 伝 す ちさ れ て いる こと か も 知れ ませ ん が 、 信 
仰 深く 敬意 に 値する ムスリム た ちの 間 に お いて は その 限り で は あ 
り ま せん 。 











































































































過度 な 誘 惑 か ら 女 性 を 守る た め に は 、 イ スラ ー ム 法 で 説明 され 
1 それ ら の 一 部 に は ゆっ た 
り と し た 外 衣 、 そ し て クル アー ン と スン ナ に 基づい た 頭 部 の 績 い 
と いっ た 女性 の 服装 、 も 含ま れ ま す 。 

アッ ラー() は この よう に も 仰せ られ て いま す : 
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《 そ し て 信仰 者 の 女 た ち に 言っ て や る が いい 。 彼女ら の 視線 を 低 
くし 、 貞 人 節 を 守れ 。 重い の の 彼女 ら の 美 (や 
飾り ) を 目立た せ て は な ら な い 。 そ れ か ら ヴ ェ ー ル を その 胸 の 
上 に 垂れ よ 。 自分 の 夫 ま た は 父 の 他 は 、 彼 女 の 美 (や 飾り ) を 
表わし て は な ら な い 。 な お 夫 の 父 、 自 分 の 息子 、 夫 の 息子 、 ま 
た 自分 の 兄弟 、 上 兄弟 の 息子 、 姉 妹 の 息子 また は 自分 の 女 た ち 
自分 の 右手 に 持つ 奴隷 、 ま た 性 欲 を 持た な い 従 者 の 男 、 ま た は 
女 の 体 に 意識 を も た な い 幼 児 (の 他 は ) 。 ま た 彼女 ら は 隠れ た 
装飾 品 を 知ら せる た め 、 そ の 足 (で 地 ) を 踏み 鳴ら し て は な ら 
な い 。 液 ら 信仰 者 た ちよ 、 皆 一 緒 に 悔 情 し て アッ ラー に 返 れ 。 
必ず 液 ら は 成功 する で あろ う 。# [24:31] 








この 節 で は 、 前 述 の “マハ ラム "に 分 類 さ れる 男性 の 詳細 、 そ し 
て 謙虚 に 視線 を 下げ る こ と が 異性 間 | こ 発生 する 自然 な 誘惑 や 相互 
の 光 了 に 対す る 最善 の 自己 防衛 で ある こと が 記述 され て いま す 。 
また アッ ラー( 弟 ) は 、 イ スラ ー ム 以前 の 時 代 の 女性 が 見 せ て いた 
挑発 的 な 態度 に 関し て 言及 され 、 信 仰 者 に 対 し 適切 な 態度 を 保ち 、 
悔 惜 する よう 喚起 され て いま す 。 









































































































































《 そ し て 液 ら の 家 に 静か に し て 、 以 前 の 無知 時 代 の よう に 、 目 
立つ 飾り を し て は な ら な い 、。 礼拝 の 務め を 守り 、 定 め の 施し を 
な し 、 ア ッ ラ ー と 使徒 に 従順 で あれ 。 (預言 者 の ) 家 の 者 た ち 
よ 、 ア ッ ラ ー は 液 ら か ら 不 浄 を 払い 、 液 ら が 清浄 で も や る こと を 
望ま れる 。 ま た 液 ら の 家 で 読 論 さ れる 、 ア ッ ラ ー の 後 と 英知 
(預言 者 の スン ナ ) を 銘 記せ よ 。 ア ッ ラ ー こ そ は 温厚 篤 実 に し 
て 全 知 で あら れる 。 本当に ムスリム の 男 と 女 、 信 仰 す る 男 と 女 、 
献身 的 な 男 と 女 、 正 直 な 男 と 女 、 堅 忍 な 男 と 女 、 謙 虚 な 男 と 女 、 
施し を する 男 と 女 、 斎 戒 (断食 ) する 男 と 女 、 貞 人 節 な 男 と 女 、 
アッ ラー を 多く 唱 念 する 男 と 女 、 こ れ ら の 者 の た め に 、 ア ッ ラ 
ー は 罪 を 赦し 、 偉 大 な 報奨 (天国 ) を 準備 な され る 。 信仰 する 
男 も 女 も や 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 が 、 何 か を 決め られ た 時 、 自 分 
勝手 に 選択 すべ き で は な い 。 ア ッ ラ テラー と その 使徒 に 背く 者 は 
明らか に 迷っ て ( 道 を ) 逸れ た 者 で ある 。}』 [33:33-6] 








イス ラー ム 的 な 規制 は 、 慎 まし い 衣 服 と 態度 に 関し て 他 の 多く 
の 文化 と 類似 する 部 分 ) も あり ます が 、 そ れ で も ムスリム 独自 の 貞 
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節 さ 、 誠 実 さ 、 そ し て 高潔 な 倫理 稚 な ど に お ける 極め て 高い 基準 
は 際立っ て いま す 。 イ スラ ー ム は 未婚 男女 が 不 必要 な 混合 を する 
こと に より ぎこちない 状況 を 生み 出し 、 誘 惑 に 駆 ら れる こと か ら 
財 人 と 社会 を 予防 する の で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 肖 ) は 真性 な る 伝承 
に お いて こう 語ら れ て いま す : 





































































































“実に 、 全 て の 宗教 に は それ ぞ れ の 特徴 が あり 、 イ スラ ー ム 
の 特徴 は ハア ー (謙虚 さ 、 謙 克 、 差 恥 心 ) な の で ある 。” [プア 
グン マージ の 字 罰 22 英 


更 W の WV の 暫 ツ の / 
> の WW な の WW の My な 7 た 
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結論 


イス ラー ム と は 、 至 高 か つ 全能 な る アッ ラー に よっ て 、 問 言 者 


























ムハンマド ( 此 ) を 通 し 全 人 類 へ 伝え られ た 永遠 の 教え で す 。 一 部 の 
人 々 は イス ラー ム の 教え を 信じ て 従い まし た が 、 ま た 一 部 の 人 々 
は それ を 信じ ず 、 従 うこ と を 拒み まし た 。 アッラー( 藻 ) は 、 人 類 を 
他 の 生き 物 よ り も 尊 く 名 誉 ある 存在 と され て いま す 。 か れ は 聖 ク 
ルアー ン に お いて この よう に 仰せ られ まし た : 


し 
し 





ツア ーー 0 





























《 実 に われ ら は アー ダム の 子孫 を 重んじ て 海陸 に 彼ら を 運び 、 ま 
た 種々 の 良い (暮らし 向き の た め の ) も の を 支給 し 、 ま た われ 
が 創造 し た 多く の 優れ た も の の 上 に 、 彼 ら を 優越 きむ た の で あ 
る 。}』 [17:70] 





また 、 ア ッ ラ ー( 此 ) は 、 次 の よう な 大 原則 に つい て も 宣言 され て 
ます : つま り 、 元 来 の 創造 NN こ 創 られ た と 
) う こと で す 。 か れ は 聖 ク レシ アー ン に お いて 仰せ られ て いま す : 


























《 人 々 よ 、 液 ら の 主 を 買 れ よ 。 か れ は 一 つの 魂 か ら 液 ら を 創り 、 
また その 魂 か ら 配 偶 者 を 創り 、 両 人 か ら 、 無 数 の 男 と 女 を 増 や 
し 広め られ た 方 で あら れる 。 液 ちら は アッ ラー を 長 れ る の だ 。 か 
れ の 御名 に お いて 液 ら が お 互い に 頼み ご と を する 御方 で あら れ 
る 。 ま た 近親 の 絆 を (尊重 せよ ) 。 本 当 に アッ ラー は 液 ら を 絶 
え ず 見 守ら れる 。* [4:1] 






































を 基 に 、 全 て の 男女 は 人 間 性 と 基本 的 価値 観 、 
と 33 い て 平等 で ある の で すず す 。、 つ まり 男女 は 皆 、 ア デア 
は 対等 な 存在 な の で す 。 人 種 、 言 語 、 生 活 や や 地 
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と いっ た 違い は この 名 人 誉 を 増大 させ も し な けれ ば 、 減 少 さ せる こ 
と も あり ませ ん 。 彼ら の 真 の 違い と は 神 へ の 意識 、 ま た アッ ラー 
人 ム へ の 帰依 の 度合 い 、 そ し て 日 常 生活 

























































































お ける 実践 と 適用 に よる 差 な の で す 。 ア ッ ラ ー(m は この こと に 





全 0 才 SI 
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《 人 々 よ 、 わ れ ら は 一 人 の 男 と 一 人 の 女 か ら 液 ら を 創り 、 種 族 と 
部 族 に 分 けた 。 こ れ は 液 ら を 、 互 い に 知 り 合 う よ う に させ る た 
めで ある 。 ア ッ ラ ー の 御 許 で 最も 吐い 者 は 、 液 ら の 中 最も 主 を 
四 れ る 者 で ある 。 本 当 に アッ ラー は 、 全 知 に し て あら ゆる こと 
を 見 逃さ れる 。#* [49:13] 











それ ゆえ 、 誰 に と っ て も アッ ラー の 御前 に お ける 真 の 名 誉 と は 
肌 の 色 や 社会 的 地位 、 性 別 、 人 種 、 権 力 、 健 康 、 権 威 や 語 な ど で 
は な い の で す 。 アッラー の 御前 に お ける 区 別 の 厳密 な 基準 と な る 
も の は 敬 度 な 心 、 信 仰 、 そ し て 善行 の 実践 な の で す 。 

同様 に 、 ア ッ ラ テー の 預言 者 ( 朋 も この よう に 言わ れ た こと が 伝え 
られ て いま す : 


“人 々 よ 、 あ な た 方 の 主 は 唯一 で あり 、 あ な た 方 の 父祖 も 一 人 
で ある 。 ア ラブ 人 が 非 ア ラブ 人 に 優越 する こと は な く 、 非 アラ 
ブ 人 が アラ ブ 人 に 優越 する こと も な い 。 同じ よう に 白人 が 黒人 
に 対し て 優越 する こと も な けれ ば 、 黒 人 が 白人 に 優越 する こと 
も な い の だ 。 た だ 一 つの 違い は 敬 度 さ な の で ある 。” [アハ マ 
が 23536 用 ] 







































































イス ラー ム の 教え は 人 々 の 間 に あ る 全て の 人 為 的 な 相違 を 取り 
除き 、 彼 ら を 皆 、 同 じ 土 台 に 乗せ る の で す 。 たびたび 誤解 や 中 傷 
を 受け 、 そ し て ほとん ど 触 れ ら れる こと の な い イ スラ ー ム の 重要 
な 教え の 一 つ に 、“ 女 性 は 明確 な 事実 と 例外 を 除い て は 、 全 て に お 
いて 男性 と 対等 で わる "と いう も の が あり ます 。 イ スラ ー ム に お け 
る 女性 の 真実 を 明確 に し 、 そ れ に 対し て の 誤解 を 解く こと へ の 試 
み が 、 こ の 小冊子 の 目的 で あり 、 平 等 性 と 例外 性 が その テー マ で 
だ 5 

アッ ラー( 間 は 聖 ク ルアー ン に お いて 仰せ られ て いま す : 


% 男 の 信者 も 女 の 信 者 も 、 互 い に (助け 合い 、 支 え 合 い 、 擁 護 し 
合う ) 仲間 で ある 。 彼 ら は 正しい こと (イス ラー ム の 命じ る す 
べ て ) を すす め 、 那 悪 ( 多 神 崇拝 、 不 信仰 そし て イス ラー ム の 
禁じ る すべ て ) を 禁じ る 。 ま た 礼拝 の 務め を 守り 、 定 め の 豆 捨 
を な し 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 に 従う 。 こ れ ら の 者 に 、 ア ッ ラ ー 
は 慈悲 を 垂れ る 。 本 当 に アッ ラー は 偉 力 な ら び な く 英 明 で あら 
れる 。* [9:71] 




























































































103 


イス ラー ム に お ける 女性 





す ・: 
《 そ れ で 主 は 彼ら (の 祈願 ) を 聞き 入れ られ 、 (仰せ られ た ) 。 


また アッ ラー( 弟 ) は 聖 ク ルアー ン に お いて 、 こ う 仰 せら れ て いま 





「 本 当 に われ は 、 液 ら の 誰 の 働い た 働き も むだ に は し な い 。 男 


で も 女 で も 、 液 ら は 互い に 同士 で ある 。}* [3:193] 








また アッ ラー( 弟 ) は 、 聖 クル アー ン に お いて こう 仰せ られ 
る 


7IT 
(ご 


% 男 は 両親 お よび 近親 の 遺産 の 一 部 を 得 、 女 も また 両親 及び 近親 
の 遺産 の 一 部 を 得る 。 そ の 際 に は 遺産 の 大 小 を 間 わ ず 定 め ら れ 


た よう に 配分 せよ 。#》 [4:7] 

















この 小冊子 を 通し て 詳し く ダ 述べ られ て きた 








実 を も と に 、 女 性 




















は イス ラー ム に よる 公正 な 法 と 保護 の 下 に な い 限 り 、 彼 女 の 本 来 
の 名 誉 、 そ し て 完全 な 権利 と 自由 を 亭 受 する こと は な いで あろ う 
こと を 、 私 た ち は 自 信 を 持っ て 断言 する こと が 出来 ます 。 イ スラ 
ー ム は 諸 権利 と それ に 相 伴 う 特 定 の 任務 と 義務 を 指定 し ます 。 人 






























































工 的 な 領域 、 特 権 、 そ し て 独占 を 意図 する 人 為 の 法律 に 対し て 、 























慈愛 遍 く 全 知 な る 神 に よっ て 啓示 され た 宗教 こそ が イス ラー ム な 
の で す 。 イ スラ ー ム は 肌 の 色 や や 権力 、 ま た は 男女 、 貧 富 、 体 力 な 



































どの 差 を 問わ ず 、 全 人 類 へ の 永遠 か つ 普 遍 的 教え を です 。 全 人 類 は 、 


























現世 と 来世 に お ける 真 の 利益 を ご 存 知 に な られ る 創造 主 ア ッ ラ ー 























( 聞 ) の 御前 で は 平等 で ちる の で す 。 























私 は 読者 の 方 々 が 、 一 部 の ムスリム た ちの 行動 や 態度 に 見 られ 
る 印象 を も と に 、 イ スラ ー ム に 対し て の 判断 を 急 が な いよ う 嘆 願 
し ます 。 不幸 に も 彼ら は イス ラー ム を 利用 し て 自分 た ちの 個人 

































































的 ・ 




















団 的 犯罪 を 隊 し て いま す 。 彼 ら の 多く は 口先 で は "アッ ラー 


以外 に は 持 拝 に 値する 真 の 神 は な く 、 ム ハン マ ド は アッ ラー の 中 
実 な し も べ で あり 、 使 徒 で ある "と 宣言 する た め ム スリ ム と され 









































ます が 、 残 念 な が ら イ スラ ー ム の 義務 を 無視 し 、 良 い 倫 理 規 範 に 
基づい た 行動 を 取り ませ ん 。 イ スラ ー ム は どの よう な 状況 で も 容 


協 に 適用 する こと の 出来 る 、 完 全 か つ 純 料 な 款 教 で す 。 多 く の ム 
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スリ ム た ち は 人 生 を 通し て 善行 する こと を 望み 、 そ し て 悪 を 慎む 

こと に よっ て アッ ラー の ご 満悦 を 求め 、 2 
の し か し 他方 で は 、 そ の 犯罪 に よっ て 現世 と 来世 に お ける 
に 値する 人 々 が 存在 する の も 事実 で す 。 これ ら の 犯罪 は その 
て 性 か ら 、 イ スラ ー ム へ の 不信 人 と 痢 示 に 当たる か 、 92 の 5 
( 此 ) と か れ の 預言 者 (人 に よる 有益 で 英知 に 溢れ た 命令 に 対す る 
不 従順 、 あ る い は 怠慢 で ある と 見 な され ます 。 例 えば 、 も し ある 
人 物 に 富 や 倫理 が 欠如 し て いた と すれ ば 、 そ の 人 物 が 他 者 に それ 
ら を 与え る こと の 出来 な いこ と は 周知 の 通り で す 。 この 原則 は イ 
ジー バム でも 当 で は まり 学 ま 人 た らち は 、 イス ラー る に 関し て 学 
ぼう と いう 意欲 の ある 人 々 に 対し て 、 イ スラ ー ム を 実践 し 、 き ち 
ん と し た 知識 と 理解 を 備え て いる と 見 な され て いる 人 々 か ら 知 識 
を 学ぶ こと を お 勧め し ます 。 実 践 を し な い ム スリ ム は 間違い な く 
彼ら を 誤解 さす せる で し ょ う 。 
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イス ラー ム の 浅 薄 な 知識 は 危険 で あり 有害 で す 。 なぜなら た だ 
単に イス ラー ム に 関す る ( ら く 信 頼 性 の な い ) 本 を 数 冊 読 ん だ 
だ け で は 、 そ の 人 物 が イス ラー ム に お ける 裁定 や 適切 な 知識 を 流 
布 する 資格 を 有する こと に 人 PSP の 同様 に 、 特 定 の 
見 解 に 官 従 す る こと も 非常 に 危険 で 有害 で す 。 イ スラ ー ム の 健全 
灯 誠 2 の の 押 に の まり りら に に 
っ て 騙さ れ な いよ うに 注意 する こと が 必要 で す 。 ア ッ ラ ー は 聖 ク 
ルアー ン の 中 で こう 仰せ られ て いま す : 


% 宗 教 に 強制 は な い 。 実 に 、 正 し き 道 は 迷 誤 か ら 明 ら か に (分 
別 ) され て いる 。 そ れ で ター グー / (アッ ラー 以外 に 系 拝 され 
る 邪神 ) を 退け て アッ ラー を 信仰 する 者 は 、 決 し て 壊れ る こと 
の な い 、 堅 固 な 取っ 手 を 握っ た 者 で ある 。 ア ッ ラ ー は 全 聴 に し 
て 全 知 で あら れる 。 ぁ [2:256] 









































































































































全 世 界 の 主 、 ア ッ ラ ー に こそ 全て の 称 堆 あれ 
そし て アッ ラー が か れ の 預言 者 と その 御家 族 を 賞 揚 し 、 
その 名 声 を 損ね る あら ゆる も の か ら 

彼ら を お 護り に な り ま す よ う 
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イス ラー ム に 関す る 更 な る 情報 を お 求め の 方 は 、 ど う ぞ 下記 の 


アド レス まで ご 連絡 下さ い 。 


1) Email アデ ドレス: 
1slamlandjiapan@gmal.com 





また 以下 の サイ ト も ご 参照 下さ い : 


ト う 
ュ ン 
Ia 


http://www.islamland.com http://www.sultan.org 
http://www.thekeytoislam.com http://www.pbuh.us 
http://www.islamhouse.com http://islam-guide.com 
http://www.womeninislam.ws http://www.godnames.org 


http:/ が www.thisistruth.org 








Abdul Rahmaan b. Abdul-Kareem ash-Sheha 
(アジ ドル グッ ラ ア マー シャ ジン ャ アデ ドル ルカ リー ス 














7 ジー ジー el 間 ) 
Kiyadh, 11535 
P.O. Box 59565 
Email: alsheha@yahoo.com 


http://wwwislamland.com 





還 V/ の / の 暫 / の / 穫 
> の WW な WW の が 7 た 
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